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    ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ


    



    



    大おお垣がい内と　歩あゆ


    高校一年生。自分の殻に閉じこもっていたが、サイクとの出会いをキッカケに自分以外のためにも行動できるようになった少年。


    パートナーキグルミ：サイク


    



    郷ごう田だ　勇ゆう気き


    高校一年生。赤糸に対して軒並みならぬ敵意を剥き出しにしている。


    パートナーキグルミ：アロ


    



    逆さか木き原ばら　赤あか糸し


    高校一年生。一見、全てにおいて完璧に見えるが言動がところどころ不思議な少女。


    パートナーキグルミ：ボン


    



    柄え州す　巴ともえ


    高校一年生。戦闘で負けてからというもの歩を目の敵にしている。


    パートナーキグルミ：キャロル・アン


    



    三み月け　音ね子こ


    高校一年生。クラス内でも特に目立たず本ばかり読んでいる少女。


    



    仁に科しな　永えい樹き


    高校一年生。目つきが鋭く、太っていて嫌なやつ。


    



    竜りん胆どう　凛りん


    高校一年生。歩と赤糸と高校入学前から面識のあるクラスメイト。


    



    三み月け　十と四よ


    音子の姉。二十歳。外国のスーパーモデル級のスタイルを持つ。

  



  
    



    



    


    プロローグ


    



    



    「そいつを着ちゃいけない！」


    　俺おれは巨大病院の廊下の先、両手に白い──というよりは薄茶色く汚れた──衣服のようなものを懸けん命めいに両手で抱えている少女に向かって叫んだ。


    「な、なんすか？　いきなりなんすか？」


    　クラスメイトの少女は、ずり落ちてくる眼鏡めがねを直しながら困惑したような声を出した。俺を警戒するように汚れた白衣を抱きしめ直して一歩下がる。


    「いや、とりあえず、その、まず、話を聞いてもらいたくて。そいつを着る前に」


    　俺は彼女を刺激しないように落ち着いた声を出そうと努める。


    「話、すか」


    「そう。ええと、まず、いろんなことを説明しなくちゃいけないんだけれど、とりあえず、俺は君の敵じゃないし、こいつも──」


    　話しながら俺は一歩近づく。彼女は動かない。よし、うまく落ち着いた声を出せているみたいだ。


    「ジェネラル。彼の言うことを聞く必要はありません」


    　彼女が抱える白衣の中から、声がした。


    「落ち着いて──」


    　聞いてくれ、という俺おれの声は白衣の中から噴出された蒸じよう気きにかき消された。同時に、赤黒い鉄の塊かたまりのようなものが白衣の中から顔を覗のぞかせる。


    　それは、確かに顔のようだった。だが、どこが眼めで、どこが口なのかはわからない。それは、生き物のようですらなかった。


    「ジェネラル」


    　表面を濡ぬらした赤黒い鉄の塊は、少し高いが、落ち着いた声でクラスメイトをもう一度そう呼んだ。


    「貴女あなたは、誰の言うことを聞く必要もないのです。さあ前進しましょう、ジェネラル。──貴女の思い描えがく世界を創りあげるために、ワタシはそのために、ここに呼ばれたのだから」


    「わ、私の──思い描く世界、すか」


    　クラスメイトは白衣を抱きかかえたまま動かない。彼女の汗で眼鏡めがねが再びずり下がったが、戻そうともしなかった。


    「そいつの言うことなんか信用するな！　とりあえず話をしよう！　そうすれば、俺たちがお前を──」


    　そこまで言って、言葉に詰まった。俺は、あいつを──どうしてやれる？


    「私を？」


    　クラスメイトは眉まゆ根ねを寄せたままこちらを三さん白ぱく眼がんで見た。


    「信用できない──っす」


    　そう言いながら赤黒い鉄の塊をしっかりと自分の身に寄せた。同時に、塊から大量の水蒸気が噴き出す。蒸気はあっという間に白い雲に変わり、あたりを包み込む。俺は飛び退のいてそれが晴れるのを待った。


    　やがて雲が廊下から消えたとき、そこにはもう、彼女の姿はなかった。


    「あーあ。大失敗だよ、もう」


    　俺の頭の上で、高く澄んだ声がそう言った。


    「だから僕の言うことを聞いとけって言ったんだ。何度も何度も何度もそう言ったよ、僕は。だけどマヌケな君が自分で何とかするんだって言うから、任せてみたらこのざまだよ。なにが彼女のことはよく知ってる、だよ。さっきの状況を思い返してみるに、彼女のことを知ってる、なんて主張は大噓うそか、知ってたつもりになってた、ってだけにすぎないね。あれならよっぽど『俺は飼い猫の気持ちを知ってる』って主張のほうがマシだったと思うよ。いや、君が猫を飼ってるかどうかなんて僕は知らないけれどさ」


    　俺おれは声を無視して額ひたいに神経を集中させ、サイクの瞳ひとみを使う。すると曲がった先の廊下を彼女が走っていく姿を捉えることができた。


    「とにかくとりあえず得てしてまあ、以前から君は僕の言うことを受け入れない傾向があって、そのたびに僕たちは結構なダメージを受けているよね？　君一人だったら僕はいっこうに構わないのだけれど、それに僕を巻き込むとなると話は全く別だよ。さて、思い出してみよう。僕は、君が一人で彼女を説得するって意見に反対して、二人と合流するまで待とう、と言ったね。けれど、君はそれに反対した。そしてその結果がこれだよ。君はまたしても、僕たちのチームに新たな敵を作ったんだ」


    　ゆっくりと屈伸をしてみる。よし、膝ひざに痛みはない。


    「さあ、海より深く反省してもらおう。そしてこれからは、僕の意見に逆らわずにすべてイエス、と答えてそのとおりにするんだ、それでこそ僕たちはよりよいパートナーとなれるってもんだよ。わかっただろう、歩あゆ」


    　高く澄んだ声は一気にそうまくし立てて、ようやく一息ついたが、俺はその言葉の半分以上も聞いてはいなかった。


    「わかったよ、サイク」


    「良かった」


    「彼女を追いかける。まだ、そんなに遠くには行っていないはずだし、あれを着てもいないはずだからな。まだ、間に合う」


    「わかってないじゃないか！」


    　そう頭上で叫ぶ着ぐるみの声を無視して、俺は廊下の先を曲がって走り出した。

  



  
    



    



    


    第一章　Quadrat im Kreis ～円積問題～


    



    



    　社会の最小単位は『家族だ』と教師が言っていた。


    　今まではそれを「なるほど、確かにそのとおりかもしれん」と納得していたのだが、このあいだからその考えは少し変わった。


    　もう一つ小さな社会が存在することを知ってしまったのだ。いや、知ってしまったというよりは発生したというか、巻き込まれたというか、呼び出されてしまったというか。自分自身のもう一つ外側に一枚、新たな社会を着ることになってしまったのだ。そいつの名前はサイクという。俺おれが自分で、そう名づけた。


    　俺は自分の部屋の勉強机の前に座り、いっこうに捗はかどらない数学の勉強用ノートの隅すみに、そいつを描かいていた。


    　頭頂部の両側にてろん、と垂れ下がった耳のようなもの。その間に大きく開かれた単眼。その真下に広がるぽっかりと開いた口。頭と体の境目はほとんどなく、ずんぐりとした胴体からは手足が二本ずつ生えており、左手からは黒く鋭するどい爪つめが三本飛び出している。その全身は蛍けい光こうの緑色をした長毛でくまなく覆おおわれ、ところどころに渦巻きや円のような模様が違う色の毛で描かれている。


    　決して俺は絵が得意なほうではないのだが、上手に描けたな、と満足していた。というよりも、サイクの造形は単純なので子どもでも簡単に描けるだけなのだが。しかし、サイクのこの姿は見れば見るほど──


    「……こんな生き物、見たことない」


    　最大の特徴と言ってもいいであろうその単眼から、俺は以前自分が観た映画に出てくるモンスター、サイクロプスから連想して『サイク』と名づけたが、冷静に考えてこんな生き物は地球上には存在しない。はずなのだが、キグルミと呼ばれている彼らは実際にそこにいた。脱出することのできない、あの巨大病院の中だけに。


    　俺はノートの脇わきに置かれているスマートフォンを見る。真っ暗なディスプレイは今日きよう帰宅してから一度も光ってはいなかった。それを手に取り、一度だけボタンを押して時刻を表示させた。


    　二十二時十九分。


    　再び暗くなったディスプレイから視線を外し、俺は自分のよく知るもう一体のキグルミをノートに描こうと試みて、大きめの頭ず蓋がい骨こつを一つ描いたところで断念した。クラスメイトの逆さか木き原ばら赤あか糸しが、『ボン』と名づけているそのキグルミは、とてもじゃないが俺の画力ではそれ以上は再現不可能だった。


    　マンガに出てくる毒薬のラベルに必ず描えがかれているような、稚ち拙せつな頭ず蓋がい骨こつの絵を見ながら、赤あか糸しとボンの二人は実にうまくいっているなあ、と思う。


    　彼らはお互いの意見を尊重しあい、コミュニケーションを円えん滑かつにとり、きちんと同じ目標に向かって行動している。彼女と彼の小さな社会は、とてもうまくいっているように思えた。


    　それに比べて俺おれとサイクの社会は、とてもじゃないがうまくいっているとは思えない。


    　基本的にまず、意見が合わない。


    　そもそも、あいつは口数が多すぎるし、その大半は同じ意味のことを遠まわしに違う表現でまくし立てているだけだ。話し合おうにも、こっちの意見を挟む隙すきを与えてくれない。こちらの言い分も聞いてくれないと意思の疎そ通つうなどできるはずがないじゃないか。そのおかげで──。


    



    　──歩あゆ！　攻撃を止めるな！


    　──ばい。ばい。ばい。


    



    　──左の膝ひざがズキン、と痛んだ。


    　人間とキグルミの意思がちょうど重なりあうことを、彼らは『出会い』と呼んでいた。そして赤糸とボンは「いい『出会い』をしている」らしい。確かに何度か、サイクと俺も『出会』えた瞬間があったように思う。だがそれはあくまでも瞬間的なものであって、赤糸とボンのように常にできてはなかった。


    　最小限の社会であるはずの家族。それよりももっと小さな社会である、俺と喋しやべるキグルミの関係は果たしてこの先、どうなっていくのだろう。


    　俺はノートに描かかれたサイクの顔の横に丸い吹き出しを加え、その中に「歩ー」という文字を入れてみた。それだけで心なしか左膝の痛みは和やわらいだかのように感じる。拙つたない線で描かれたサイクの顔を見ていると思わず鼻から息が漏もれた。


    「……まあ、よろしく頼むよ、相棒」


    　そう呟つぶやくと同時に、部屋のドアの開く音がした。


    「なにが相棒だバーカ。根暗なお前に相棒なんてできるわけがねーだろーが」


    　見ると、大きめのＴシャツにハーフパンツ姿の姉が缶酎ちゆうハイと刺身を挟んだ[image: ]はしを持ったまま部屋に入り込んできた。


    「ノックしろって何度も言ってるだろ！」


    　慌あわてて机の上のサイクの絵を教科書で隠した。


    「めんどくせーんだってば。そっちこそ何度も言わせんな。根暗。根暗の弟」


    「うるせえ」


    「ネクラノミコン」


    　なんだそれ。誰が死者の書だ。


    「いいよ歩あゆ、別に。気にすんなよ」


    「え？　なにが？」


    「あたしは別にお前がシコってたって何にも気にしないから」


    「こっちが気にすんだよ！」


    「だから気にすんなって言ってるんだ、おねーちゃんは。な？　あたしは気にしない。歩も気にしない。どうだ。フィフティーフィフティーだ」


    「違う。それはフィフティーフィフティーじゃない」


    「食べる？　鯛たいだけど」


    　そう言いながら姉は刺身を食べた。聞いちゃいねえ。


    「一切れだけ持ってきて、食べる？　もなにもないだろ！」


    「リビングにまだ残ってるよ。で、何、相棒って？　あ」


    　そう言うと姉は空いたほうの手の指先を口に当てた。


    「なんだよ」


    「まさか、本当にシコってた？　相棒って、そういう意味？」


    「してねーわ！　してねーし違うわ！　何の用だよいったい！」


    「いやなに、どうせお前のことだからテスト勉強にも集中してないんだろうなって思ってさ」


    　それは悔くやしいが正解だ。


    「だったらせめて、人様のお役に立たせてあげようと、優しいお姉ちゃんは考えたわけですよ」


    　姉は缶酎ちゆうハイを呷あおると、空き缶を俺おれの部屋のゴミ箱に投げ入れた。これも何度もやめろと言っているのにいっこうに聞き入れてもらえない。分別するときに面倒くさいのに。


    「ちょっと降りてこい。お前のクラスメイトのことでとっても良い話がある」


    　ニッコリ微笑ほほえんでそう言うと、姉は俺の返事も聞かずに踵きびすを返して階下へ降りていった。


    　どうせ断ことわったって受け入れてもらえないだろうし、無視してたらまた勝手にドアを開けて引きずり出されるだけだ。


    　俺はスマートフォンを手に取ると、立ち上がって寝巻き代わりのジャージのポケットに入れた。もし今夜『非通知』の文字の着信があれば、話がどんなに途中でも切り上げて部屋に戻れば良い。それに、姉の言葉にも興味を惹ひかれた。クラスメイトのこと。教室という小さな社会もまた、俺にとってとても大事な問題の一つだったから。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　リビングへ入ると、庭へと続く大きな窓が開け放たれていた。テーブルの上には食べ散らかされた刺身の盛り合わせや揚げ物や惣そう菜ざいの皿などが点在しており、その隙すき間まを埋めるように恐らく空からになっているであろうビールや酎ちゆうハイやカクテルなどの缶が乱立していた。もう見慣れた光景とはいえ、その乱雑さにはやはり一歩引いてしまう。


    「えらいぞ、言うことちゃんと聞いて」


    　姉がキッチンから新たな缶酎ハイを二本持って出てきた。


    「飲む？」


    「飲まない。飲んだことないだろ。お父さんとお母さんは？」


    　リビングには誰の姿も見えなかった。


    「さっきまで一緒に飲んでたけどな、もう部屋に戻っちゃった。まあいいから、こっちに来な」


    　新しい缶酎ハイの蓋ふたを開けながら姉は俺おれの脇わきを通り抜けて庭へ出ていった。俺はテーブルの上の空き缶をまとめてゴミ袋に突っ込みたい衝動を抑えてソファに腰を下ろす。吹き抜けてくる五月の夜の風はまだ、涼しかった。その心地良い風に乗ってタバコの煙も入り込む。いつもは庭の隅すみに置かれている灰皿代わりのバケツを足下に置き、姉は空を見上げながらゆっくりと煙を吐き出していた。


    「そんなとこ座ってないでこっち出て来いよ、歩あゆ。お月様がきれーだぞー」


    「ガラになくロマンチックなこと言うじゃねーか。そんなに今日きようは悪酔いしたのか」


    「悪酔い？　そんなもん、生まれてこのかたしたことねーわ。してみてーわ」


    　してもらいたくねーわ。普段の状態が悪酔いみたいな性格の癖くせして。


    「で、何だよ話って。クラスメイトのことがどーとか言ってたけれど」


    「あー、まあ。あたしから聞くより本人から聞いとくれ」


    　本人？　本人とは誰のことだ。両親はもう部屋に戻ったと言っていた。それならば、もう一人誰か別の人物が今この家にいるのだろうか。


    　一瞬俺の頭に、中学の頃からの付き合いであるサラサラのおかっぱヘアのクラスメイト──竜りん胆どう凜りんの顔が浮かぶ。いや、そんなはずはない。あいつがこんな時間に、俺の家に来ているはずがあるわけがない。


    　俺はソファから立ち上がり、庭へと出てみた。だがやはり、庭の真ん中で仁に王おう立だちしながらタバコをくゆらせている姉以外の人物の姿を確認することはできなかった。


    「……誰もいないじゃん」


    　そう言って家の中へ戻ろうとしたとき、プシュ、という缶酎ハイの蓋を開ける音が聞こえた。そういえば姉は缶酎ハイを二本手にしていた。


    　俺は音のしたほうへ目を凝こらしてみる。


    　リビングから漏もれる明かりで庭は真ん中だけぽっかりと照らされている。だが庭へと差し込む明かりから外れた場所からその音は聞こえた。申し訳程度に造られた縁側の一番端。光が全く当たらないその場所に、その人物は座っていた。何かの明かりを反射して、暗くら闇やみにぼんやりと、その人物のかけているであろう眼鏡めがねのレンズだけが浮かび上がった。


    「大おお垣がい内と先輩の弟さん──よね？」


    　二つのレンズは、少し鼻にかかったような甘い声でそう言った。大垣内先輩とは、姉のことであろう。ということは、姉の後輩か。


    「歩あゆ、です」


    「歩くん。うん。歩くんね。覚えたわ。よろしくね」


    　そう言うと二つのレンズは再び闇やみに消えた。リビングから漏もれる明かりが逆光になっているため、いつまでたってもその人物の姿が見えない──そう考えていたのだがそれは間違いで、どうやらその人物が立ち上がって場所を移動したためらしかった。


    「歩くんは、この地球のことって、どう考えている？」


    　全く予想もしていなかったその質問を投げかけられて、俺おれの思考が停止する。質問の内容もさることながら、暗闇から光の中へ現れたその人物の姿にも驚いたからだ。


    　見覚えのない顔だった。


    　はっきりとした濃い眉まゆの下、半分だけ開いているような大きな垂れ目の中の瞳ひとみは真っ黒で、大きなレンズの眼鏡をかけている。薄い色のそばかすが散らばった高く筋の通った鼻、そして厚い唇くちびるの横に大きく伸びた口。瞳の色以外はどう見ても日本人とは思えなかった。緩ゆるくウェーブがかかった髪の毛はとても長く、二本の三つ編みにまとめられ、体の前へ垂らされていた。薄い光に照らされたその髪の色は、はじめは白かと思ったのだがよくみると金にほど近い薄い茶色のようだった。肌はだも同じように白く透き通り、その顔と長い手足もまた、夜の庭に美しく浮かび上がっていた。


    　何よりも驚いたのはそのスタイルの良さだった。フードのついたグレーのワンピースは薄手の生き地じなのか、肌にぴったりと張り付くようにその豊かすぎる胸とくびれのある腰と大きめのお尻しりをくっきりとわからせていた。


    　そして彼女は俺より頭一つ分、背が高かった。一八〇センチ以上はあるんじゃないか？


    　何も言葉が出ないまま見上げている俺の顔を見て彼女は、「ん？」とだけ言うと缶酎ちゆうハイをぐい、と呷あおった。


    「どうしよう大垣内先輩。歩くん止まっちゃったわ」


    「うん。お前を初めて見れば誰だってそーなる。私だってそーなった」


    「もう動かないのかなあ、これ」


    「それはいろいろと困るな。おい、歩。なんか言え。あたしの親友に失礼だと思わねーのかコラ」


    　そう言われて俺はようやく思考が動き出す。えーと、なんだっけ、何言われてたんだっけ。そうだ。まずはとりあえず挨あい拶さつだ。


    「な、ないすいーぶにんぐ」


    「ん？」


    「アホタレ。十と四よさんは生きつ粋すいの日本人だ。全くそーは見えねーが」


    「そうなんですよ、こう見えてもね。むしろ十四さん、英語全くわからないの」


    　十四さん、と自分で名乗った女性はそう言いながら顔の前で手しゆ刀とうを小刻みに二、三度切る。「ごめんごめん」というジェスチャーだった。


    「えーと、トヨさんですか」


    「そうなんですよ。十四と書いて、とよ、と読みます。おばあちゃんみたいな名前でしょ」


    　十四さんはそう言うと再び縁側に腰を下ろす。俺おれは彼女を見上げなくてすむようになったのでいくらか安心しながら、「ええ、まあ」と頷うなずいた。


    「でも、とっても可愛い名前です」


    「ん？　ありがとう。私もすごく気に入ってるわ、この名前」


    　そう言って十四さんはニッコリと笑う。長くスラリと伸びた足を組み替えながら上体を大きく反らせて夜空を見上げる彼女は外国のスーパーモデルにしか見えなかったが、とよ、という古風な名前と流りゆう暢ちような日本語がなぜかとても似合っていた。


    「それで──歩あゆくん。歩くんは、この地球のこと、どういうふうに思ってるのかな？」


    　先ほどの質問がもう一度、十四さんの口から発せられる。


    　夜も更けた自宅の庭でスーパーモデルから地球について質問されるとは思わなかった。咄とつ嗟さに俺の頭に、十四さんは金星人では？　という可能性が閃ひらめいたが、金星人と姉がなぜ先輩後輩の仲になっているのかはわからないし、喋しやべる着ぐるみの問題だけでも大変なのにそのうえ、姉と仲良しの金星人の問題まで抱えるのはとても自分の手に負えないのでその可能性は頭から消すことにする。十四さんはこう見えて日本人。地球人で日本人。それでいこう。そのうえで先ほどの質問に再び頭を切り替える。


    「……地球について──です、か。えー。美しい星。……緑と、水、の星。我々の、星」


    「ん？」


    　何を言ってるんだ俺は。


    「……地球船、宇宙号」


    　逆だ、それじゃ。


    「人類という寄生虫に[image: ]むしばまれた……哀れな、星」


    　何目線なんだ、俺は。


    「何言ってんだお前。馬ば鹿かか」


    　姉に尻しりを蹴けられた。本当に何言ってるんだ俺は。馬鹿だ。


    「いや、本当にすみません、十四さん。突然の壮大な質問に軽くパニックになってしまいました。あの、地球についてどう思う、とはつまりどういった具合の質問なんでしょうか」


    　十四さんはくすくすと笑いながら、指先を空へ向けた。


    「ん？　うん。歩くん、世界にはさ、万ばん有ゆう引いん力りよくってあるわよね？」


    「ええ、まあ、はい。確かにありますが」


    　そんなに詳しくはないですが。ていうか突然何なんですか。


    　俺おれは十と四よさんが指さす方向へ視線を向ける。よく晴れたその夜空には、都会の中だというのにいくつもの星が瞬またたいて見えた。


    「地球も月も太陽も、どっちかに吸い寄せられてぶつかったり、どれかが外れて遠くに行っちゃうことがないのは、万ばん有ゆう引いん力りよくが働いてるからよね？」


    「そうらしいですね。見たことないのでわからないですが」


    「私だってないわよ。でもまあ実際に、こうやって見上げて視界に入る星の全部、見えないものも含めて全部が、そうやってお互いを引っ張り合ってこう、宇宙の向こうのどこまでもどこまでも、繫つながってるって話なのよ」


    「はあ」


    　全く話が読めない。そもそも姉からはクラスメイトの話と聞いてきたのだが、十四さんはお構いなしに天に向けた指先をフリフリと動かしながら話を続ける。


    「大おお垣がい内と先輩と歩あゆくんの家の庭にいる私と地球は繫がっていて、そこから先、何万光年も向こうの目に見えない、光の届かない星まで全部が全部、永遠にどこまでも繫がってるって考えたら──ドキドキしない？」


    「……するんですかね」


    　そんなふうに考えたことは一度もなかった。


    「ん？　うん。で、歩くんは──この地球のこと、どう考える？」


    「いや全然わかんないですってだから！　結局何が言いたいんですか？」


    「ん？　十四さん、説明が下へ手たなのよ」


    　あはは、と軽く笑って缶酎ちゆうハイを縁側に置くと、十四さんは立ち上がり、俺のほうへ近づいてきた。再び、十四さんの顔を見上げる形となる。


    「大垣内先輩、弟さんに失礼しますね」


    「どうぞどうぞ」


    　姉のその返事を聞くなり、十四さんは俺の両肩に手を置くと、左手を押し出し、右手を手前へ引く。くるりと、俺の体はなす術すべもなく半回転させられた。くわえタバコの姉と目が合う。次の瞬間には首元から十四さんの両手がするすると伸び、俺の胸の前で交差して両方の脇わき腹ばらをしっかりと摑つかみ、十四さんの体にぴったりと引き寄せられた。


    「な、何を」


    　首の後ろに二つの柔らかい膨ふくらみが押し付けられている。十四さん、ドキドキします。


    「このように。十四さんと歩くんはくっつくことはできるわけじゃない？」


    　耳元で鼻にかかった甘い声がそう言う。いつもなら眉まゆをしかめていたアルコールの匂においも、全く気にならなかった。


    「ええ、はい。くっつくことはできるわけですね、うん。確かに」


    　俺おれは相あい[image: ]づちを打ちながら自分の手をぴったりと体にくっつける。


    　十と四よさんを触ってはいけないような気がしたためだったのだが、十四さんはその俺の手の上に自分の手を重ねてきた。俺の手の甲に十四さんの掌てのひらが重ねられたかと思うと、指の隙すき間まから十四さんの指が入り込む。


    「えええーっと」


    　そうして俺の手を完全にカバーした十四さんは両手を体から引き離してしまった。


    「それじゃあ歩あゆくん」


    「は、はい」


    　アルコールの匂においが混じった甘い声が、今度は先ほどとは逆側の耳元で聞こえる。


    「十四さんが今何考えているか、わかるかしら？」


    　耳の中を通って三さん半はん規き管かんに直接話しかけられたような気分になり、思わず平へい衡こう感覚を失いかけたが、グッと堪こらえる。姉の見ている目の前で年上のお姉さんに籠ろう絡らくされるわけにはいかない。


    「さ、さあ。ちっともわからないですが、え、何を」


    　そこで俺は言葉を止めてしまう。


    　十四さんが俺の両手を操あやつったまま上へと引き上げ、自分の頭の上へと乗せたためだ。掌に、サラサラとした柔らかな髪の毛の感触が伝わる。

  


  [image: ]



  
    「十と四よさんの、頭を触っても、わかんないかしら？」


    　わかるわけがない。


    　けれど、絞り込むことはできるような気がする。ええと、それはつまりあれですか。アルコールでいい気分になってしまったお姉さんが、年下の男の子をからかって遊ぼうとかいう、あの、マンガや映画でしか見たことのないやつですか。


    「ここまで言えばわかるかしら。──十四さん、とても酔っちゃったの」


    　絞り込み終了。狙ねらいは定まったのではないだろうか。ここまで言われて、籠ろう絡らくされないわけにはいかないだろう。そうか。今日きようがその日だったか。いつだろういつだろうと、夜よな夜な思い描えがいていたその日は。一瞬、脳のう裏りにクラスメイトの女子の顔がいくつか浮かんだのだが、耳元に吹きかけられたアルコールの甘い匂においにすべては霧む散さんしてしまった。後のことは後から考えればいいのだ。


    「わかりましたよ」


    「ん？　本当に？」


    　ふふっと小さい息が耳をくすぐった。


    「俺おれも男です。これ以上は十四さんに言わせるわけにはいきません」


    「ん？」


    　俺は十四さんから体を引き離し、正面から向かい合うと、再び十四さんの両手を握る。


    「何言ってんだこのエロ餓が鬼きは」


    　脳天へ振り下ろされた姉の手しゆ刀とうによってようやく俺は正気を取り戻した。


    「痛い！」


    「十四さんにどうこうしてもらおうなんざ、高望みがすぎるわ。そんなうまい話が実家の庭先に転がってるわけねーだろ」


    「万が一ってこともあるだろ」


    「あたしの見てる前では兆に一つもねーわ。弟の性体験への入り口を目撃するなんてキモすぎんだろ」


    「ん？　性体験？」


    　その弟に勘違いさせた張本人である十四さんは既に縁側に腰を下ろしてニコニコとこちらを眺めていた。


    「あのな、十四さん。ちょっとは考えて行動してくれ。お前は必要以上にエロいんだから。弟には刺激が強すぎる」


    「ごめんなさい、自分が必要以上にエロイだなんて、考えたこともなかった」


    　そう言いながら十四さんは顔の前で自分の掌てのひらを合わせる。それにより両肘ひじで胸が挟まれ、薄手のワンピースに大きなカーブが浮き出した。


    　絶対わざとだ、この人。考えたこともない、なんて噓うそだ。いかん。そういう目でしか見られなくなってしまっている。


    「ええと、すみません十と四よさん。何考えてるかわかったって言ったけれど、俺おれの勘違いだったみたいです。やっぱりわかってませんでした」


    「なんだー。まあ、でもお互い様ね。十四さんのほうこそ、歩あゆくんがどんな考えに至ったのか全くわかんなかったもの」


    　眉まゆ根ねを寄せたまま残念そうに言うと、十四さんは縁側に置かれていた缶酎ちゆうハイを軽く持ち上げた。


    「十四さん、酔っちゃったのね。でも、もっと酔いたいから、もう一本取って来てほしいなって、考えてたのよ」


    　わかるわけない。あんなセクシーな注文の仕方はない。


    「ちょうどいい。歩、あたしの分も頼む」


    　二人の年上の女性はそう言って空き缶をくしゃりと握りつぶした。


    



    「海の満ち引きが月の引力に関係しているといわれてるように、私たちの世界もさっきみたいに近づいたり離れたりはできるけれど、くっついたところでお互いに何考えているかなんてわからないし、そのまま混ざりあって一つになることは決してできないわ」


    　十四さんは新たに開けられた缶酎ハイを飲みながら言った。


    「はあ」


    　俺は十四さんとは離れた位置に腰かけ、持ってきたコーラに口をつける。


    「それは夜空に浮かぶ星同士ですらそうだし、この地球にいる十四さんと歩くんですら、一つになることなんかできない。私たちって、この宇宙の果て、どこまで行っても孤独なのよ。ねえ歩くん。それって悲劇だとは思わないかしら？」


    　どこまで行っても人は孤独。


    　それは確かにそうなのかもしれない。その考え方はよくわかる。俺自身もそう考えていた。だが、別にそのことで落ち込んだりだとか世の中を嘆いたりだとかもしなかった。ただ漠ばく然ぜんと、そういうものだ、と信じ込んでいた。


    　だから中学三年の部活中に左ひだり膝ひざを痛めてしまったときも、一人で何とかしようとしたのである。そのことを怒られたりもしたのだが、かといって考え方が大きく変わっているわけではないので、俺は十四さんに同意する。


    「……そういう考え方は嫌いじゃないです」


    「はっ」


    　庭の真ん中で姉が小こ馬ば鹿かにしたような笑い声をあげた。


    　それでもやっぱり俺には、人はどこまで行っても孤独である、ということが悲劇だとは思えなかった。


    「十と四よさんの言うとおり、俺おれたちは一つに混じりあうことができない、という意味では孤独です。けれど、お互いを理解しようとしたり、自分をわかってもらおうと誰かに働きかけているうちは、決して孤独じゃないと思うんですよ」


    「ん？　つまり？」


    「んーと、すごく単純に言うと、俺が十四さんのことを気にして、十四さんも俺のことを気にしてくれているとしたら、少なくとも俺たちは、お互いに孤独じゃないような気がするんです」


    　十四さんは半分だけ開いているような目を少しだけ大きくした。


    「わかりあおうと働きかけているうちは孤独ではない、ってこと？」


    「まあ、そういうことでいいです。それに」


    　俺は話しながら、自分の頭の中で想像していた光景を十四さんに伝えることにした。


    「もし地球上の全員が、絵の具みたいに混じりあって一つになっていったとして、最終的にそこには、途方もなく巨大な、たった一人の人間ができるだけで、誰とも混じれなくなったそいつはいよいよ孤独で、もし孤独であることが悲劇になるとしたら、そこから先の話なんじゃないでしょうか」


    　話しながら自分でも思いもよらないところへ結論が着地した。それでも俺は、それが別に間違ってはいないという妙な確信があった。


    　十四さんはおもむろに俺の隣に移動すると、その長い手を肩に回してまたもや体を引き寄せた。


    「大おお垣がい内と先輩」


    「なんだよ」


    「十四さん、この子のこと気に入っちゃったんですけど！」


    「駄目だぞ。持って帰るなよ」


    　姉はバケツに吸い殻がらを投げ入れながらそう言った。


    「ちぇー」


    　いえ、あの、俺は無断で持って帰ってもらっても全然構わないのですが。


    「ええと、それじゃあ歩あゆくんはさ」


    　十四さんは俺の肩に回した手を緩ゆるめて言った。


    「地球について、こんなふうに考えることもできるよね？　この星は孤独の集合体だけれど、それは、別に悲劇ではない、と」


    「……考えてもいいと思いますが」


    　十四さんは俺の左手を取るとブンブンと大きく上下に振った。


    「そう！　十四さんは、その答えを期待してたのよ！」


    　だから、わかるわけない。庭先で外国人モデルみたいな酔っ払いのお姉さんに「地球についてどう思う？」と突然尋ねられて、そんな答え一発で返せる奴やつは、いない。いるとしたらそいつは十と四よさん本人か、テレパシーで十四さんの心を読むことができる奴やつかだ。


    「それじゃあ歩あゆくんが地球についてそう考えているとわかったところで本題に入るとね」


    　常日頃からそんなふうに考えているわけではないのだが、そこを混ぜ返すとまた話が本題から遠ざかりそうなので俺おれは否定しないでおく。


    「十四さんがしたいのは、歩くんのクラスに今現在起きている問題についての話なのよ」


    「ん」


    　思わず飲みかけていたコーラを噴き出しそうになった。俺のクラスに現在起きている問題。といえば、思いつくのはあれしかない。


    　夜になると呼び出される、[image: ]なぞの巨大病院での喋しやべる着ぐるみを着た闘争。


    　だが、いったいなぜそのことを十四さんが知っているのだろう。ひょっとして俺が知らないだけで、あそこに集められて戦いを強いられているのは、俺たちのクラスメイトだけじゃないのだろうか。その前に、十四さんがそのことを知っているということは、姉も知っていたということか。


    　数日前に突然巻き込まれたその奇妙な闘争について、俺は家族に話してはいなかった。その戦いに負けてしまった者は、こっちの世界では行方ゆくえ不明になっているのだが、そのことを話して心配をかけたり巻き込んだりしてしまうのを恐れたためだ。もちろん、それ以前に話したところで信じてもらえるとは思えない、という考えもあったのだが。


    　姉のほうを見ると表情を変えずに新たなタバコに火をつけているところだった。


    「知ってたのか」


    「知るわけないだろ。あたしもさっき、十四さんに聞いたところだよ」


    「十四さん！」


    　俺は自分より高い位置にあるその瞳ひとみに向きなおった。


    「ん？」


    「十四さんは知ってるんですね、その、あいつらのことを。喋る着ぐるみのことも、でっかい病院のことも」


    　思わぬところで思わぬ人から新たな情報が得られるかもしれない。とりわけ一番はじめに知りたいのは、いったいどうすればあの戦いが終わるのだろうか、ということだ。


    「ん？　ん？　ん？　喋る着ぐるみ？　でっかい病院？　なんのこと？」


    　十四さんは眉まゆ根ねを寄せたままの笑え顔がおでそう言った。


    「──あ、いや。問題って、え、キグルミのことじゃないんですか」


    「ん？　んー、十四さん、特に着ぐるみとかについて詳しくはないのよ、ごめんねえ」


    　あはは、と軽く笑って十四さんは姉のほうを見る。


    「大おお垣がい内と先輩。歩くんは歩くんで何か大変な問題を抱えているみたいだわ」


    「気にしないでくれ。弟は昔から、少し脳が個性的なんだ」


    　何だその言い草は。いや、どうやら勇み足をしてしまったみたいだ。十と四よさんの言うクラス内の問題というのは、どうやらキグルミや病院での戦いとは別のことらしい。


    　何とかごまかさねば。


    「で、歩あゆくんの言う着ぐるみとか病院って何のことなのかしら？」


    「いえ、最近では病院でもゆるキャラを作ってるらしいんですが、一つ俺おれも募集してみようかと思ってるんですが、そのことかな、と思って」


    　なんだそれは。病院がゆるキャラを募集してるなんて話は聞いたことがないぞ。


    「ん？　それがクラス内の問題なの？」


    「ええ、まあ、クラス内で募集しようとこのあいだ盛り上がったことがありましてね」


    　ない。そんなことに盛り上がるクラスは解散してしまえ。勉強しろ。


    「へえ……そうだったの。楽しそうなクラスなのね」


    「勉強しろお前らは」


    　ごもっともです、姉さん。


    「で、十四さんの話ってのは……その話ではないんですよね？」


    　その話であったら困る。というかそんな話、ないんだけど。


    「ん？　うん、違うのよ。ごめんね、協力してあげられそうになくて。十四さんの話というのはね、歩くんのクラスにいる、十四さんの妹についてなのよ」


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　次の日。


    　俺は登校して自分の席に荷物を下ろすなり、ヘッドホンを装着し携帯プレイヤーの再生ボタンをオンにして外の世界を遮断する。


    　このほうが考え事に集中できるためであり、特に「私は世界に不満を持っているのです」という意思表示というわけでもなく、中学生の頃からの癖くせみたいなものだった。以前ならそんな俺に気軽に話しかけてくれるクラスメイトもいたのだが、彼らは現在学校へ来なくなってしまっていた。


    　彼ら──郷ごう田だ勇ゆう気きと柄え州す巴ともえ。野球部所属で明めい朗ろう快活、運動神経抜群、男気の塊かたまりのようなハンサムと、身長は小さいながらも胸のとても大きな、ミルクの香りのする明るい笑え顔がおの眩まぶしい少女。二人は確かに教室でいつも一人、不満そうな顔で音楽を聴いている俺の数少ない友人だった。中学時代の部活中に怪け我がをして以来、激しい運動のできない俺の左ひだり膝ひざのことを気遣いつつも、球技大会へ参加してはどうかと、優しく話しかけてくれたのも郷田と巴だった。


    　その彼らは今、教室にはいない。


    　この世からいなくなってしまったわけではない。恐らく二人は、何か考えがあってこのクラスに顔を出さないようにしているだけなのだ。俺おれはそう考えることにしていた。


    　郷ごう田だは恐らく、俺に会いたくないのだろう。俺は郷田と交わした約束を破ってしまった。それ以来あいつは俺に対して相当怒っている。そのことは、夜の病院で顔を合わせるたびにわかった。そして巴ともえもたぶん、郷田と同じ考えなのだ。


    　ほかのクラスメイトたちも登校し、いよいよ席も埋まり始めている教室をゆっくりと見回す。


    　郷田と巴の席は空席のまま。


    　そして、俺はさらに三つの空席に視線を飛ばす。松まつ本もと、林はやし、山やま下したのものだ。新学期早々五人もの不登校生徒を出してしまった担任の気苦労は計り知れないものがある。親御さんもきっと心配しているだろう。


    　しかも、松本と林と山下の三名は、もうしばらく、ひょっとするともう二度と登校してこないかもしれないのだ。


    　彼ら三人は、夜の巨大病院での闘争に敗れ、結果、この世から消えてしまった。信じられないことだが、俺は林と山下が目の前で消えたのを目撃してしている。彼らが消えてしまったことを知っている俺はそのことを報告する義務があるのではないだろうか。


    



    　──二人はキグルミを着た殺し合いに敗れて、あともう一人は、翼に喰くわれちゃいました。


    



    　こんな報告、到底信じてもらえるとは思えない。そればかりかこちらの正気さえ疑われかねない。自分自身ですらまだ摑つかみきれていない事態を人に伝えて、さらに納得してもらえるほど俺は弁が立たない。何しろまだ自分の家族にさえ伝えられていないんだから。


    　自分の家族──俺はそこでようやく、教室の隅すみの席に視線を移した。


    　そこは空席ではない。一人の女生徒が着席し、ほぼ机に突っ伏しているかのような姿勢のまま、何やら文庫本を読んでいる。


    　昨晩、姉の親友であるらしい、十と四よさんから聞いた話の主役がそこにいた。


    



    「三み月け音ね子こって名前なの」


    　三月十四さんは自分の名字を名乗った後、その妹の名前を言った。


    「みけ、ねこ」


    「ん？　聞いたことないかしら？」


    　いや、ある。新学期早々の自己紹介でその名前を初めて聞いたとき、なんとも珍しい名前もあるものだ、と妙な感心をした記憶があった。


    「知ってます。けれど、すみません、十四さん。俺はそもそもクラスメイトと仲良しなわけではなくて」


    「お前がいつもそんな、自分だけが不幸でございます、みたいな辛しん気きくさい面つらしてるからだろ」


    　うるさいな。自分だって決して良い目つきしてるわけではないくせに。


    「ん？　いや、いいのよ。音ね子こさんも全然社交的ではないから。恐らく歩あゆくんと仲良しではないだろうし、話したこともないだろうなって予想していたわ」


    「音子ちゃんのせいじゃないさ。こいつは、仲良しになった人だって平気で傷つけて手放しちまうような人生の送り方をしてるんだから」


    「大おお垣がい内と先輩。言いすぎよ」


    「言いすぎじゃねーさ。なあ？」


    　姉の問いかけには特に何も答えないことにする。


    「クラスメイトに三み月けさんという女の子がいることは知っています。妹さんだったんですね」


    「そうなのよ。恐らくそうは見えないかもしれないけれど、とっても良い子なのよ。だけれど、最近ちょっと気になってることがあって。それで歩くんに相談したいなって思ったのよ」


    　十と四よさんの言う、恐らくそうは見えないかもしれない、という言葉を頭の中で反復させる。


    　三月音子というクラスメイトは、どんなふうに見える生徒だっただろう。全く思い出せない。入学して以来、ほとんどと言っていいほどほかの生徒と関わりを持とうとしなかったからだ。


    　果たして、そんな俺おれが請け負ってもいい相談事なのだろうか。


    　郷ごう田だや巴ともえのほうが適任のような気がしたが「俺よりも彼らに」と促うながすわけにもいかない。何よりも十四さんが困ってるように思えたので、こんな俺でも力になれるのなら話を聞くべきだ。


    「それで、その、音子さんがどうしたんですか」


    　顔も思い出せない女生徒を下の名前で呼ぶのには若じやつ干かん抵抗があったが、十四さんも同じ三月さんなので、ここは仕方ない。無理やりにでも慣れてしまうしかない。


    「ん？　うん、どうもね、十四さん、音子さんがクラスでいじめられてるんじゃないかって思ってるのよ」


    「いじめですか？」


    「いじめですよ」


    　全く予想していなかった言葉だった。夜よな夜な殺し合いはありますがいじめはありませんよ、と思わず答えそうになったが、ギリギリのところで口を開かずにすんだ。


    「どうだ？　お前もいじめられてるんだろーからその辺のこと詳しく知らねーのか」


    「いじめられてねーよ別に」


    　確かに俺はいつも独りぼっちで自分の席から動くことはないが、それはいじめられているわけではなく、自みずから好んでそうしているだけなのだ。言い換えればいじめられるほど他人と関わりを持っていないだけなのだが。


    「えーと、俺の知る限りではクラス内でいじめがあるとか、音子さんが誰かに嫌がらせを受けてる、とかそう言った話を聞いたことはないです」


    　俺は十四さんの目を見て、言葉を選びながら言った。


    「だけれど、それは、いじめが巧妙に隠されている、とかそういう話ですらなくって、そもそも俺おれがクラス内のことをほとんど知らないまま生活しているためです。だから、音ね子こさんが実際に誰かにいじめられているのか、それともそんな事実はないのか、もしくは今まさにそういった事態が起こりかけているのか、現時点では俺はなんとも言えないです」


    「んー。そうか。わかったわ。ありがとう、歩あゆくん」


    　十と四よさんは半分だけ開いたような大きな目をさらに細めて、俺の肩に手を置いてそう言った。


    「すみません、力になれなくて」


    「いいのよ、気にしないで。ごめんね、変なこと言っちゃって」


    　十四さんはそう言うと夜空を見上げる。その表情は、庭に漏もれる薄い明かりから外れて見えなくなった。


    　俺は姉のほうへ視線を飛ばす。姉はくわえタバコのまま顎あごを上げ、右目を瞑つぶってこちらを睨にらみつけていた。


    　わかってるよ。それにしてもガラが悪いな。そんなんだから仕事も恋人も見つからないんじゃないのか。


    　俺は空からになったコーラのペットボトルに蓋ふたをしながら、十四さんに言う。


    「──なので、十四さんの力になろうと思います」


    「……ん？」


    「学校で音子さんがどういった事態になっているのか、調べてみます。そんで、俺にできることがあったならやってみます。うまくいくかどうかはわからないけれど。もし今が良くない状態なのだとしたら、その状態から少しでも良くなるようにできるだけのことはしてみますよ」


    「……いいの？」


    「うまくいかないかもしれないですよ。でもまあとりあえず、俺は音子さんのこと何にも知らないですから。クラスメイトのことを知ってみるってところから始めてみますよ。で、最大限うまくいくように努力してみるつもりです」


    「らしくねーな」


    　タバコをバケツに投げ捨て、家の中へ戻りながら姉が笑った。


    「らしくねえ。らしくねえよ確かに。でも、らしくねえからってやっちゃいけないって理由にはならないだろ」


    「歩くん」


    「はい」


    「ありがとう」


    　十四さんは顎を少し傾けて俺の目を見た。薄明かりの中に戻ってきたその顔には、笑え顔がおがあった。あまりのその笑顔の美しさに思わず視線を逸そらしてしまう。


    「で、そもそも、音子さんがいじめられてるんじゃないかって思ったのは、どうしてですか？」


    「ん？　うん、実は、あのね」


    　そう言いながら十と四よさんはワンピースのポケットに手を突っ込み、四つに折られた白い紙を取り出して、俺おれに手渡した。


    「おい歩あゆ。飲むか？」


    　新しい缶酎ちゆうハイを開けながら姉が言った。


    「飲まねえよ」


    　答えながら俺は折りたたまれた紙を広げていく。


    「それは、音ね子こさんの使ってるノートの、コピーなの。そんなのいけないってわかっていたけれど、コピーしちゃった」


    　そこには、荒々しい筆跡でこう書かれていた。


    



    　『みんな消えてしまえばいいのに』


    



    　昨晩の十四さんとのやりとりを思い出しながら、俺は折りたたまれたノートのコピー用紙と机に突っ伏したような姿勢のまま本を読んでいる三み月け音子とを見比べ、小さくため息をついた。


    　どんなつもりで書かれた言葉かは知らないが、確かにこれはいじめにあってるのではないか、と家族が心配してもおかしくない内容だと思う。


    　できることなら、たとえば音子は小説か何かを書こうとしている最中であり、この言葉はそれの材料になるようなただのアイデアの一つであってほしいと願う。そうじゃないとしたら、これはちょっとややこしそうだ。


    　改めて三月音子の姿を観察する。ほとんど文庫本に隠れて見えないその顔には大きめの眼鏡めがねがかけられており、サイズが合っていないのかひっきりなしにずり落ちていた。だが、音子はよほど読んでいる本が面白いのかそれとも単にものぐさなのか、ずり落ちる眼鏡を手を使わずに文庫本の角で持ち上げているのであった。


    　俺はそんな音子の姿を観察しながら、新学期早々の自己紹介のときを思い出す。


    　──三月音子といいます。自己紹介とか、特に、ないです。


    　聞こえるか聞こえないかギリギリの声量でそれだけ言うと、すぐに着席してしまったのではなかったか。


    　さて、音子の顔はどんなだっただろう。彼女の自己紹介があまりにもすぐ終わってしまったため、ほとんど見ていなかった。もっとも、当時はクラスメイトの顔を積極的に見て覚えようともしていなかったのだが。


    　始業を告げるチャイムが鳴り、音子はそのタイミングで文庫本から顔を上げた。


    　俺は十四さんの妹ならすぐに思い出せるのではないか、と思っていたのだがそれは無理だったことを知る。


    　金にほど近い薄い茶色で緩ゆるい癖くせがかかった髪の毛は、十と四よさんとは違い短く切られていたが、なるほど確かに二人は姉妹だと納得させられる。眼鏡めがねの下の目は大きく瞳ひとみの色も真っ黒で、そこも十四さんとほぼ同じだったが、似ているのは髪質とその目だけであり、それ以外はほとんど真ま逆ぎやくと言っても良かった。


    　音ね子こは背がとても低く、モデルのようなスタイルの十四さんとは違い胸もお尻しりも控えめだった。手足の細さはかろうじて似ていると言ってもいいかもしれないが、その長さは段違いであった。本を読みやすいようにするためか、前髪はヘアピンで上に留められており、つるりとしたおでこが印象的だ。薄い眉まゆ根ねにはしっかりとした縦たて皺じわが刻まれ、大きな黒い瞳は虚こ空くうを睨にらみつけていた。鼻は低く小ぶりで、その下にある口も薄い唇くちびるがしっかりと結ばれ、ご飯を食べるときでさえ滅多に開けないのではないかと思わせるほどであった。


    　決して不細工ではない。


    　それだけはいえるのだが、姉である十四さんとつい比べてしまう。すべてのパーツがもっとも美しく見えるようなサイズと角度で形成されている十四さんと違い、音子の顔はあまりにも地味に思えた。さらにはその表情である。十四さんのように常に柔らかい聖母のような笑みを浮かべていろとは言わないが、あまりにも険がありすぎる。


    　あれではまるで、この世の中で自分だけが不幸でございます、と言っているようじゃないか。


    　姉の言葉が胸に刺さる。同時に、十四さんが言った言葉も思い出された。


    



    　──恐らくそうは見えないかもしれないけれど、とっても良い子なのよ。


    



    　授業を受けながらも、音子のあの表情が頭から離れずにいた。


    　彼女は別に、世の中に不満があってあんな表情をしているわけではないのではないか。


    　そういう例は多々ある。具体的には俺おれがそうで、以前はよく他人に「何を考えているかわからない」と言われてきたが、ただ単にリラックスしているとそういう表情になってしまうだけなのだ。まあその表情のおかげでクラスメイトのほとんどは俺に近寄りはしなかったけれど、別にそれがいじめだと思わなかったし、そのことで世界を恨んだりもしなかった。


    　音子の場合も単純にそういう状態なだけであれば良いなあ、と俺は考えるのだが、机の中の折りたたまれたコピー用紙が「そういうわけにはいかないぞ」と念を送ってきているようで全く授業に集中できなかった。まあ普段からあまり集中していないのだが。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　昼休み。


    　体育館近くの昇降口の下にぽっかりと空いた空間に腰を下ろし、俺はペットボトルの紅茶を一口呷あおった。


    「むーん」


    　隣で低い唸うなり声が聞こえる。


    「やっぱり聞いたことがないわ、いじめだなんて話題は」


    　そう言うと逆さか木き原ばら赤あか糸しは、頰ほおに当てていた両方の掌てのひらを放し、俯うつむいていた顔を上げた。


    「だよな。俺おれも心当たりがないし」


    「一緒にしないでほしいわ」


    　赤糸は唐突に言う。


    「……一応訊きくが、何がだ？」


    　このクラスメイトは、思考の過程を飛ばして結果だけを先に伝えたがるという、会話の進行を妨げる厄やつ介かいな癖くせがある。


    「私の心当たりと歩あゆの心当たりは、たとえその言葉は同じでも、意味合いは大きく違うのだわ。具体的には、心当たりの範囲が違うのよ」


    「そうですか」


    「そう。歩の心当たりの範囲はせいぜい半径三十センチほどじゃないかしら。私のは、八キロなのよ」


    「待て。どういう計算で出された数字なんだそれは」


    「むーん？」


    　赤糸は[image: ]いぶかしげに俺を見ると、掌を頰に当てて俯いてしまった。どうして自分で言った言葉の内容について、その後から考え込むんだ。


    　俺は再び紅茶に口をつけながら隣に座る彼女の姿を見る。


    　背中まで伸びた癖のない艶つややかな黒髪に白い肌はだ。切れ長の大きな目に長い睫まつ毛げ、細く通った鼻筋の下にバランスよく配置された小さなピンク色の口。薄い胸板と控えめなお尻しりは一見頼りなさげだが、その実、制服の下にはアスリートのような筋肉質の体が収まっていることを俺は知っている。


    　ハンカチを敷いて地面に腰を下ろしてはいるが、長い手足がしっかりと体を支えており、その体たい幹かんのバランスが完かん璧ぺきな姿は実に凜り々りしかった。


    　そのうえに学業も優秀で、新入生の中では一、二を争う成績で入学したらしい。もちろん俺たちのクラスではトップの成績。


    　簡単に言ってしまえば逆木原赤糸は眉び目もく秀しゆう麗れい、頭ず脳のう明めい晰せき、さらに実家は超がつくほどの金持ちであり、クラス委員長までしている完璧な少女だった。さらに本人の言うとおり、俺とは違い友達も大変多いようで、休み時間のたびに男女問わず多くのクラスメイトに囲まれている。と、まあ、何から何まで俺とは違う、一つも二つも別のステージにいる女の子なのだ。


    「必要がないわ」


    　完かん璧ぺき少女は掌てのひらを頰ほおから離して顎あごを上げると、またしても唐突にそう言った。


    「何が？」


    　念のため尋ねる。


    「八キロという数字の計算法がわかったのだけれど、それを歩あゆに伝える必要が滅茶苦茶ないことがわかったのよ」


    「ああ、そうですか」


    　別にそれで構わないし、それを伝えられたところで俺おれだってどうしていいかわからない。それにしても──


    「なあ赤あか糸し」


    「なにかしら」


    「お前、いつもそうなのか？」


    「質問が漠ばく然ぜんとしすぎていて答えようがないわ」


    「いや、あの、つまり、ほかの友達と喋しやべるときも、そうやって唐突に結果だけ先に伝えたりするのか？」


    「むーん」


    　赤糸は再び頰に掌を当てて俯うつむく。


    「いや。もしそうなら、みんなよく話についていってるなあ、と思っただけで、そんな考え込まなくてもいいんだけど……」


    「いつもこうだわ」


    　顎を上げてそう言うと、赤糸は自分のカバンに手を突っ込んで、中からホットドッグの包みを取り出すなり、食べ始めた。


    「おいひい」


    「良かったね」


    　この体育館近くの昇降口の下のスペースには、めったに生徒はやってこない。近くには裏手にあるゴミ捨て場に行くための通路しかなく、この空間へ来るには大きく回りこむ必要があるからだ。


    　以前ここを俺が見つけたとき、一人で弁当を食べる空間に最適じゃないか、と喜んだものだったが、一度気にし始めると裏のゴミ捨て場の匂においが我慢できなくなり、それ以来使わなくなっていたのだが、しかし赤糸はそんなことはお構いなしのようだった。育ちが良くてコンクリートの地面にわざわざハンカチを敷いているくせに、その辺は気にならないのだろうか。


    　赤糸はホットドッグを両手で持ったまま、もぐもぐと食べながら時折ペットボトルのお茶を飲んでいる。一度食べ始めると終わるまで何も話さなくなることを知っているので、俺も紅茶を飲んでしばし待つ。


    　別に普段から赤糸とここで昼休みを過ごしているわけではない。そもそも普段学校で話すこともほとんどない。俺おれと彼女が話すのは、夜に赤あか糸しからかかってくる電話と、その後の巨大な病院の中。お互いにサイクとボンという喋しやべるキグルミを着てからだった。


    　俺とサイク、赤糸とボンはチームを組んでおり、夜になると繰り広げられる巨大病院の中での闘争で互いに助け合っている。そのことについておおっぴらに教室内で話すわけにもいかないので、大事な話があるとき俺たちはここに集まることにしていた。そして今日きようは、音ね子この話をするために俺が赤糸を呼び出したのであった。


    「確かに不思議だったわ」


    　ホットドッグを食べ終えた赤糸はお茶を一口飲んでから唐突にそう言った。


    「何が？」


    「ほかのクラスメイトと話しているときも私は、歩あゆの言うとおり、先に結果だけ伝えることも多いのだけれど、ほかの誰も歩みたいにいちいち『何が』とか『どうした』とか言いがかりをつけてこないことを思い出したのよ」


    　言いがかりって。


    「言いがかり、というのはもちろんわざと誤用したのよ」


    「ソウデスカ」


    「歩以外の皆と喋ってるときはスムーズにお話しできているのに、どうして歩と喋ると私がいちいち考え込まなきゃいけなかったのか滅茶苦茶不思議だったのよ。でも今、その[image: ]なぞが解けたわ」


    「そりゃ良かった。きっと皆は、俺みたいにいちいち引っかからずとも、赤糸の言いたいことがきちんと理解できてるんだろうな」


    「そうね。そう思うわ。もしくは」


    　赤糸は、俺の目を見ると切れ長の目を薄く細めた。


    「理解できていないのに、先へと流してしまっているか、どちらかね」


    　その言葉と口く調ちようは、どこか寂しそうだったのに、なぜか赤糸は小さく微笑ほほえんでいた。その儚はかない笑え顔がおがとても綺き麗れいに見えて、鼓動の早くなった俺は思わず目を逸そらしてしまう。


    「俺は馬ば鹿かだからな。いちいち確認しないとわかんないんだよ」


    「そうね」


    　あっさり肯定されてしまった。


    「それじゃあ、おなかもいっぱいになったことだし、サヨナラ」


    　赤糸は立ち上がり、ハンカチとカバンを手にして言った。


    「え、もう行くのか」


    「もう行くわよ。だって、話はもう終わったもの」


    　眉まゆ根ねを寄せたまま、ひょこっと、首を傾かしげる。


    「いや、三み月け音子のことなんだけど」


    「だから答えたわ？　いじめなんか知らないわ。聞いたこともない」


    　そう言うなり赤あか糸しはくるりと回り、俺おれに背中を向けて歩き出した。


    「それで、おしまい？」


    「おしまいよ、もちろん」


    「でも、その、気にならないか？　音ね子このこと。クラスメイトのことなのに」


    　赤糸は去りかけた足をくるりと回し、こちらへ向き直ると、つかつかと近づいてきて、俺の顔の間近に右手の人さし指を突きたてた。


    「滅茶苦茶、気にならないわ」


    「そ、そうか」


    「いいかしら、歩あゆ。二度は言わないからよく聞いてほしいわ。次また私をこんなうらぶれた場所へ呼び出すのなら、そのときはぜひ、サイクやボン、その他あの病院に関係する話だけをしてほしいわ」


    　赤糸は大きな切れ長の目で俺を睨にらみつけたままさらに人さし指を突き出す。思わず一歩後退してしまった。


    「はっきり言って私、歩がクラスメイトの女の子のことを気にしてるなんて話はどうだっていいのよ。でももしたとえば、その子が明らかにいじめにあってるとか言うのなら話は別だわ。クラス委員長として、見過ごせないことだもの。でも、そんな事実はないって私は言っているのよ。だから、この話はここでおしまいなのだわ。わかる？」

  


  [image: ]



  
    「わ、わかった」


    「わかればいいのだわ」


    　赤あか糸しは人さし指をスッと引いて、再びくるりと背を向け、


    「次からは、ほかの女の子のことなんかでわざわざ呼び出さないで」


    　振り向かずにそう言うと、教室へ戻っていった。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　参った。


    　まさか赤糸があんなに怒るとは思わなかった。それにしてもいったい何がそんなに彼女の逆げき鱗りんに触れてしまったのだろう。


    　きっと、クラス内にいじめ問題があるのではないか、と疑問を抱いだいた俺おれに立腹したのだ。クラス委員長が仕事をしていないのではないか、と同じことを日中ヘッドホンで外界との交流を遮断している俺なんかに言われたら、そりゃ腹が立つのも無理はないかもしれない。友達が多くて、話しかけやすい赤糸に訊きいてみればすぐに解決するじゃないか、と考えた俺が浅はかだった。


    　やはり楽をしていては解決しないのだ、と思い知らされたが、果たして次はどういう手を打てばいいだろうか。


    　昼休みを除いて一日中、三み月け音ね子こを観察していたが、特にいじめられているような場面は見受けられなかった。


    　音子は基本的にしかめ面つらを教科書に押し付けているか、文庫本に押し付けているかのどちらかであり、むしろほかのクラスメイトと会話することもなかったのである。ひょっとすると特に誰からも話しかけられない、という類たぐいのいじめを受けているのかもしれなかったが、もしそうだとしたら俺自身も知らぬ間にそのいじめを受けていることになるので、それは違うということにしておきたい。


    　終業のチャイムが鳴って帰りのＨホームＲルームも終わり、クラスメイトたちはそれぞれ部活の準備や帰宅の用意をして教室を出ていき始める。音子も自分のカバンに荷物を詰めるなり教室を出ていくところだった。


    　なにも教室の中だけがいじめの現場ではない。ひょっとすると学校の外で彼女は酷ひどい目にあっているのかもしれない。俺は迷わず彼女を追いかけることにする。


    



    　昇降口で靴くつを履き替えている音子を少し離れたほかのクラスの靴箱の陰に隠れて覗のぞき見る。


    　あまり近づいてはすぐにバレてしまう。


    　適度な距離を保つのは尾行の基本だ。ほかの生徒から明らかに不審そうな目つきで見られたり、なにやら女生徒にヒソヒソ話をされたりしているようだが、これは決して変質的なストーキングではないのだ。一人の少女をいじめの魔の手から救うための正義の行動であることを理解していただきたい。


    　もっとも、正義のための行動はいつの世もすぐには理解されがたいものであることも俺おれは知っている。ここは我慢だ。


    　音ね子こはどうやら靴くつ紐ひもを結ぼうと前まえ屈かがみになっているようだった。すると、彼女の背負っていた大きめのデイパックが斜面になった背中を前へと滑り落ちていき、その勢いに引っ張られて音子の重心は急速に前へとかかった。


    「わっ。わわっ」


    　声を上げながら音子は一気に前へと倒れていく。


    　大きな音が一年生専用の昇降口に響き渡った。


    　咄とつ嗟さにかばったため、頭を床ゆかに打つことは避けられたようだが、音子はその勢いに逆らえず、靴箱の前で一人、前転を華麗に決めたところだった。今は呆ぼう然ぜんと床に座り込んでいる。


    　音を気にして何人かの生徒が様子を見にきたが、特に怪け我が人にんの姿などが見当たらなかったためか、首を傾かしげながら去っていった。音子は気を取り直すと、スカートの裾すそを押さえながら辺りをキョロキョロと見回し始める。


    　おっと危ない。恐らく彼女の華麗な一人前転を目撃したのは俺だけであろう。そしてその際の、スカートの中の緑のドットに彩いろどられたパンツも。


    「あのー、俺、靴取りたいんだけど」


    　おっと失礼。俺はスムーズな動作で少し避け、ほかのクラスの生徒に靴を取らせてあげた。彼は靴を取り、履いて友人と合流して去る直前まで俺のことを興味深そうに見ていたが、あえてその顔は見えていないことにするよう努めた。なぜなら、彼の表情を一言で言い表すなら「ドン引き」以外はありえなかったからだ。


    　緑のドット。


    　今の言葉に特に意味はない。少し気持ちを落ち着かせるために心の中で言ってみただけだ。ちなみにさほど効果は見られなかった。


    　今度は無事に靴を履き終えたようで、音子は昇降口を出ていくところだった。俺は決して距離を縮めないよう細心の注意を払いながら、自分も靴を履いて彼女の後を追う。


    　そのとき、突然背後から声をかけられた。


    「三み月けを尾行しているのか」


    「うわああっ！」


    　驚きのあまり自分でも信じられないくらいの大声を出してしまった。


    　再び何人かの生徒が様子を窺うかがいにやってくる。俺は動揺を悟られないために虚こ空くうに向かってピースサインを出す。それで生徒たちは安心したのか一様に眉まゆをひそめながら去っていった。音ね子こも目を丸くして振り返っていたが、俺おれの爽さわやかなピースサインを見ると再びしかめ面つらに戻ってすたすたと歩いていった。危ないところだったが特に怪しまれてはいないはずだ。


    　俺はゆっくりと振り返り、声をかけてきた人物に向かって、自分の口の前に人さし指を一本立て、声をひそめて注意する。


    「大きな声を出すんじゃない」


    「それはボクの台詞せりふだ。ふん。さっきから何やってるんだ歩あゆは。不審者の見本みたいな行動をして」


    　Ｔシャツにハーフパンツのジャージ姿の竜りん胆どう凜りんは、綺き麗れいに切りそろえられた真っ黒なおかっぱヘアをさらり、と撫なで上げながら冷たい声で言った。


    「ふん。とりあえずそこをどいてくれ。ボクの靴くつが取れない」


    「そりゃ失礼」


    　浅黒い肌はだに少年を思わせるスリムな体を綺麗に折り曲げ、竜胆はスニーカーを履く。爪つま先さきを何度か地面に打ち付けながらスポーツバッグを肩からかけ、昇降口を出かかったところでこちらへ振り向いた。


    「どうした。ほら、行くぞ」


    「へ？」


    　竜胆はポーカーフェイス気味の顔を少しだけ曇らせる。


    「三み月けを尾行しているのじゃなかったのか？　ふん。どんどんと行ってしまうようだが、いいのか？」


    　見ると、大きめのデイパックは正門へと続く桜並木の道へと入っていくところだった。


    



    　五月も終わりかけ。桜の枝にもその下の並木道にも、もはや花びらは一枚も残っていなかった。


    「竜胆、お前、部活出なくても大丈夫なのか」


    　俺は新緑の桜並木道を歩いていく大きめのデイパックに注意しながら、竜胆の背中に話しかける。


    　黒色のそのＴシャツの背中には、白い筆文字で『桜おう舞まヶが原はら学園高校　女子籠ろう球きゆう部ぶ　見けん敵てき必ひつ殺さつ』と大きく書かれている。さらに小さい文字でスペースを埋めるように『籠かごがあるなら弾たまを投げ入れろ　お前の持つその弾はボールじゃない　それはお前の青春そのものだ　泣き言をいう奴やつも　いわない奴も　殺せ　フロム女子連』と書かれていた。


    　全く意味がわからないうえにとにかく物ぶつ騒そうだ。


    　泣き言をいう奴もいわない奴も殺されるなら、それはもう無差別に殺されてしまうということになる。ウチの学校の女子バスケ部はテロリストだったのか。


    　部活女子がとにかくオリジナルＴシャツを作りたがるのは知っていたが、気合いが入りすぎて完全に「作らないほうがマシ」というレベルに達している。ていうか、顧問が止めろ。


    「ふん。心配するな、歩あゆ。今日きようは休みだ」


    「そうか。……休みだったらそのＴシャツ着なくてもいいんじゃないか。ていうか、制服も着替えなくてもいい気がするんだが」


    「癖くせだ。ボクは動きやすい服装のほうが落ち着くんだ」


    　竜りん胆どうは振り返らずに答えた。俺おれは音ね子こに気づかれないよう再び少しだけ前進する。


    「しかし竜胆。尾行するのにそのＴシャツは少し目立ちすぎるような気もするんだが」


    「ふん。大丈夫だ。この学校は部活でＴシャツ作っているところのほうが多いくらいだから。ほら、ボクのほかにも何人かの女生徒が着ている」


    　竜胆が指さす方向に視線を向けると、確かにＴシャツにスカート姿の二人組の女生徒が仲良さげに、桜並木をこちらへと歩いてくるところだった。爽さわやかに笑いあう彼女たちのＴシャツの全面には大きく『ＭＯＲＧＵＥ』とプリントされている。モルグ。


    　……死体安置所？　彼女たちはいったい何の部活をしているの？


    　そう[image: ]いぶかしがる俺の視線に気がついたのか、彼女たちは俺の横を通り過ぎるときにこちらへ視線を向けると、一瞬ビクリ、と肩を震わせた後、お互いの耳に何やら話しかけながらやがて小走りで去っていった。


    「ふう。危うく怪しまれるところだった」


    「違う。思いっきり怪しまれていたんだ」


    　竜胆は立ち止まり、こちらを見ながら冷ややかにそう言った。


    「……やっぱりそうなのか」


    「誰がどう見たって怪しいぞ。桜の木に隠れながら、コソコソと一本一本移動するような生徒は」


    　竜胆は並木道の真ん中で腕組みをしたまま俺を無表情に見つめていた。


    「……しかし、この道にはほかに隠れるところがないんだから仕方ないじゃないか」


    「誰も歩かないような場所を歩いているならともかく、ウチの学校の並木道でウチの学校の生徒が隠れるのはかえって不自然だと言っているんだ。ふん。それでよくボクのＴシャツのことが言えたものだ。いいから早く出てこい。ボクと並んで歩いていれば怪しまれることもない」


    　そう言いながら竜胆は俺を桜の木の陰から引きずり出した。


    「な、並んで歩くのか」


    「ボクとじゃ不満か？　ふん。前は肩まで貸してやったというのに」


    「……いや、別に不満、じゃ、ない、ですけど」


    「どうして急に敬語なんだ。昨日きのう今日知った仲でもないのに。さあ、行こう」


    　竜胆は俺の腕を引っ張りながら歩き出す。


    　彼女の言うとおり、俺おれと竜りん胆どうは中学の頃からの知り合いで、共に陸上部に所属していた。中学三年の秋の大会で、俺が左ひだり膝ひざを壊して陸上部をやめてしまってからは、ほとんど話すこともなかったし、何より俺が竜胆を避ける時期もあったが、少し前に竜胆のほうから話しかけてくるようになった。


    　以前のように気兼ねなく話せる関係に戻ったわけではないが、俺に話しかけてくれる数少ないクラスメイトの一人になっている。だが俺は、竜胆のキリリ、とした太めの眉まゆとその下にある凜りんとした眼まな差ざしがどうも苦手だ。彼女にまっすぐ見つめられると、特に何もしていないのに、両手首をそろえて「私がやりました」と差し出してしまいたくなるような気持ちになってしまうからだった。


    　竜胆の隣を歩きながら、俺は以前から疑問に思っていたことを訊きいてみることにした。


    「竜胆」


    「ふん。なんだ」


    「お前、その、部活なんだけど」


    「今日きようは休みだ」


    「いや、それはわかった。つまり、その、なんていうか」


    「部活がいったい何だというんだ。言いたいことがあるならはっきりと言ってくれ。この不可解極まりないＴシャツのデザインのことか」


    　竜胆は視線を音ね子こから外さず、声を少しザラつかせて言った。


    「いや、Ｔシャツのことじゃない」


    　というか、Ｔシャツの様子がおかしいことに自覚はあったんだな。安心したぞ。いや、そうじゃなくて。


    「ウチの女子バスケ部のＴシャツは代々これなんだ。ボク一人が不満言ったって仕方ないだろう」


    「代々そうなのか!?」


    　驚いて再びＴシャツに注目してしまう。さっきまで背面しか気にしていなかったが、前面には大きく『鉄球ドリブル』とプリントされていた。


    「無理だ！」


    　鉄球は、跳ねない！　いかん、思わず大声を出してしまった。


    「アホなのだ、ウチの先輩方は」


    　竜胆は表情こそ崩さなかったが、顔を赤らめながら両手でＴシャツのプリントを必死で隠そうとする。


    「ボクだって初めてこれを渡されたときは呪のろいのメールでも受け取ったほうがマシ、と思ったのだけれど、段々と慣れていってしまえたんだ。改めてそう驚かれると、急に恥ずかしさがぶり返してきたじゃないか。もう」


    「そ、そうか。悪かった」


    　いや、違う。Ｔシャツのことなんかどうでもいい。俺おれが竜りん胆どうに訊ききたかったのはそんなことじゃないのだ。


    「緑のドット」


    「ふん？」


    　Ｔシャツに惑わされてはいけない。ここは一つ落ち着こう。俺は、竜胆がなぜ高校では陸上部に入らずにバスケットボール部に入部したのかが知りたいだけなのだ。


    「竜胆、お前、どうしてバスケ部なんだ？」


    「ふん、そのことか。別にどこだってよかったんだ。運動さえできれば」


    「……もう、陸上はやらないのか？」


    「やらない」


    　竜胆は間かん髪はついれずに言った。その声にははっきりと拒絶の色が含まれていたので、俺はそれ以上訊くことはできなかった。


    「そうか。……速かったのにな、リレー」


    「ふん。速いといっても一度も優勝できなかった程度のものだ。それに」


    　そこで竜胆は言葉を切ると、俺のほうを見た。目が合い、思わず逸そらしてしまう。


    「……一人でやってたって、つまらないからな」


    「いや、リレーはチーム競技じゃないか。うーん、まあ、確かに突き詰めれば、バスケよりかは個人競技寄りかもしれないけれど」


    「ふん」


    　竜胆は鼻を鳴らすようにそう言うと、再び音ね子こへと視線を戻す。その横顔は、この話題で話すことはもうない、と言っているようだった。


    



    　桜並木を抜けて正門を出ると、緩ゆるやかで長い坂が続く。その坂道に沿って野球部やサッカー部のグラウンドが並んでおり、そこを抜けると、今度は住宅街へと入っていく。


    　何人もの生徒が同じ方向へと坂を歩いて下りていく。ウチの学校は自転車通学を禁止しているわけではないのだが、登校時はこの坂を登ることになるため、ほとんどの生徒が徒歩で通学していた。


    　俺は音子のデイパックを見失わないようにしながら、横目で野球部のグラウンドを見る。


    「郷ごう田だくんならいないぞ」


    「そ、そうか。そうだよな、いや、つい」


    「このあいだ担任に学校をしばらく休むと伝え、野球部にも休部届を出しに来たそうだ。ふん。教室にも寄らずにすぐに帰ったらしいけど」


    　竜胆のその言葉に俺は驚く。


    「郷ごう田だが？　学校へ来てたって？」


    「休部届を出しにな」


    「いつ？」


    「このあいだ」


    「で、すぐ帰ったのか？」


    「教室にも寄らずに、な。ねえ、この復唱に意味はあるのかな」


    　まさか学校へ来ていたとは思わなかった。


    「柄え州すは？　柄州巴ともえは来ていないのか？」


    「ふん。柄州のことは特に聞いていないな。もっとも郷田くんの姿だってボクが実際に見たわけじゃないから、来ていないと断定することもできないけど」


    「郷田の休部の理由はなんだって？」


    「そこまでは知らない。ボクは野球部の顧問じゃないんだ。ただ、何か大きな病気をしたとかじゃないことがわかって、クラスの皆ホッとしていたぞ」


    「クラスの皆？　いつそんな話してたんだ」


    「だから、このあいだ、だ。ふん。歩あゆはそのアホみたいにでかいヘッドホンで音楽を聴きながら、ボーっと外を眺めているから気がつかないんだ」


    　ごもっともです。


    「ふん。まあとにかく、そのことについての話だ」


    「え？」


    「郷田くんと、松まつ本もとくん、林はやしくん、山やま下したくん。それと、柄州──今、学校に来ていないこの五人について、歩に話があるんだ」


    　まさかだが、竜りん胆どうもあの巨大病院へ連れていかれたのだろうか。


    　そしてもう、クラスメイトの誰かと戦ったのか。竜胆も、郷田や巴のように、俺おれたちの敵になってしまうのだろうか。


    　いや、昨晩のことを思い出すんだ、大おお垣がい内と歩。また勇み足かもしれないじゃないか。まずは落ち着いて相手の話を聞くんだ。


    「竜胆は、元々俺に話があったのか」


    「そうだ」


    「三み月け音ね子こへの尾行を手伝ってくれてるんじゃなかったのか」


    「違う。話しかけようとしたら君が先に三月のストーキングをしていたから、一線を越えるようであれば粛しゆく清せいしなければいけない、とついでに歩を見張っているにすぎない」


    　こいつ、俺をそんな目で見ていたのか。


    「音子の後をつけていた俺が、まさか竜胆につけられていたとは……ていうか、ストーキングじゃない。これは尾行だ」


    「どっちにしたって不審であることに変わりはない。ふん。歩あゆは、三み月けのことが好きなのか？」


    　唐突に竜りん胆どうはそんなことを言った。


    「いや。違う違う違う。お前、このあいだもそんなこと言ったよな。何？　俺おれってそんなに恋多き男に見えるの？」


    　竜胆はこちらを見向きもせず、男前に「はははは」とだけ笑うと、そのまま黙ってしまった。


    「黙るなよ、おい。せめて何かは言おうよ」


    「三月は、目立ちはしないが可愛らしい顔つきをしているな。確か、母親がスウェーデン出身とかじゃなかったかな」


    　なるほど。やはりハーフだったか。


    　俺は十と四よさんの美しいボディーラインを思い出しながら、音ね子この背中の大きめのデイパックを見る。十四さんと音子が並んで立っても、姉妹というより親子ではないのか、と思ってしまいそうな身長差だ。


    「ふん。しかし大きなカバンを背負っているな。あれではまるで、カバンが歩いているみたいだ」


    　その表現には賛成だ。デイパック自体の大きさもさることながら、ショルダーストラップも長く伸ばされているため、カバンの位置がほぼ膝ひざ裏というかふくらはぎ近くまで達している。ピンク色を基調とした巨大なデイパックが、細い肩と細い首を生やし、その上に薄茶色の癖くせっ毛の小さな頭を乗せて歩いているようだった。


    



    　ピンクの巨大なデイパックは、やがて住宅街を抜けて広い道へと出ていく。この道は駅前と通じており、そのうえ商店街の入り口にもなっているため、この辺りから道を行きかう人の数は一気に膨ふくれ上がる。さっきまでは目立っていた背中のピンク色も、ひとたび町へ出てしまえばあっという間にほかの色に埋もれてしまうため、これから先は見失わないための注意がより必要とされる。


    「少し距離を詰めよう」


    　竜胆はそう言うなり、スクランブル交差点で信号待ちをしている音子のほぼ真後ろまで近づいていった。慌あわてて俺も距離を詰め、竜胆の隣に立つ。ほぼ真正面に音子のつむじが見える位置だった。俺は尾行がばれてしまうのではないかと不安で仕方なかったが、竜胆はまるで平気なようで、相変わらずほとんど変わらない表情でまっすぐ前を見み据すえていた。


    　竜胆の言うとおり距離を詰めたのは正解で、信号待ちをしている短い時間にあっというまに交差点は学生や主婦や若者やお年寄りでいっぱいになった。さっきの位置のままであれば、もう既に背の低い音子は見失われてしまっていたに違いない。


    　歩行者用信号が一斉に青に変わり、あらゆる方向へ歩行者が進み出す。


    　普段なら気にもせず自分も好きな方向へと歩いていくのだが、今日きようは音子を尾行している。離れてはいけない、と意識すればするほど、周りの人が見えなくなって何度もぶつかりそうになり、余計に焦あせってしまう。


    「歩あゆ。こっちだ」


    　竜りん胆どうはそう言って俺おれの手をしっかりと握り、人と人の間を軽やかに移動していく。ここはおとなしく彼女に任せておくのが賢明だ。何より、俺は既に音ね子こを見失ってしまったし。


    　道路を渡りきり、人の波から少し離れた場所でようやく竜胆は止まった。この辺りはちょっとした歩行者天国になっており、車は進入できなくなっている。


    「ふう。まったく、平日だってのに相変わらず駅前はすごい人だな。……で、竜胆。音子はどこ行った」


    「え？　見失ってたのか、歩は」


    　太めの眉まゆを寄せて竜胆は呆あきれたように言った。


    「恥ずかしい話だけど、そのとおりだ」


    「本当に恥ずかしいぞ。ボクがいなかったら君の尾行は学校を出て少しだけ進んだところで終了だったんじゃないか」


    「竜胆がいてくれて助かったよ」


    　竜胆は俺のその言葉に「ふん」とだけ鼻を鳴らすと、駅前通りの歩道に並んで設置されているベンチへと俺を連れていく。


    「ここに座るぞ」


    「え、でも、音子は」


    「心配ない。ふん。彼女ならあの建物の中だ」


    　そう言って竜胆は、道を一つ挟んだ向こう側の建物を指さす。一階から三階まで使って、輸入の雑貨や文房具、インテリアその他細々としたものを取り扱っているビルだった。地元では有名な店だが、俺は一度も入ったことがない。


    「大きな入り口が一つだけだし、ここからよく見える。三み月けが店を出れば見み逃のがすことはまずないだろう」


    　俺と竜胆は並んでベンチに腰を下ろした。


    「ところで、竜胆」


    「ふん」


    「その、もう、手は離してもいいんじゃないだろうか」


    「確かに。歩の言うとおりだな」


    　俺と竜胆は交差点を渡っているときからずっと手を繫つないだままだった。既にベンチに座ってからもまだ繫いでいるというのは、必要性が感じられないし、何より、とても照れくさい。


    「手は離してもいいのだが──もう少し繫いでおこう」


    　竜胆は口の両端を少しだけ上げてそう言った。


    「な、なぜだ」


    「こうしていれば、きっとそのうち、むこうから出てくるんじゃないかと思うんだ、ボクは」


    　何のことだか全くわからなかったが、竜りん胆どうの言葉のほんの数十秒後に俺おれはその言葉の意味を知ることになる。


    「──あら。どうしたのかしら。滅茶苦茶に珍しい組み合わせだわ」


    　静かだが芯しんの強い声で、少し乱れた髪の毛を直し、肩で息をしながら逆さか木き原ばら赤あか糸しはそう言って俺を見下ろした。


    「ち、違うんだ赤糸」


    　慌あわてて竜胆の手を振りほどきながら俺は言った。


    「さっき、人ごみに流されてはぐれてしまいそうになった俺を、竜胆は助けてくれて、それで、あの、こういう事態に陥おちいっただけで……」


    「そう」


    　赤糸は俺から視線を外して竜胆のほうを向く。


    「凜りん。あなた滅茶苦茶お人よしなのね。わざわざ歩あゆなんかを助けてあげるなんて」


    　なんか、ですか。


    「ふん。助けるさボクは。歩なんか、でも。困ってる人が目の前にいれば、ね」


    「そう。ところで、私は今、疲れたので滅茶苦茶座りたくて困ってるのだけれど、そのベンチは譲ゆずってくれないのかしら」


    「すべてのベンチが埋まっていれば、もちろん譲るよ、赤糸」


    　そう言いながら竜胆はすぐ隣のベンチを顎あごで指す。空席だった。


    「二人がけのベンチに一人で座るのって、ほかの人に気を遣わせてしまうみたいで、嫌いなの私」


    「とっても気が合うね、赤糸。実は、ボクも全く同じ意見なんだよ」


    　駄目だ、耐えられない。


    「俺はそういうの全く平気なんだよな！　よし、俺があのベンチを独占しよう、独占大好き」


    　強い声でそう言って立ち上がると同時に、赤糸と竜胆が俺の両肩に手を当て、思い切り真下へと力を加える。やむなく着席。


    　結果、二人がけのベンチを詰めに詰めて、無理やり三人で座ることとなった。


    「歩、もう少し詰められないのかしら。私、全然座れていないのだけれど」


    「あ、そうですよね、すみません」


    「歩、君はボクをベンチから落とすつもりなのか？　冗談きついな。もっとそっちへ寄ることはできるだろ？」


    「あ、できますね、すみません」


    「痛い痛い痛い。歩。滅茶苦茶に痛いのだわ。奇怪ね。ひょっとして運動のしすぎで脳みそに一般常識という部屋がなくなってしまった人が近くにいるのじゃないかしら」


    「歩あゆ、こんな歌を知ってるかい。お尻しりの大きな女の子、心の貧しい女の子♪」


    　そんな歌初めて聴きました。


    「誰のお尻が大きいと言いたいのかしら、凜りん？　私のお尻は滅茶苦茶形も良くて可愛らしいお尻なのだけど。あなたこそ筋肉でガチガチの、象の足の裏みたいなお尻なんじゃないかしら」


    「ふん。ほんとにそんなアホみたいなお尻があるかどうか、触ってみればわかるさ。歩」


    「は、はい」


    　竜りん胆どうはそう言うなり立ち上がり、ハーフパンツのジャージに包まれたお尻をこちら側へ突き出す。


    「確認してくれて構わない。どうぞ」


    　俺おれの視線はフリフリと揺れるジャージへと一瞬でロックオン。


    「さ、触って確認しろということですか！」


    　両手の指に全神経が集まっていくのを感じる。ひょっとすると俺は今日きよう、この瞬間のために生まれてきたのではないだろうか？


    「馬ば鹿かなこと言ってるんじゃないのよ！」


    　赤あか糸しは立ち上がり、指揮者のごとく柔らかくなっている俺の指先をまとめて握りこむと、曲げてはいけない方向へ一気に力を加えた。


    「あいたたたたたたたたたっ！」


    　これ以上無理をすると、パキン、と軽やかな音がしますよ？　という直前で赤糸は俺から手を離し、そのまま突き出されている竜胆の小さなお尻を荒あら鷲わしのように摑つかむと一気にガシガシと音が出るくらいに揉もみほぐしだした。


    「あひゃひゃひゃひゃひゃああああ！　やめっ、やめてくれ赤糸っ！　くすぐったい！」


    「思ったとおり滅茶苦茶に硬いのだわっ！　こうしてやる！　こうしてやる！」


    　うわー。何これ。クラスメイトの美少女二人が歩行者天国の真ん中でお尻を摑み、摑まれている。俺もこの両手のとてつもない痛みさえなければ、きっともっと優しい気持ちでこの光景を眺められただろうになあ。


    「ちっ」


    　舌打ちの音が耳に飛び込んできた。


    　咄とつ嗟さに振り向くと、そこにはウチの制服を着た巨大な体が立っていた。


    　サラサラの髪はツーブロックに刈り上げられ、鋭するどい刃物のような目が細いフレームの眼鏡めがねの下から俺を見下ろしている。先ほど舌打ちが発せられたであろう口元の端は片側だけいびつに釣りあがり、どうやらそれが笑みであるらしいことがかろうじてわかった。


    　仁に科しな永えい樹き。


    　いつも俺の斜め前の席でその巨大な背中を神経質そうに揺らしているクラスメイト。


    「あいつら、騒がしいよな、悪い。やめさせるよ」


    　何も言わずにこちらを見下ろすだけの、身長も体重もメガサイズの仁に科しなに俺おれは謝る。


    　いや、別に下校時の歩行者天国で、俺じゃない二人が騒いでいるのを謝罪しなくてもいいのではないか、とも思ったが、そろそろ止めなければ、とも考えていたのでそう言った。


    　しかし、やはり仁科は無言のまま。ウチの学校は登下校に使用するカバンは自由なのだが、仁科は学校指定のカバンを使用していた。革でできたその取っ手を丸々とした手で持ち替えると、仁科は巨大な背中をくるり、と向けて、


    「死ね」


    　そう言い放ち、仁科は人ごみの中へと消えていった。


    　うわ。死ねって言われた。


    　クラスメイトに。少なからず傷ついたぞ。どうして人にそういうこと言えるんだろう。やな感じ。


    　だが不思議だった。たった今、仁科に確実な悪意を向けられたのに、俺の心は怒りに満ちたりはしない。恐怖や悲しみに埋め尽くされるということもなかった。ただ、なんとなく、「やな感じ」という思いが浮かび上がったのみだったのだ。以前の俺も、こうだっただろうか。いや、少なくとも少し前までは、俺は他者から向けられる感情に必要以上に敏感になってしまっていたはずだ。
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    　誰もが俺おれにそういう顔を投げかけているのではないか、という恐怖に包まれ、自分からは何もできなくなってしまった日々が、確かにあった。


    　そうだ。だから俺はいつしか、ヘッドホンで外界を遮断し、誰の目も見ずにすみ、誰からも話しかけられずにすむ術すべを身につけていったのだ。少し前までならこの時間はまだ校舎に一人残って音楽に没頭しているか、さっさと帰宅してレンタルしてきた映画でも観ているかのどちらかだった。


    　それが今は、クラスメイトと一緒に街に出ている。その目的が尾行だったとしても。


    「何事も、ずっと同じのままではありえない、ってことかもな」


    　俺は、もうすっかり人の波に埋もれて見えなくなってしまった仁に科しなの背中にそう言った。


    



    「あははは。いやー赤あか糸しのお尻しりはとっても形のいい素敵なお尻だったよ」


    「あら。そういう凜りんのお尻だって、まるで天使のほっぺたのように柔らかくて優しいお尻だわ」


    　赤糸と竜りん胆どうは、肩を組んで爽さわやかに笑いながらベンチへ戻ってきた。


    「ハア、ソウデスカ」


    「何だその気の抜けた返事は。ふん。歩あゆも赤糸のお尻を一度触ってみればどうだ。一気に元気満タンだぞ」


    「それを言うなら凜のお尻なのだわ。すべてを包み込むようなその優しさは、きっとこの世に大地の恵みと永遠に繫つながれていく命をもたらすために、神から授さずけられた──いや、神そのものなのだわ」


    「何言ってんだお前は……」


    「やだなあ、あははは」


    「うふふふ」


    　お前ら、本当は仲良しだろ。そういえばこの二人、小学生の頃までの幼おさな馴な染じみらしかったな。確か、とても仲が良かった、と竜胆が話していた記憶がある。


    　二人をベンチに座らせて、俺は立つことにする。


    　そこで俺は仁科に話しかけている間、音ね子この入った店から目を逸そらせてしまっていたことに気づいた。


    「しまった。店を見張るの忘れてた」


    「ふん。そんなことだろうと思った。安心してくれていい。ボクが見ていた。まだ三み月けはあの中だ」


    　竜胆は一瞬で笑え顔がおを消し、鼻から息を出してそう言った。


    「三月って──三月音子さんかしら。歩。あなたよほど彼女のことが気になるのね」


    「歩は今日きよう一日、朝からずっと三月のことを見ていたからな。ふん。赤糸は、昇降口からボクたちの後をつけていたくせに、気づかなかったのか」


    「気づかなかったわ」


    「そんな前から後をつけていたのか。ていうか竜りん胆どう、赤あか糸しがついてきてるの知っていたのか」


    「気がつかないほうがどうかしてる。歩あゆがいちいち隠れていた桜の木の、さらに一本後ろに隠れながらこっちをじっと見てたんだから」


    「仕方ないじゃない。ほかに隠れる場所がなかったのだから」


    「そら見ろ竜胆。俺おれと違って勉強のできる赤糸もこう言っている」


    「ふん。勉強ができたところでアホはアホだ。結果、尾行がボクにばれてしまっている」


    「むーん」


    　赤糸は両手を頰ほおに当てて俯うつむいてしまった。何か言い返してくれ、頼む。


    「ところで、歩はどのタイミングで三み月けに告白するんだ」


    「むんっ!?」


    「告白っ!?」


    　赤糸と俺はほぼ同時に声を上げた。


    「そのつもりで今日きよう一日過ごして、今こうしているんじゃないのか。ふん。まあ、ボクにはどうでもいいことなんだけど」


    「へえ、歩。告白なんかするつもりだったのね」


    　赤糸は口元に笑みを作っているが、目が少しも笑っていなかった。


    「違う！　そんなつもりなんかない！」


    　俺は慌あわてて否定する。


    「そう。それで昼休みにあんな話をしたのね」


    「へえ。昼休みに二人で会っていたのか」


    「竜胆！　お前、俺に話があるんだろ！　それをぜひ聞きたい！　今聞きたい！　その話題に集中したい！」


    　これ以上は絶対に間違いなく確実に話がややこしくなる。


    　俺は竜胆の、普段どおり何の表情も浮かんでいないポーカーフェイスに向かって無理やり話題の転換を試みた。


    「ふん。そうだな。もうあまり時間もないし──別に急ぐような話ではないんだけど、元々話すつもりだったから、今言うことにしよう」


    「告白するつもりだったの。へえ」


    　ほとんど瞬まばたきもせずに光のない目でこちらを見ながら、棒読みで言葉を吐くクラスメイトは無視することにする。


    「話というのは、郷ごう田だくんと、松まつ本もとくん、林はやしくん、山やま下したくん。それと、柄え州す──今、学校に来ていないこの五人のことについて、だ」


    　竜胆のその言葉で、赤糸の形の良い眉まゆが片方だけ上がる。


    「新入生が早々に五人も学校へ来なくなるもんだろうか、とボクも最初は戸惑ったけれど、みんなもう高校生なわけだし、あまり心配はしていなかった。松まつ本もとくんたちが男の子だっていうのもあってね。だけど今度は郷ごう田だくんと柄え州すまでもがほとんど同時に、学校へ来なくなった」


    　松本くん、という名前が出たときに赤あか糸しが一瞬、その長い睫まつ毛げを伏せるのが目に入った。


    「だ、だけど、郷田は三人と違って、行方ゆくえ不明になったわけじゃないんだろ？　休部届を出しに来たくらいなんだから」


    「まあな。そのことについてもボクはあまり心配していない。そして、恐らく柄州も行方不明とかではないんだろう」


    　竜りん胆どうは無表情を保ったまま言う。


    「どうしてそんなことわかるんだ？」


    「ふん。あくまでも予想だが。彼女について、担任も家族もボクたちに一度も情報を求めてこないからだ」


    　確かにそう言われればそのとおりだ。


    　松本たちが相次いで行方不明になったときは、担任もＨホームＲルームのたびに「何か知らないか」「連絡はないか」と言っていた。加えて巴ともえは女の子だ。いくら高校生と言っても二日は連絡もなしに帰宅しなかったら騒ぎになるだろう。だから、巴も行方不明にはなっていない。郷田と同じく、やはり単純に学校へ来ていないだけなのだ。


    「ボクが心配に思ったのは、この先も次々と、行方不明や不登校になるクラスメイトが出てくるんじゃないか、ということなんだ」


    　竜胆はあくまでも表情を変えず、声のトーンだけを少し低くしてそう言った。


    　俺おれは赤糸へ視線を飛ばす。赤糸は長い睫毛を伏せたまま、何も言おうとはしない。


    「いやあ、それは竜胆、考えすぎじゃないのか」


    　俺は噓うそをついた。


    　赤糸がこのあいだ俺に話してくれた予想が正しければ、この先もあの巨大病院にはどんどんとクラスメイトが送り込まれていくはずなのだ。いや、ひょっとすると誰も教室ではそのことを言わないだけで──全員がキグルミを着て戦いを始めているのかもしれない。その可能性はおおいにある。


    　俺と赤糸が病院へ送り込まれない日の夜に、ほかのクラスメイトが郷田や巴たちと戦っているかもしれないのだ。


    「ボクも考えすぎならいいと思っている。だけど、その可能性を消したのは、歩あゆなんだ」


    「俺？」


    　赤糸は右目を薄く開いて俺を見た。


    「だから歩にこの話をする必要があった。以前に君は、ボクにおかしなことを言っただろう」


    「あら。歩は、おかしくないことを言うほうが珍しいのよ」


    　赤あか糸し。ひょっとしてだがそれはフォローしてくれているのか。


    「ふん。知ってるさ。大抵はおかしなことを言ってるか、何も言わずにずっと黙ってるか、のどちらかだ」


    　酷ひどい言われようだが、今はそんな悪口にツッコミを入れている場合じゃない。


    「えー俺おれ、おかしなことなんか言ったかな。覚えがないんだが」


    「おかしなことしか言わないくせに、記憶もすぐなくすのよ」


    　あれ、いつのまにかおかしなことしか言わないことになってる。


    「歩あゆはボクにこんなことを言ったんだ。『クラスメイトから電話がかかってくることはないか』と」


    　思い出した。それは巴ともえが学校からいなくなる前の日に、俺が竜りん胆どうに言った言葉だ。


    「い、言った、かな、そんなこと」


    「その後にこう続く。『夜にクラスメイトから遊びの誘いがあっても、断ことわるように』」


    　俺はもう一度、自分があのとき竜胆に伝えた言葉を思い出し、確認した。


    「言った、かもしれない。けれど、それがどうしたんだ？　別におかしなことは言ってないと思うけど」


    「そうね。歩にしては珍しく、おかしなことは言っていないわ。ごく常識的で、当たり前の忠告に聞こえるわ」


    　赤糸は再び目を閉じると、俺の意見に賛同してくれた。


    「ふん。確かに、そうだ。おかしなことは何も言ってない。けれど、おかしいのは、そんなことをわざわざ言うってこと、だ」


    「どういうことだ？」


    「人は、自分の身近に何か問題ごとや悩みを抱えたりしない限り、他人にそのことを忠告しないと思う。つまり、あのときの歩は、『夜にクラスメイトから電話がかかってきて、断らなかったばかりに悩みや問題を抱えることになってしまった』と考えていたはずなんだ」


    　赤糸の両目が開いた。


    「あ、いや、それは、別に」


    　俺は何を言っていいかわからなかったが、竜胆は構わずに続ける。


    「さらにもう一つ。歩はわざわざ『クラスメイト』と言ったんだ。夜に電話がかかってきて遊びに行くなんて、ほかのクラスの部活の友人でも中学のときの知り合いでも、なるべく断るべきじゃないか。それなのに、歩は、クラスメイト、と言ったんだ。自然じゃない。そしてその後、郷ごう田だくんに続いて柄え州すも学校へ来なくなった。つまり、クラスメイトが五人も、だ。そしてボクは思い至ったんだ。あの日、ボクにしてくれた忠告の本当のところの意味を、歩にぜひとも訊きくべきだ、と」


    　赤糸がこちらを睨にらみつけている。


    　俺おれはあの日、竜りん胆どうを巨大病院での戦いに巻き込みたくない、という思いからそう言ったのだ。別に何か余計なことを吹き込もうとして言ったわけではない。そのことはわかってもらいたかった。


    「もう少し時間がある。ふん。移動しよう」


    　竜胆は不意に立ち上がるとそう言って歩き出した。俺と赤あか糸しはカバンを手に取るが、すぐには動けなかった。


    「移動って、竜胆。音ね子こを見張っていないと」


    「だから。その三み月けがついさっき店を出てあちらを歩いていくんだ。もう尾行はしなくてもいいのか？」


    　全く見ていなかった。俺と赤糸は、先を行く竜胆の後を慌あわてて追った。


    



    　音子は歩行者天国を横切り、駅前に広がるアーケード街へと入っていく。


    　人の数は変わらず、むしろ先ほどよりも増えているなか、ひょいひょいと竜胆は器用に間をすり抜けながら音子を追う。俺と赤糸は少し遅れて必死に竜胆を追う。


    　やはりごった返す人の波に飲まれそうになり、うまく前へと進めない。大変だ。見ると、赤糸も大変そうで髪の毛をボサボサに乱しながら必死で俺の後ろをついてきていた。恐らくまだ十メートルも進んでいないはずなのにどうやったらそんなに髪の毛が乱れるのだろう。人の心配をしている場合ではないが。


    「……さえいれば」


    　赤糸は悔くやしそうに前方を見つめながら何か言った。


    「なんか言ったか？」


    「……ボンさえいれば、骨のマントでこの人たち一気に全員排除できるのに……」


    「殺すな！」


    「冗談よ。でも、ボンを着てればこんな人込みなんともないのは確かだわ。すいすいすいのすーい、よ」


    「サイクでもなんともないね」


    　それ以前に、あんなキグルミを着て歩いていれば人込みのほうから避けてくれるだろうけど。


    「それよりも、どうするの」


    「もう、竜胆にはキグルミのこと話してしまったほうがいいと思うんだが」


    「……賛成しかねるわ」


    　赤糸は睨にらみつけるように目を細めて唐突にそう言った。


    「え、何がだ」


    「あの様子じゃまだ、凜りんは『時間の外』には送り込まれてはいないと思う」


    「同感」


    　赤あか糸しとボンは、戦いの場となる巨大病院を『時間の外』と呼んでいる。信じがたいことだが、あの建物は、普段俺おれたちの暮らす時間の流れから区切られているらしかった。


    　赤糸の言うとおり、竜りん胆どうはまだ『時間の外』の巨大病院でキグルミに出会い、戦いに巻き込まれることにはなっていないように思えた。


    　だが、それも時間の問題かもしれない。


    「歩あゆは、凜りんにキグルミのことを話してしまったほうがいいと思っているのではないかしら」


    「実は、そう考え始めてる」


    「それよ。私は賛成しかねるわ」


    「できれば竜胆を巻き込みたくないとは思ってるけど……たとえば、赤糸も仲間は多いほうが良いんじゃないのか？」


    「むーん」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せて口を尖とがらせると、両掌てのひらを頰ほおに当てる。


    「竜胆が誰かに呼び出されて、俺たちの敵になってしまうよりかはよっぽどいい考えだと思うんだけど」


    「むーんむーん」


    「確かに俺は、あいつのことがちょっと苦手なところはあるけど、それでもいつかに比べたらずいぶん会話ができるようになってきたし……赤糸だって、幼おさな馴な染じみなんだろ？」


    　赤糸は頰に当てていた掌を放して顎あごを上げた。


    「聞いたのね」


    「少しだけ。外国で──ドイツで、一緒の施設にいたって」


    「そのとおりよ。でも歩。凜がどう伝えたかは知らないけれど、私とあの子は決して仲良しこよしだったわけではないわ」


    　そうだったのか。あれ？　でも竜胆はあのとき、とても仲は良かった、と言ったはずだが。


    「三つあるわ」


    　赤糸は指を三本立てると、唐突にそう言った。


    「何が」


    「決して反対はしないけれど、私が賛成しかねる理由、よ。一つは、私がチームというものは人数が少なければ少ないほど結束も伝達も確実になるものだ、と考えているから。もう一つは、私とボン、歩とサイクという今のチームはシンプルでとても良いチームであると考えているから」


    　そりゃどうも。その言葉は素直に嬉うれしかった。


    「最後の一つは、どうして仲間にするのが、凜でなければいけないか、がわからないから、よ」


    「それはだって、友達だからだろ」


    「ほかのクラスメイトだって友達よ」


    「そりゃ確かに、赤あか糸しは友達が多いかもしれないけれど、俺おれにとっては数少ない──」


    「歩あゆが自分でつくろうとしなかっただけで、私には関係ないわ」


    　言いたいことを遮られて、さらにきついことを言われてしまう。


    「それに、郷ごう田だ勇ゆう気きくんや柄え州す巴ともえさんのほうがよほど歩の友達に見えたわ。けれど二人とも、今や完全に私たちの敵になってしまっている。違うかしら」


    　そのとおりだった。そして郷田は、友達が敵になってしまわないように事前に手を打とうとして、そして失敗したのだ。


    　──『俺の、敵になるっつうことだな。』


    　あのとき、そう言った郷田の顔が一瞬で思い出された。


    「……それはそうだけど、やっぱり俺は、もうこれ以上、友達を敵にしたくはないんだ。第一、そんなこと言うなら、赤糸だってどうして俺を仲間にしようと思ったんだ？」


    「その話なら、もう前にすんだわ」


    　赤糸はこちらを見ずにそう言った。


    「あのときまで、俺とお前は友達でも何でもなかったじゃないか。それなのに、何で──」


    「誓えるのであれば、試してみてもいいわ」


    　赤糸は唐突に言った。


    「誓う？　何をだ」


    「歩が、仲間になった凜りんを責任もって守る、と誓うことができるなら。説得を試してみるが良いのだわ」


    　急に立ち止まってそう言うと、赤糸はあっという間に人波にさらわれて見えなくなってしまった。


    



    「どうしてあんな人通りの激しいところで立ち止まるんだ」


    「うっかりしただけだわ」


    　人の流れに押されて、アーケード街を歩いてきた方向へと戻されていく赤糸を俺は何とか救出して、竜りん胆どうの後を追う。


    「なるべく近くにいろ。あんまり離れるな」


    「そ、そんなこと言ったって、困難だわ」


    　赤糸は必死で乱れた髪を直そうとする。


    「俺にしっかり捕まってろ」


    「へぇええ？」


    　赤糸は脳天から発したようなおかしな声を出すと、急に忙せわしなくあらゆる方向へ視線を飛ばし始める。


    「何キョロキョロしてんだ。またはぐれるぞ」


    「いや、そ、その、別に一人でだって平気なのだけれど、ここは従うわ。本意ではないけれど」


    　ブツブツとそんなことをいいながら赤あか糸しは「はい」と、右手を差し出した。俺おれは肩からかけているカバンのベルトをそこに握らせてやった。


    「離すなよ」


    「……これは何かしら」


    「ショルダーベルトだ」


    「へえ。これが。噂うわさには聞いていたけれど実物を摑つかむのは初めてだわ」


    「珍しいこともあるんだな」


    　そう言いながら俺は竜りん胆どうに追いつくために歩ほを早めて先へと進む。赤糸はその後一言も発しなかった。


    



    　アーケード街を真ん中辺りまで進むと、突如アーケードはなくなり、そこにはかなり広めの歩道と八階建てのファッションビルが姿を現す。ファッションビルといっても地下には巨大なスーパーマーケットも入っているし、六階と七階のフロアには丸ごと巨大な書店も入っているため、総合商業施設か、デパートと呼ぶほうが近かった。いうまでもないことだが学生も一般人も老若男女問わず人でいっぱいだ。


    　音ね子こはそのファッションビルに入っていったようで、少し前に竜胆から『五階にいる』とメールが届いていた。


    　俺と赤糸は建物の中へ入ると、エレベーターで五階へ向かう。


    「五階って確か、子ども用のフロアじゃなかったかしら」


    　赤糸は俺のカバンのベルトを握ったまま、不思議そうにそう言った。


    　エレベーターの扉とびらが開くと竜胆が待っていて、「こっちだ」とだけ言ってフロアの端の壁際、子ども用のカードゲームの筐きよう体たいやカプセル販売機が何台も並ぶ一帯へと移動した。


    　赤糸の言うとおりこのビルの五階のフロアは、キッズランドという大きい企業が入っており、子ども用のおもちゃや文房具や衣服が売られている。


    　そのなかでもメインは「キャラファーム」と名乗る一角で、その辺りは世界中の有名キャラクターや企業の有名キャラ、地方のゆるキャラから今後新しく売り出されようとしている見たこともないご新規キャラまでがさまざまなグッズとなって販売されているエリアだった。


    　親子連れや小学生の集団などはたくさんいるが、高校生の三人組がこのフロアにいるのはかなり目立つ。


    　そこで仕方なく竜胆はここへ連れてきたのだ。


    「ふん。ここでも目立つことには変わりないが、少なくとも顔を隠せるだろう」


    　確かに。カプセルのハンドルを回すフリをするだけでも効果はありそうだ。何人かの小学生からの視線が少々気にはなるが。


    「三み月け音ね子こさんはどこにいるのかしら」


    　赤あか糸しが声を潜ひそめながら竜りん胆どうに訊きいた。


    「彼女なら、キャラファームの辺りだ」


    　俺おれと赤糸は少し体を捻ひねって、広めの一帯をサッと見回す。


    　いた。


    　身長の高さは周りの小学生たちとさほど変わらないものの、もう一人背中に子どもがくっついてるのではないか、と思わせるほどに大きなピンクのデイパックがフラフラと動いているのがすぐに見つかった。


    「さっきの店といい、三月はよほど小さくて可愛いものが好きみたいだな。ああいった細々としたものを見ている彼女の顔は、学校ではめったに見られない」


    「確かにそうね。三月音子さん、あんな表情もできるのね。驚きだわ」


    　竜胆と赤糸の言葉を聞いて俺は再び体を音子のほうへ向ける。すると、キャラクターの顔がくっついた大きなスリッパを両手に持ち、実に嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる彼女の顔が目に入った。


    　きつく寄せられていた眉まゆはすっかりとその緊張を解き、大きな眼鏡めがねの下の目は半月形に変わり、口元には優しそうな曲線が描えがかれている──十と四よさんの、あの魅力的な笑え顔がおにそっくりだ。なんだ、そんな表情もできるんじゃないか。


    「学校で見るよりもずいぶんと可愛らしくて愛らしい、って考えているんだろう、歩あゆ」


    「へー。そんなふうに考えているのね。まあ別段どうでもいいのだけれど」


    　突然背後から図星を突かれてさらにどうでもいいと言われた。


    「何だいきなり藪やぶから棒だぞ別にそんなこと考えているわけじゃないんだけどそりゃ確かに学校で見るより笑ってるなとは思ったけどそれが何さ」


    「ふん」


    「はっ」


    　二人のクラスメイトはそれぞれ鼻と口から軽く息を吐いた。


    「さて。ボクの話の続きも歩の告白の結果も気になるところだが、ここでお別れだ」


    「え？　帰るのか、竜胆」


    　竜胆は腕時計に目を落とした。


    「帰るわけじゃない。もう一つ別の用事があるのでそちらへ行くんだ」


    「用事って」


    「従妹いとこに、会いに行くのさ」


    　竜胆はそう言って、上げた視線を赤糸へと飛ばした。


    「──明あ日す香かは、元気なの」


    　赤糸は竜胆の視線を受け止めて、そう言った。


    「元気だ。とても」


    　竜りん胆どうは表情を変えることなく答え、


    「さて、それじゃあ歩あゆ。健闘を祈る」


    　そう言って俺おれの耳元へ口を寄せた。


    「緑のドット」


    　竜胆に突然そう言われて俺は驚く。


    「な、何を、いきなり」


    「さっき、三み月けの後ろをエスカレーターで上っているとき、彼女が眼鏡めがねを落としかけて突然、前まえ屈かがみになってね──そのとき、見えてしまったのさ」


    　見えたのか。そうか。


    「それで、ようやく何のことかわかったよ。……歩の、変態」


    　竜胆は俺の耳の穴へ直接その言葉を放り込むと、そのままくるり、と背を向けて歩き出す。


    「竜胆、まさか俺、口に出してたのか？」


    　振り返りもせずに右手だけがひょい、と挙げられた。


    



    「緑のドットって何かしら」


    「聞こえてたのか？」


    　赤あか糸しはこくん、とうなずいて「そこだけ」と付け加えた。


    「いや、なんでもない。取るに足らない、他愛もないことだ。それよりも赤糸、竜胆の従妹いとこのこと、知ってるんだな」


    「……どうしてそれを歩が知っているの」


    　そんな神妙そうな顔つきで尋ねられてもこっちが困る。


    「もちろんお前が自分で言ったからなのだが」


    「言ってないわ」


    「いや言ったよ。『明あ日す香かは元気なの』って、確かに」


    「むーん」


    　掌てのひらを頰ほおにあて赤糸は俯うつむいた。


    　なんでこいつ、学校の勉強はできるのにときどき間抜けになるんだろう。


    「見くびらないことね」


    「一応訊きくけど、何を」


    「歩が凜りんの従妹のことについて、もっと詳しい情報を私から聞き出せると思っているなら、とんだ見当違いだわ、と言いたいのよ」


    　いや、さすがにそこまでは思っていない。それこそとんだ見当違いだぞ。


    「なあ、お兄さんたちお金ないの？」


    　突然そんなことを横から誰かに言われた。誰だ。そんな正しいことを言うのは。


    　声のしたほうを見ると、小学五年生くらいの男の子がニヤニヤと笑みを浮かべながら立っていた。


    「デートするお金がないならさ、屋上遊園でも行けばいいじゃん。ここは俺おれたち子どものスペースなんですけど」


    　見ると、ほかの小学生たちも遠巻きながらに俺と赤あか糸しを見つめている。そうか。この子たちは、俺たちがここにいるために、カードゲームの筐きよう体たいで遊びにくかったのだ。


    「いや、悪かった。占せん拠きよしようとか、そういうつもりはないんだ。すぐにどくよ」


    　そう言って俺は音ね子こに気づかれないように移動しようとする。


    「このお兄ちゃんは知らないけれど、私はお金を持っているのだわ。カードだけれど。これ、あなたたちの持っているカードとは違うのよ。モンスターは召しよう還かんできないけれど現金なら召還できるのよ。ここでは使えないけど」


    　赤糸は驚くことにクレジットカードの束を小学生たちに見せつけながら、何やらむきになっていた。


    「何やってんだお前は」


    「この子たちがデートだなんて馬ば鹿かなことを言うからよ」


    「そこはどうでもいいだろ。張り合ってどうするんだ子ども相手に。騒ぎを起こすなよ」


    　俺はなおも五年生の男の子に[image: ]きばをむこうとする赤糸を引っ張って、どこかほかの身を潜ひそめられそうな場所を探そうとして、その前に音子の姿を確認することにした。


    　いない。あの大きなピンクのデイパックも、明るく柔らかそうな癖くせっ毛も、どこにも見当たらなかった。


    「しまった。また見失った」


    　これで四度目だ。つくづく自分が尾行に向いていないことを思い知らされる。


    「仕方ないわね」


    　そう言って赤糸は「キャラファーム」の中へと歩いていき、近くにいた小学生の女の子を捕まえると、俺には一度も見せたことのないような笑え顔がおで何やら話しかけ、その子に手を振って離れるとエスカレーターのほうへ歩いていく。そのまま下りのエスカレーターに乗り、ようやくこちらを見るとゆっくりと手招きをしながら下の階へと消えていった。


    「くそ。どうして一度こっちへ寄ってくれないんだ」


    　俺は慌あわててエスカレーターのほうへ向かった。


    「お兄さん、苦労してんなあ」


    　背後から小学生の哀れむような声が聞こえた。


    



    　ファッションビルを出た音子は、今度はアーケード街から外れて、大通りを歩き始めた。ここなら先ほどに比べて人波が複雑ではないため、俺と赤糸でもピンクのデイパックを見失わずにすんだ。


    　横断歩道を渡った先の大型家電量販店の横の細い道を音ね子こはひょいひょいと進んでいく。駅前から延びる巨大アーケード街を通り抜けたこちら側には普段はあまり足を運ばないため、初めて見る店も多かった。洒しや落れたカフェや営業前の個人経営らしい居酒屋さんが立ち並ぶ細い道を何度も曲がらされる。


    「あいつこの辺りに住んでるのかな」


    「三み月け音子さんの家なら駅三つ向こうだわ。歩いて帰るには少し距離があるわ」


    　先ほどに比べて人通りはかなり少なくなっていたため、赤あか糸しは声のボリュームをかなり落として言う。


    「お前、音子の住所知ってるのか」


    「クラス連絡網に、全員の住所と連絡先は掲載されているわ。私が知っていたとしても奇怪なことではないと思うけど」


    「わざわざ調べたのか」


    「クラス委員長として知っていて当然だわ」


    　やがて音子は、五階建ての細長いビルの中へと消えていった。


    「どうする？」


    　俺おれは赤糸に尋ねる。


    「そうね。もう嫌だわ」


    　赤糸は唐突に不満を口にした。


    「いや、俺はどうする、と訊きいたんだけど」


    「歩あゆは、この町に住んでいるのだから、この建物にどんなお店が入ってるかとか知らないのかしら」


    　町に住んでる人がすべての建物の中身まで把握しているとは思わないでほしい。ただでさえ近頃はテナントの入れ代わりが激しいというのに。


    「残念ながら知らない。というかそもそも、あんまりこっち側にも来ない」


    　赤糸は何も言わずに眉まゆ根ねを寄せたままビルの壁面を眺めていた。


    　建物に入っているであろうカフェや居酒屋さんや美容室、セレクトショップやその他の事務所などの看板が見える。


    「──六階ね」


    　やがて赤糸ははっきりと、言った。


    「音子がどの店に行ったかわかるのか」


    「私は三月音子さんについて詳しいわけではないけれど、彼女が髪型やファッションに気を遣ってるような女の子とは思えないわ。あんなお洒落そうなカフェで一服するとも、居酒屋さんでアルバイトという校則違反を犯しているとも思えない」


    「いやあ、人は見かけによらないかもだぞ」


    　それに、姉である十と四よさんは髪型やお洒しや落れに時間もお金もかけていそうなわけだしカフェも居酒屋さんもすごく似合う。


    「六階にああいったお店が入っていなければ私もそう考えたかもしれないけれど、あれを見る限り、三み月け音ね子こさんはあそこに行ったと考えるのが一番しっくりくるのだわ」


    　腕を斜め上に上げて壁面を指さしつつ赤あか糸しはそう言った。その指の先には、『コミック専門店』というオレンジ色の看板がキラリ、と輝かがやいていた。


    「──しっくりくる」


    「でしょう？」


    　ふふん、と小さく言って赤糸は満足そうに腕を組むと、そのままビルへと歩き出した。


    「待て、赤糸。お前、行くのか？」


    「行くのよ」


    　赤糸は首だけ捻ひねり横目でこちらを見ながらそう言った。


    「だってお前、さっきと違ってだいぶ店も狭そうだぞ。あんなところ乗り込んでいったらすぐに見つかって終わりだぞ」


    「そうでしょうね」


    「ここで出てくるのを待ったほうが良いんじゃないか？」


    「だから、さっき私は言ったわ。もう嫌だ、って」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せたまま、右足を軸にくるり、とこちらへ向き直る。


    「歩あゆは三月音子さんに告白するためじゃなくて、いじめの被害を受けてるんじゃないか調べるためにこそこそ後をつけてるんでしょう？　私が昼休みにそんな話は聞いたことがない、と言ったのに、それを信じず。でもここまで後をつけてきてどうだったかしら？　いじめられてるとか誰かに怯おびえながら歩いているとかそんな様子はあったかしら。ないわ。もし本当に三月音子さんがいじめられてるのであれば、きっとまっすぐ帰宅するはずだわ。でも実際の彼女は、自分の好きなお店に寄り道してニコニコと幸せそうに買い物を楽しんでいる。これがどういうことかわかるかしら、歩。もう一度だけはっきりと言ってあげる。三月音子さんは、誰にもいじめれてなんか、いないわ」


    　赤糸の言うとおりだった。下校してからの音子に不審なところは一つもない。誰かに待ち伏せされていることもなければ銀行でお金を下ろしたりということもない。ごく普通に、下校の自由な時間を楽しむ高校生そのもので、むしろその表情は教室の中にいるときよりも明るかったほどだ。


    　だが俺おれは赤糸の言葉に、そうだな、とは素直に言えなかった。カバンの中にはあの、十四さんから渡されたコピー用紙がある。


    　音子がなぜあんな言葉を書いたのかを知る必要があった。そしてそのことは赤糸にはまだ言えない。あれは十と四よさんが俺おれを信頼して渡してくれたものなのだ。気軽に誰かに見せていいような代しろ物ものではない。そのときふと、俺はもう一つの可能性を思いついた。


    「逆かも」


    「逆って？」


    　赤あか糸しは顎あごを上げて見下ろすように俺を見た。


    「つまり、音ね子こは。なるべく家に帰りたくないから、こうして寄り道をしているのかもしれないじゃないか」


    「だとしたら、歩あゆ」


    　赤糸はゆっくりと首を振りながら言った。


    「それはもう、家庭の問題よ。私たちがどうこういう問題ではないわ」


    　またもや赤糸の言うとおりだった。


    



    「とにかく」


    　ビルの一階。降りてくるエレベーターを待ちながら赤糸は言う。


    「私だって凜りんと同じくらい忙しいのだし、本当はもう嫌なので帰ってしまってもいいのだけれど、仕方がないので最後まで歩に付き合ってあげるのだわ」


    「いや、別に帰ってくれても俺は構わないんだが……」


    「誤解しないでほしいのだけれど、これは歩が、私とボンのチームだから付き合ってるの」


    　赤糸はエレベーターの「昇」ボタンを何度も押しながら言った。


    「私と歩の結束と伝達をより確実なものするためよ。『時間の外』で、歩がいつまでも三み月け音子さんのことを考えていたりしたら滅茶苦茶めんどくさいことになるもの」


    「だからと言って、何もわざわざお店に乗り込まなくてもいいんじゃないか。出てくるのを待っていたって構わないだろ」


    「時間の無駄だわ。それに私、ああいう店って初めてなの」


    　エレベーターのドアが開き、中から一斉に何人も降りてきた。予想外のその人数に俺と赤糸は慌あわてて横に避けて道を譲ゆずる。小学生から大学生、主婦っぽい人までと年齢はさまざまだったが、そのすべてが女性で、エレベーターを降りるなり無言になって横目で俺たちを見ながら去っていく。


    「ますます興味が湧わいてきたわ。コミック専門店。さあ歩、行くわよ」


    



    　エレベーターのドアの向こうはすぐに店舗の入り口だった。一歩中に入るなり、俺は先ほど降りてきた人たちの無言と横目の意味を知る。


    　ここは、女性向けコミックの専門店だ。


    　店員も客も全員女性で、男性と言えば俺と、所狭しと積み上げられ並べられているコミックや薄い本の中だけにしかいない。


    「すごい。これがコミック専門店。予想していたのとはずいぶん違うわ」


    　赤あか糸しは少し熱のこもった口く調ちようでそう言いながら辺りを興味深そうに眺め始める。


    「すまん、赤糸。やっぱり俺おれは、ビルの外で待ってる」


    　そう言って回れ右をした俺のカバンのベルトを赤糸はがっしりと摑つかむ。


    「まだそんなことを言うのね。堂々としていればいいのだわ」


    　無理だ。お前はさっきから俺に突き刺さる四方からの視線に気がつかないのか。


    「とにかく、俺はこの先進む勇気を持ち合わせていない」


    　赤糸は眉まゆ根ねを寄せながら、ひょこ、っと首を傾かしげる。


    「その理由が知りたければ、あそこに積まれている薄い本の一冊でも手にとって中身を確かめてもらえばわかってもらえるはずだ」


    　赤糸は右目だけ細めながらカバンのベルトから手を離すと、俺に言われたとおりに売り場へと進んでいき、その中の一冊を手にとって眺め始めた。


    　俺はその隙すきにエレベーターに乗り込むと、一階へと降りた。


    



    　数分後。


    　細い道路を挟んだビルの向かいの駐車場で缶コーヒーを飲みながら待っていると、赤糸が音ね子こを引っ張りながら出てきた。眉根を寄せて口をきつく結んだその顔は、二人とも真っ赤かだった。


    　赤糸は音子の手を離すと、腕を組んで鼻から息を出し、言った。


    「歩あゆ。あなたの言っていたことが滅茶苦茶よくわかったわ。私の知ってるマンガなんて、ごく一部にすぎなかったのね」


    「そうだ、赤糸。世界はお前が思ってるよりもずっとずっと広い」


    「なんなんすか？　用事ってなんなんすか？　こっちには別に何の用事もないんすが」


    　三み月け音子は、不満げな表情を隠すことなく、買ったばかりであろう商品を急いで大きなピンクのデイパックへ詰め込みながら早口でそう言った。


    「赤糸、ちゃんと買い物がすむまで待ってたんだな、えらいぞ」


    「あ、当たり前だわ。私はマナーというものをきちんとわきまえているのよ」


    「ええ？　あれ待ってたんすか？　逆さか木き原ばらさんはほかの誰よりも集中して薄い本のサンプルを手当たりしだい食い入るように見つめてただけに見えたっすが」


    　音子はデイパックを背負うと、ずり落ちてくる大きめの眼鏡めがねを手の甲で押し上げながらやはり早口でそう言った。


    「私がエレベーター乗る直前まで気がつかなかったようでしたけど。見間違いだったらすまないっすが」


    「赤あか糸し、お前」


    「誤解だわ」


    「あのー、用事がないんだったら私、帰っても良いっすか。てか、いろいろとこっちも用事があるんすが」


    　三み月け音ね子こは大きなデイパックのショルダーベルトを両手で持ち直しながら、こちらを見ずに口を尖とがらせてそう言った。


    　改めて正面から見ると、やはり髪質と目の大きさと瞳ひとみの色以外は十と四よさんとは似ても似つかなかった。その手足の細さも、赤糸のように鍛きたえられた筋肉質なしなやかさはなく、むしろ栄養が行き届いていないくらいに思える。


    「いや、用事っつうか、その前に、三月音子さん。靴くつの紐ひもが解けてるよ」


    　俺おれは音子のスニーカーを指さした。音子は、ちらりとそれを見ただけで、動こうとはしない。


    「……別にいいっす。てか、こんなの解けてるうちに入らないっすが」


    　なんだそれは。いや、誰がどう見たって解けているだろう。


    「私、こう見えてそういうの滅茶苦茶我慢ならないのよ。いいわ、私が結んであげる」


    　赤糸はそう言うと屈かがんで音子の靴紐へ手を伸ばそうとする。


    「いや、いいっす。自分でやれるから」


    　ほぼ同時に音子も屈んで靴紐に手を伸ばしたので、二人の頭は下のほうで勢いよくぶつかり合った。


    「いたたた」


    「あいたたた」


    　いったい何をしているんだこのクラスメイトたちは。


    「引き分け！」


    　とりあえずわからないが、審判をすることにした。


    　赤糸は人さし指の背を目め尻じりに当てながらおでこをさすり、音子はもたもたと靴紐を結びなおす。


    「わ。わわわっ！」


    　靴紐を結べ終えた音子は、勢いよく立とうとして背負っているデイパックの重さに負け、そのまま後ろへ倒れていった。俺は咄とつ嗟さに背中を向けて視線を逸そらす。何も見ていないぞ。


    「……緑のドット。このことだったのね」


    　赤糸の冷たく低い声がぼそりと聞こえてきたが、もちろん賢明な俺はそちらのほうも見ない。


    「とんだ災難っす……」


    　音子はそんなことを言いながらぱたぱたとスカートの裾すそを手で払いながら立ち上がった。災難ではなく音子が自分で勝手に転んだだけなのだが、あえてそれは言わない。


    「改めまして、こんにちは。こうやって話をするのははじめましてよね。私、クラスメイトの逆さか木き原ばら赤あか糸しよ。こっちはたぶんクラスメイトの大おお垣がい内と歩あゆくん」


    「たぶんじゃなくて絶対だ」


    「じゃあ、絶対クラスメイトの、たぶん大垣内歩くん」


    「そっちをぼやかされると、今までお前は誰と喋しやべってたつもりだったんだ、という新たな疑問が湧わくんだが」


    「三み月け音ね子こさんよね？」


    　無視ですか。


    「はあ、まあ、そうっすけど。てか、わざわざ名乗ってもらわなくても、こっちだって知ってるんですが」


    　音子はずり落ちてくる大きな眼鏡めがねを手の甲で押し上げながら早口でそう言った。


    「そう。お見知りいただき光栄だわ」


    「まあ、そっちの大垣内くんは知らなかったすが」


    　お見知りいただけなくて残念です。まあ俺おれだって音子のことは言えない。昨晩まで彼女のことを気にもしていなかったのだから。


    「てか、そんな嫌みな言い方しなくたって、逆木原さんは有名人なんだから知ってて当然ていうか、むしろ自分のこと知らない人なんているの、くらい思ってるんじゃないっすか」


    　音子は眉まゆ根ねを寄せて俺たちから視線を外したまま早口にそう言うと、そんな自分の言い草が面白いものであるかのように尖とがらせていた口元を笑みに変えた。


    「申し訳ないけれど、一度もそんなふうに思ったことなどないわ。重ねて言うと、嫌みな言い方をしたつもりもないの。もしそういうふうに聞こえてしまったのなら、謝るけど」


    　赤糸は音子に負けないくらい眉み間けんに深い皺しわを寄せながらそう言った。


    「え？　いや、別に謝ってもらわなくたって構いませんが。それともあれっすか、勉強も運動もできて美人で友達も多くってクラス委員長なのにきちんと謝れる私マジ人間できてる、って気分に浸りたいんすか。それに付き合えって言うならまあ、別に付き合っても構いませんが」


    　再び早口でそう言って音子は笑う。何がおかしいんだ。


    「なんですって？」


    　赤糸は腕を組んで顎あごを思い切り引いた。


    「確かに私は勉強も運動もできて人望も厚くておまけに美人だわ」


    　こんな状況でもそこは認めるのかよ。


    「でも、決して謝罪をすることでいい気分になることなんかないわ。いつだって後悔と反省を心いっぱいに抱いだいているものよ」


    　音子は、その赤糸の言葉で口元に浮かべていた笑みを消した。


    「はあ、そうっすか。そりゃすみませんでした。あっ、こっちが謝っちゃったよ。私みたいな庶民はそんな嫌みなお嬢様口く調ちようで言われるとついつい萎い縮しゆくしてしまうんすよ」


    「むーん。歩あゆ。私ってお嬢様口く調ちようなのかしら」


    「三み月け音ね子こさん！　逆さか木き原ばらは、お嬢様口調なんじゃなくて、ただのお嬢様なんだ！」


    　久しぶりに口を開いた俺おれの顔にちらりと視線を飛ばして、音子はまた何がおかしいのか口元だけで笑った。


    「はっ。そうなんすか。それは知らないこととはいえ失礼しました。あ、また謝っちゃったよ。てか、なんなんすか？　二人そろってイチャつくの自慢しにきたんすか？　私はそれ見せられて、嫉しつ妬との炎に身を焦こがしてリア充死ね、とか言いながら血の涙を流せばいいんすか？　それで満足すか？」


    「別にそんなことしたいわけじゃないし、イチャついてるわけでもないよ」


    「歩。リア充ってなにかしら」


    　赤あか糸しは俺の背中をつつきながらそう訊きいてくる。


    「リアル──この場合、現実世界の生活──が充実してる奴やつ、の総称を指すスラングだ」


    「なるほど。三月音子さん、それなら間違ってるわ。私はリア充だけれど、この大おお垣がい内と歩くんは違うもの」


    「大きなお世話だ」


    　だが赤糸は俺の言葉に耳を貸すことなく音子のほうへ一歩進み出る。


    「だからこの場合、リア充死ね、ではなくて、大垣内歩死ね、と言い換えてほしいものだわ」


    「お前いい加減にしろよ」


    「大垣内歩死ね」


    　三月音子さんも律りち儀ぎに言い換えないでよろしい。


    「ともかく。私も歩も別に三月音子さんに何かを自慢しにきたわけでも何でもないわ。私たちは──というよりも、大垣内歩くんは、あなたが何か問題を抱えているのではないかと心配で今日きよう、ここに来たのよ」


    「問題？」


    　音子は黒目がちの大きな瞳ひとみをこちらへゆっくりと向ける。赤糸はそれ以上何も言おうとせず、腕を組んだまま長い睫まつ毛げを伏せた。


    「あー、その、なんていうか」


    　俺は自分の髪の毛を指の間で挟みながら慎重に言葉を選ぶ。


    「ええと、三月音子さん、今、何か悩んでることとかないかな、誰かに相談したいこととか、打開策を思いあぐねてることとか」


    　音子はずり落ちてくる眼鏡めがねを手の甲で押し上げた。


    「……強いて言うなら今。どうしたら一刻も早く家に帰れるのかを思いあぐねてるっす」


    　そうでしょうとも。


    「うん、まあ、それはさておいてもらうとして、もっと以前から──たとえば、この世界に対する思いとか、自分を取り巻く環境とかについて、なんだけど」


    　俺おれはカバンの中で折り畳まれているるコピー用紙のことを思い出しながら言う。


    



    　『みんな消えてしまえばいいのに』


    



    　そんな言葉をノートにしたためるような思いとは、いったいどんなものだろう。


    　一度だけ、以前に俺自身もそんなふうに世界を呪のろったことがあった。


    　膝ひざを壊して、もう二度と陸上はできないと知らされたときだ。そのとき、俺をそんな思いから救ってくれたのは姉だった。


    　もし今、音ね子こがあのときの俺と同じような気持ちになっているのなら、今度は俺が彼女に手を差し伸べてやりたい。昨晩十と四よさんに相談されてから俺はそう考えていた。


    「世界──っすか」


    　音子は再びずり落ちた眼鏡めがねを、今度は直そうとしないまま、上目遣いで俺を睨にらみつけて言った。


    「別に。普通っす」


    　世界に対して普通、とはどういう意味だ。


    「普通に、こんな世界、壊れちまえばいいと思ってるっす」


    　それだけ言って三み月け音子はくるり、と背を向けて走り去っていった。

  



  
    



    



    


    第二章　Raum der Zeit ～時の空間～


    



    



    　帰宅した俺おれはカバンを置くと、勉強机に隣接しているラックの中を漁あさった。


    　やがて探していたものを見つけると、それを持って隣の姉の部屋へ向かう。ドアをノックすると、「おおーう」と気の抜けた声が返ってきたので、俺は中に入る。


    　まだ夕方だというのに姉の部屋はカーテンが閉め切られ、明かりは姉が向かっているパソコンのモニターの光だけだった。床ゆかには着替えやら雑誌やら本やらとにかくありとあらゆるものが散乱していて足の踏み場もなかった。


    「何だお前、勝手に入ってくるんじゃねーよ」


    「ノックしただろ。返事しただろ」


    　自分はノックもせずに俺の部屋に入ってくるくせによく言う。


    　姉はテーブルの上のパソコンモニターから視線も外さずにタバコに火をつける。


    　モニターの中では何やら小さい人々が所狭しと動き回っていた。


    　大方、軍隊を率ひきいて世界を侵略しているか、神様となって世界を一から造るか、どちらかのゲームに勤いそしんでいるのだろう。服装が昨晩と何一つ変わっていないため、一日中外出もせずにゴロゴロしていたのはほぼ間違いない。


    「──で、どうだった？」


    　相変わらず振り返りもせずに姉はそう言った。どうだった、とはもちろん三み月け音ね子このことだろう。


    「少なくとも、クラスの誰かにいじめられてるような場面は見なかった」


    「ふーん。で？」


    　俺はベッドの上の着替えを端にやり、空いたスペースに腰を下ろして、赤あか糸しが駐車場で言った言葉を思い出す。


    



    　──三月音子さんは、誰かにいじめられてるとか以前に、性格が曲がってるわ。


    　──普通に世界が壊れてしまえばいいと思ってる、だなんて、普通に普通じゃない。


    　──歩あゆ。これ以上首を突っ込むのは、きっと、過ぎた問題よ。


    



    「──きっと、音子の抱えてる問題は、もっと根が深いものじゃないかな、って思うんだ」


    「ふーん。で？」


    「だから、これ以上は、首を突っ込むのはよしたほうがいいって言うか」


    



    　──もうこれで、三み月け音ね子こさんのことを考えるのはやめてくれるわね。


    



    「何か手助けができればいいって考えてたけど、向こうは別にそれを望んでないらしいし」


    



    　──でないと私、歩あゆとチームを組んでいく自信がなくなるわ。


    



    「ふーん。で？」


    　姉は、いつの間にか椅い子すをこちらへ回転させて、俺おれを見下ろしながら言った。


    「だから、その、このままだと、これ以上は無理じゃないかな、と思って」


    　タバコを灰皿へ押し付けて立ち上がると、姉は俺の髪の毛を摑つかんだ。


    「いたたたた」


    「お前な。十と四よさんの妹と向かい合ったのは今日きようが初めてなんだろ？　そのくせに偉そーに語るんじゃねーよ小僧。誰かと向き合ったのなら、もう一日やそこらで終わることじゃねーんだよ。一週間でも二か月でも三年でも続けやがれ。それが手を差し伸べることを請け負った人間の覚悟だろーが。一日くらいで放棄するなら、もとより十四さんの願いを聞くなっつーんだよ」


    「痛いな、くそ、離せ」


    　俺は髪の毛を摑む姉の手を振り払うと、立ち上がって姉と睨にらみあう。


    「暴力反対だ」


    「お前が眠いこと言ってるからだろーが」


    「じゃあどうすりゃいいんだよ」


    「最後まで責任もって向き合え。それで酷ひどい目にあうんだったら自じ業ごう自じ得とくだと思ってギリギリまであがけ」


    



    　俺は別れる間際に赤あか糸しが言った言葉を思い出していた。


    



    　──それでも。歩が責任もって首を突っ込むというのなら。私とボンに迷惑かけないと誓えるのなら。試してみればいいわ。


    



    「くそ。二人して同じようなこと言いやがって」


    「ああ？」


    「もう無理だと思ったし手に負えないと思ったし何よりもめんどくさいと思ったけれど、それじゃあ、最初からそもそも誰のことも気にするなよ、って話を自分自身にするのなんか俺だってごめんなんだよ。一度自分が手を出したことの責任くらい何度だってとってやる。もう前までの、自分の体さえ自分で守れない俺おれとは違うんだから」


    「ようし、言ったな」


    　姉は俺を睨にらんだまま、くっ、と鼻を鳴らすと椅い子すに戻り、その上で胡坐あぐらをかいた。


    「それでこそ男の子だ」


    「旧きゆう態たい依い然ぜんとした価値観だぞ」


    　俺はそう言いながら先ほど部屋から探し出したものを姉へ差し出す。


    「──懐なつかしいな。ずいぶん前にあたしがお前にやったＣＤだ」


    「返す」


    「あげたんだよ」


    　以前、俺が膝ひざを壊して陸上をやめて、自分にはもう何もないと気づいてしまった日。


    　それから何をしていいかわからず、ずっと部屋に閉じこもっていた日々。


    　悪態をつきながら部屋に踏み込んできた姉が俺に投げつけたそのＣＤは、少なくとも俺に「こんな世界何も価値がない」と思わせないようにする力を持っていた。


    　この世のどこかでこんなふうに世界に怒り、それを激しい音楽に昇華して発信している人たちがいるんだ、と教えてくれた。自分の抱いだいている絶望など何の力も持っていないことを知らしめてくれた。だから俺は部屋を出ることができたのだし、今でもヘッドホンでそのことを忘れないようにずっと聴き続けている。


    　だが、このＣＤだけじゃ足りない、と思ったのだ。


    　赤あか糸しと別れ、家に帰るまでに俺が考えたのはそのことだった。


    　このバンドに力をもらった俺は、あんなふうに世界を吐き捨てる音ね子こという人間に出会うことはできたが、それ以上向き合うには新たな力が必要だ。だから俺は、この部屋を訪れたのだ。


    「これは返す。だから、別のやつを貸してくれ」


    「……わかった。別のやつだな」


    　姉はそう言ってＣＤを受け取ると、ベッドへ放り投げ、キーボードの下敷きにされていた別のＣＤを引っ張り出して、俺に渡した。


    　以前貸してくれたのはドイツのインダストリアルヘビーメタルバンドだった。今度のも、やはりジャケットやインデックスにはドイツ語が並んでいる。


    　だが、ヘビーメタルではないようだった。ジャケットには馬のような動物の可愛らしいイラストが描えがかれている。


    「またドイツのバンド？」


    「偶然だ。気にすんな」


    　そう言いながら姉は新たなタバコに火をつけた。


    「いいか歩あゆ。音楽の力を過信しろよ。音楽を聴いて、もらった力ってのは、要するに、自分自身の中から出てきた力だってことだ。自分から出てきた力を過信しろ。自分自身を過信すりゃ、大抵のことはやりこなせる」


    　とてもいいことを言われているはずなのに、大学にも行かずバイトもしていない姉に言われるかと思うと、素直には頷うなずけなかった。


    



    　それは、ドイツのパンクバンドだった。


    　激しいギターとドラムは以前まで聴いていたバンドと似ているのだが、曲の構成がまるで違う。速く、メロディがあり、コーラスワークも豊かだ。ドイツ語のために何を歌ってるのかはわからなかったが、怒りをぶつけているだけではなさそうだった。


    　むしろ楽しいことや哀かなしいことや嬉うれしいことを曲によって歌い分けているようだ。音楽のジャンルは違ったが、このバンドも一発で気に入ってしまった。


    「──映画だけじゃなくて音楽もいろんなジャンルがあるんだな」


    　そんな当たり前のことに今さらのことながら気づかされる。映画だけでなくて音楽もいろいろ手を出してみようか、と思ったそのとき。


    　スマートフォンのディスプレイが点灯した。


    　ヘッドホンを外し、手に取る。『非通知』の文字。


    　二十二時五分。


    　今日きようは帰宅して着替えていなかったために制服のままだったが、構わない。ロック状態を解除して耳に当てる。


    「俺おれだ」


    「こんばんは。歩あゆ。──呼び出されたわ」


    「わかった」


    「それじゃあ、『時間の外』でまた──遊びましょう」


    「おう」


    　俺の返事とともにスマートフォンの画面が音もなくぐにゃり、と柔らかくなったかと思うと意思を持った生き物のように、本体の外へと伸びて広がる。そしてそのまま俺の全身を包み込み、『時間の外』へと連れていった。


    



    　目の前が開けると、薄暗い小部屋だった。すぐに辺りを見回す。


    　どうやら病室の中であるらしかった。左右に使われていない患者用のベッドが三つずつ並んでいる。部屋の蛍けい光こう灯とうはついておらず、廊下からの弱い光が青白く差し込んでいるだけだった。


    　俺はベッドの上をざっと見回す。綺き麗れいに折りたたまれたシーツと枕まくら以外は何も乗っていなかった。廊下へと続くドアをそっとスライドさせ、廊下の先を見る。薄暗い廊下の先は暗く沈みこんでおり、誰の気配もしない。廊下を右に進んだ先に小さめのロビーがあり、そこは少しだけ明るかった。さらにその奥には暗くら闇やみが伸びている。


    「サイク」


    　俺おれは小さな声で相棒の名前を呼ぶ。俺とサイクはパートナーだが、決して同じ位置に現れることはない。いつも隣か、向かいか、お互い一つか二つ別の病室に送られるのだ。


    「こっちだよ、歩あゆ」


    　隣の病室の中から高く透き通った声がした。


    　俺はなるべく音を立てないように廊下を進んで隣の病室へと滑り込む。壁際のベッドの上に、サイクは綺き麗れいに折りたたまれていた。


    　全身を細く柔らかな蛍けい光こうの緑色の長毛で覆おおったその体と、同じ毛並みで包まれた大きめの丸い頭の頭頂部の両側には耳のようなものがてろん、、と垂れ下がっており、大きな単眼は俺を見つめている。


    「さあ、とっとと僕を着てくれよ」


    　目の下に大きく広がる切れ込みのような口でそう言った。


    「はあ。しかし嫌なもんだよ、なんだって僕たちは戦わなくちゃいけないんだろう？　何より疲れるし攻撃されたら痛いし、最悪死ぬんだ。こんなの野蛮人のやることだよ。僕たちはもっと平和的解決を目指すべきだ。話し合いとかね。どうして誰もそれを試みようとしないんだろう？　思うに僕らの中の人たち──つまり君たち人間って、よっぽど頭が悪いんだね。相手が襲おそってくるから立ち向かう。そんな短たん絡らく的てき思考で衝動的に動いているだけなんだから。とりわけ君の頭の悪さは折り紙つきだ。僕の言うとおりにしていればいいものを、言うこと聞かずに思いつくまま行動するんだから」


    　サイクの大きな口に体を滑り込ませ、全身をフィットさせてもサイクの減らず口はやまない。これまでに何体かのキグルミと対面したが、それぞれその姿形も性格もバラバラで、サイクはその中でも特にお喋しやべりだった。それでも俺はしばらくサイクの言いたいがままにさせておく。


    「その結果、僕たちは貴重な命を一つ失ってしまったんだよ、わかってるの？」


    　キグルミと、それを着た人間はそれぞれの命を一つの体で共有する。つまり、一つの体に二つの命を持つことになり、『時間の外』でキグルミを着ている状態であれば、最悪、一度は死んでしまっても復活が可能、ということになっていた。


    　そしてサイクの言うとおり、俺は以前の戦いで貴重な命を一つ失ってしまっていた。つまり、もう後がない。


    　サイクが俺を責め続けるのはこういった事情があるわけで、それについては何の反論もないために俺はただ黙って、サイクの気がすむのを待つのみだった。


    「まあ、それでも最近はようやく僕の言うことを聞いてくれるようになったからましだよ。進歩と言ってあげても良い。このあいだも、誰とも戦わずしてやり過ごすことができたんだから。はじめからそうして、これからもそうしていけばいいんだよ、これは心の底からそう思う。君だって賛成してくれただろ？」


    　サイクは「誰とも戦わず」と言ったが、それは正確には違う。


    　この巨大病院の中の『時間の外』では、少なくとも一度はキグルミ同士が攻撃を交し合わなければいけない。そういう仕組みだからだ。


    　俺おれはサイクの中で左手を強く握る。


    　同時にサイクの左手から黒く鋭するどい三本の爪つめが飛び出した。


    「大体、歩あゆは僕の武器を使いこなせてるとは思えないよ。そんなことじゃ誰にだって勝てるもんか。圧倒的に不利だよ。いったいどんな悪あく行ぎようを働いたらこんな星の下に生まれるんだ。全くもって神様なんていないと思わないかい、歩」


    「サイクは宗教を信じてるのか」


    「もちろん何も信じてないよ。神様なんていない、と言ったばかりだろ、歩。君は信じているの？」


    「いや、信じてないな。俺はとりあえず──」


    　左手をサイクの中で開き、特性の一つである爪を引っ込ませる。


    「──自分を信じてみることにしようかと思ってるんだ」


    「ちょっと待って、それは」


    　サイクは額ひたいの上で沈んだ声を出す。


    「僕のことを信じないってこと？」


    「いや、そういう意味じゃなくって」


    　俺は慌あわてて訂正しようとするが、サイクは聞き入れない。


    「呆あきれたね。君はこの期ごに及んでまだそんなことを言うのかい？　その結果、僕らの身に何が起こったか忘れたわけじゃないだろう？　もし忘れたって言うんなら、それは手のつけようのないアホだよ、歩。前言撤回だ。僕は、神様を信じないときだけ、神様の存在を信じることにするよ。ああ神様、どうして僕のパートナーはこんなにわからずやなんだ！　あんたのことが信じられないよ！」


    「──静かに」


    　廊下の外で、小さな音がした。サイクの声が止まる。


    　俺とサイクは全身の意識を廊下の外へ飛ばした。


    　サイクの意識と、俺の意識が寸すん分ぶん違たがわず重なっていくのが頭の芯しんで理解できていく。俺の心とサイクの心が、同じ体の奥底で、同時に扉とびらを開いて『出会った』瞬間だ。


    　次の瞬間、俺の額にあるサイクの瞳ひとみが、病室の中にあるものすべてを捉とらえ、瞬またたく間に廊下の外へと広がっていく。


    　病室を出てすこし左へ進んだ先に小さな人影ともう一つの影がじっとしているのを捕ほ捉そくしたところで視界の広がりは止まる。性別と顔まではわからないが、二つの命がそこにいることは手に取るようにわかった。


    　サイクのもう一つの特性は、遠くにいる相手を見つけることのできるこの瞳ひとみだ。


    《ボンと赤あか糸しじゃないね》


    　サイクが頭の中に直接声をかけてくる。


    《ああ。あいつらにしては、怯おびえすぎている》


    　サイクの視界の中で、顔のわからない二つの影はじっと身を潜ひそめていた。一つはとても震えているが、もう一つは、ほとんど動かない。やがて、動かないほうの影が、抱えられていることがわかる。


    《一人は抱きかかえられてる。怪け我がをしてるのかもしれない》


    　だとすれば俺おれは助けに行くべきなんじゃないだろうか。思わず動き出そうとした俺をサイクが止める。


    《違う。あれは怪我してるんじゃない。あれは、まだ着られてないんだ》


    　着られてない？


    　もう一つの影はキグルミだということか。


    　そしてキグルミを抱えている人物は、そいつをまだ着ていない。キグルミは、『時間の外』では武器であり、鎧よろいであり、もう一つの命だ。この病院の中でキグルミと出会いながらも、着ていないということは、恐らくそいつは、まだキグルミのことを理解していない。


    　初めて俺がここに送られてきた、あのときと同じ。


    《着てないなら、まだ見つかる心配は少ないね。ついてる。今のうちにここを出よう。物音も立てずに床ゆかに穴を開けることくらいできるだろう》


    《待って、サイク》


    《聞きたくないな》


    《まだあの人がキグルミを着てないんだったらそれは──》


    《歩あゆ、僕は二度同じことを言いたくないんだ。僕は確かに聞きたくないって言ったよ》


    《──まだ敵じゃないってことになるんじゃないか》


    《だからなんだ？　敵じゃないなら全員味方だって？　違うよ、それはただの、敵以外、だ。決して味方じゃない。勘違いしないでよ、歩》


    　高く透き通った声は、頭の中で語尾を少し濁にごらせた。


    　その瞬間、サイクの瞳が捉とらえていた視界が乱れて廊下の情報は遮断され、再び病室の中だけしか見渡せなくなった。俺とサイクの集中が切れて、二つの心の『出会い』が引き離されたのだ。


    《──視界が閉じられた。歩、まさか、また僕の言うことを聞かずに勝手な行動をするつもり？》


    　サイクは沈んだ声を頭の中に投げかけてきた。同時に、手足の感覚が一気に重くなる。心と心の『出会い』が最も離れてしまったせいだ。こうなると思いどおりに動くこともできなくなる。良くない兆ちよう候こうだった。


    《そもそもあれが誰かもわからないまま出ていくなんて無謀すぎるよ。いくら着ていないからって言っても、そいつがそもそも歩あゆのことを嫌ってる奴やつだったら結果は同じだ》


    　沈んだ声にそう言われて、俺おれは昼間、巨体のクラスメイトに言われた一言を思い出した。


    　確かに、秘められた悪意や敵意というものは、ある。


    《それに歩、卵のことだってあるんだ》


    　卵──ピエロの顔がペイントされた、中身を抜き取られた卵の殻から──そいつを体内に埋め込まれた人物は、誰であろうとこちらへ悪意と敵意、それと明確な殺意を持ってこちらへ向かってくる。たとえ、昼間の学校では仲良しのクラスメイトだったとしても。


    《わかったよ、サイク》


    　俺は頭の中でようやく返事をした。


    《よかったよ、わかってくれて》


    　サイクの声は高く澄んだものに戻り、同時に手足の感覚も軽くなった。


    《ここを出よう。赤あか糸しとボンと合流しないと》


    　俺はそう言ってサイクの爪つめを伸ばした。


    　左腕を振り上げ、床ゆかを四角く切り取ろうとしたそのとき──。


    「言ってる意味がわからないっす！」


    　その声は聞こえた。


    　俺は振り上げていた手を空中で止めて、廊下の外へ意識を飛ばす。


    　額ひたいの視界は再び病室を飛び出し、廊下の先にいる二つの影を捉とらえた。


    「時間がありません。ワタシを着てくだされば、それで貴女あなたは始まります。すべては、貴女の思いどおりになるでしょう」


    「着るって、どういうことなんすか？　始まるって何がっすか？　ていうか、ここどこなんすか？」


    　声は二つ聞こえた。一つは、サイクほどではないが高く、落ち着いた声。もう一つは、口の先だけで喋しやべるような、早い声。


    　昼間に確かに聞いた──三み月け音ね子この声だ。


    《何してるんだよ歩、早く行かないと》


    《サイク。あれは、俺の知ってる奴なんだ》


    《だからなんだ？　さっき僕は言ったばかりだよね？　知ってる奴だからってそいつは決して味方じゃないってさ！》


    《大丈夫。信用してくれ。あいつは、味方なんだ》


    《本当に？》


    　本当のことを言うともちろん、味方でも何でもない。むしろ、今日きよう初めてまともに会話したくらいだ。あれをまともな会話と言えるかどうかという問題もあるが、この際そこは大目に見よう。


    《……本当だよ》


    《噓うそだ！　何かを三行分くらい考える間があったじゃないか！　君は信用できない！》


    《頼む、一度だけ信用してくれ。あいつがまだ抱えてるやつを着ていないのなら、俺おれが説得する。あいつのことはよく知ってるんだ。自信がある。お前だって、敵は少ないほうがいいだろ？》


    　額ひたいのサイクの視界はまだ廊下の二つの影を捉とらえたままだ。完全ではないが、まだサイクと心は離れきっていない。こいつも考えてくれているのだ。


    《あいつに明確な殺意や敵意が見えたら、歩あゆは、着てしまう前に殺せるのかい？》


    　サイクのその言葉で俺の思考は一瞬止まる。三み月け音ね子こを殺す。サイクの爪つめで。俺の手で。


    《……もしそうなったら、着てしまう前に全力で逃げる》


    《だろうと思ったよ。歩には無理だってね。君には郷ごう田だやアロみたいな覚悟がないってね》


    　覚悟。責任。そんな言葉が頭の中をかすめる。


    《はああ。まあいいよ。歩の言うとおり、敵が少ないほうがいいってのは全く同じ考えだ。君が絶対に説得できるって言うんだったら、一回だけ聞いてあげるよ》


    　サイクはゆっくりとそう言った。


    《本当か？》


    《うん。とりあえず今のところ、相手から殺意の色は見えないしね。けれど、今じゃない。赤あか糸しとボンと合流してからだよ》


    《だけど合流する前にあいつが着ちゃったら》


    《そうなったら諦めるんだ。当たり前だろ。歩が廊下の人を殺せなくても、彼らなら、やってくれるだろうからね》


    　赤糸のキグルミであるボンが、彼の特性であるその大きな白い鎌かまを、音子の体へ深々と突き刺すイメージが浮かんだその瞬間──


    「敵がいます。ジェネラル」


    　廊下の先で、高く落ち着いた声が言った。


    「バレた！」


    　額の視界から二つの影がどんどんと遠ざかっていく。俺はすぐさまに病室を飛び出す。


    「追うな歩！　赤糸とボンを待つんだ！」


    「もう見つかってる！　待ってる暇ひまはない！　必ずなんとかする！　信じてくれ！」


    　三月音子はまだキグルミを着ていない。


    　ということは、彼女の運動能力はまだ引き上げられていないことになる。サイクを着た俺ならすぐに追いつくはずだ。俺はリノリウムの床ゆかを思い切り踏み込んで一気に加速する。薄暗い廊下の両側に並ぶ病室の扉とびらが一気に後ろへ流れ去っていった。廊下の先、曲がり角の手前で三み月け音ね子この姿を捉とらえる。


    「音子！」


    　俺おれは彼女の少し手前で速度を緩ゆるめて止まると、名前を呼びかける。必死で走っていたその背中は、一度びくんと大きく跳ねて、それからゆっくりと止まった。


    「……私を、知ってるっすか？」


    　そう言うと小さな背中が回り、代わりに大きな眼鏡めがねとつるり、としたおでこがこちらを向いた。


    「うん。知ってる。音子……さん。三月、音子さん。君も、俺を知ってると思うんだけれど」


    　今にも逃げ出しそうな姿勢を保ったまま、音子は両手で必死に抱えられた巨大な衣服のようなものでこちらをガードする。


    　あれが音子のキグルミだ。ただの薄汚れた白衣のようにしか見えなかったが、この巨大病院にはひどく似合っている。


    　丸められた服の中から断続的に聞こえる呼吸音が不気味だった。


    「……私が？　あなたを知ってる？」


    「知ってるはずだよ。ほら、今日きよう、学校の帰りにさ」


    　音子はこれ以上近づけられないというくらい眉まゆ根ねを寄せながら大きな目を細めて俺を見る。


    「いや……そんな変なの着た人なんか、知らないっすけど」


    　彼女はずり落ちてくる眼鏡をゆっくりと直すと、そう言った。


    「変なのってなんだよ！」


    　サイクが声を上げる。


    「わっ。わわわっ。何かが喋しやべってる？」


    　音子は驚いて身を翻ひるがえそうとする。


    「待って俺だよ！　死んだほうがいいって君に言われた男のほう！」


    　俺はそう言いながらにサイクの頭を脱いで後ろへ倒し、自分の顔を見せる。


    「ええ？　死ん、え？」


    　音子はそう言いながら翻しかけた体を再び無理やり戻そうとして足をもつれさせながらバランスを崩して倒れ、結果、廊下を転がると壁におでこをしたたかにぶつけた。


    「きゅう！」


    　わあ、本当にきゅうって言う人、初めて見た。


    「いや、あの、落ち着いて、音子さん。ね？」


    　白衣から手を離さないから顔がノーガードになるのに、なぜそれに気づかないのだろうか。


    「うーん。少なくとも急いで殺したり逃げたりする必要はなさそうだなあ」


    　サイクもしみじみとそう言う。


    「思い出したっす。逆さか木き原ばら赤あか糸しさんでもリア充でもないほうっす」


    　音ね子こはそう言いながら床ゆかに転がった眼鏡めがねを拾い上げて立つと、衝撃で曲がってしまったフレームを無理やり元に戻してかけなおす。すぐに眼鏡はずり落ちるが、音子は気にしてない様子だった。


    「そ、そうだよ、大おお垣がい内と歩あゆって名前があるんだけど、一応」


    　俺おれはサイクの頭をかぶりなおす。


    「歩、リア充じゃないのに死ねって言われたの？　へえー。いよいよだね」


    　ほっとけ。ていうか赤あか糸しでも知らなかったリア充なんてスラングをどうしてお前は知っているんだ。


    「大垣内……歩くん」


    　音子は、サイクの顔の辺りをじっと見ながら、ようやくそう言った。


    「うん。あの、とりあえず、ゆっくり、落ち着いて話がしたいんだけど」


    　俺がそう言った瞬間、音子の抱えている白衣の中から細く白い煙が数本勢いよく噴き出した。


    「わっ。わわわわっ」


    「サイク、攻撃か？」


    「ちがうね。あれは──水すい蒸じよう気きだよ」


    　俺はサイクの爪つめを構えようとして、やめる。今出しても警戒されるだけだ。


    「──ジェネラル」


    　白衣の中から高く落ち着いた声が聞こえた。若じやつ干かんくぐもっているため、男性か女性かはっきりしない。


    「彼らは敵です。話を聞いてはいけません。今すぐ、ワタシを着てください」


    「着る……？」


    　音子は腕の中の薄汚れた巨大な白衣を必死で抱えなおす。


    「そいつを着ちゃいけない！」


    　俺は叫んだ。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　廊下の角を曲がると再び廊下が伸びているが、その先に音子の姿は見えなかった。左手の壁にエレベーターのドア、その隣に非常口の明かりが見える。


    　俺は非常口の入り口へ走りこみ、上と下へそれぞれ続く階段を見た。どちらからも人の気配はしない。額ひたいにあるサイクの瞳ひとみに集中する。視界が広がっていき上のフロアを走っていく二つの影を捉とらえた。


    「上だ」


    「上だ、じゃないよ！　完全に警戒されてるじゃないか！　もう彼女はほとんど敵だよ！　歩の噓うそつき！」


    　サイクは不満の声をその後も矢や継つぎ早ばやに告げるが、俺おれは上のフロアの廊下を走っていく音ね子こに集中する。非常口から廊下に戻り、瞳ひとみの視界から音子の姿を逃のがさないようゆっくりと歩いていく。


    　やがてサイクの視界の中で二つの影が動きを止める。俺はその位置を確認しながら廊下を進み、廊下の右側のドアをスライドさせて中へ入る。


    　そこは診察室だった。天井を仰あおぎ、サイクの瞳が捉とらえる視界を狭くさせると、見える範囲が狭くなったぶん、より細かく上のフロアの様子がわかった。


    　この真上の部屋も同じように診察室らしく、二つ並んだデスクにいくつかの椅い子すと、細長いベッドがあるのがわかった。


    　窓はなく、四方は壁で囲まれている。その奥に音子とあのキグルミは固まって座り込んでいるようだった。ほかに生き物の反応はない。俺は診察室の入り口から少し入った位置に立つと、サイクの中で左手を強く握り、三本の黒い爪つめを出した。


    「歩あゆ。僕は一回だけ君の言うとおりにしてもいいって言ったんだよ。これはもうその範はん疇ちゆうを超えてる」


    「違うよサイク。俺の一回は、ずーっとずーっと長いんだ」


    「詐さ欺ぎだ！」


    　サイクのその声と同時に俺は床ゆかを踏み込むと思い切り天井へ向かって飛び上がる。


    　左手を三度振り、天井に切れ込みを入れ、重力に従おうとする三角形の板を右手で突き上げる。粉々に砕けた天井の破片を全身にかぶりながら、俺は上のフロアへと続く穴を通り抜けた。


    　怯おびえきった目でこちらを見る音子と視線を合わせながら、俺は真上の診察室へと降り立つ。


    「怯えて逃亡する少女を追って床に穴を開けて登場。舞い落ちる埃ほこりと巻き上がる粉ふん塵じんをバックに登場。長く鋭するどい黒い爪。無表情に少女をじっと見下ろすその巨大な単眼──完全に悪役だよ、これじゃあ」


    　サイクは呆あきれるように言った。


    「うるさいな。自分が無表情に見下ろさなければいいだろ、せめて」


    「こ、殺さないで。お願い」


    　音子は壁に背中をつけたまま首を横に振りながら泣きそうな声で言った。


    「違う違う殺さない。殺さないから」


    　俺はサイクの爪を引っ込ませてできるだけ優しい声でそう言う。


    「ジェネラル。彼らは敵です。殺されますよ」


    　白衣の中の鉄の顔は落ち着いた声で余計なことを言った。


    「ほら歩、やっぱり敵だよ、僕の言ったとおりだろ、謝って逃げよう」


    「いや違うんだ、三み月け音子さん、俺、クラスメイトだから。あの、クラスメイトを殺すことはしないって」


    「エロいことっすか。エロいことするんすか私に。病室で器具とか使うんすか。性せいの癌がん告知っすか」


    「うん、意味がわからない！　落ち着こう、ね？」


    「ジェネラル。彼らはエロいことよりも貴女あなたを殺します。ワタシを着てください」


    「歩あゆ、エロいことするんならせめて僕を脱いでやってくれないかな。僕は他人の性行為に付き合う趣味は持ってないんだ」


    「うるさい。おまえらうるさい。ちょっと黙れ。黙れってマジに」


    「わかったっす。黙るからその、痛いことはしないで下さいお願いします」


    　そう言いながら音ね子こは覚悟を決めたように診察用のベッドへ登り始めた。


    「乗らないで音子さん。何もしないから。目を閉じないで、眼鏡めがね外さないで」


    「……ホントに？　本当に何もしないっすか」


    　音子は涙を浮かべた目をこちらへ向ける。


    「しない。何も手を出さない。約束する」


    　そう言いながら俺おれは警戒されないように音子と少し距離を取って、医師用のデスクの上に腰をかけた。その様子を見て、音子はようやく落ち着いてくれたようだった。全身の緊張と警戒はまだ解いてはくれていなかったが。


    「とりあえず、俺と音子さんが喋しやべるから、サイクと、そこの、鉄の顔の奴やつは少し黙っててもらえると助かる」


    「うまく行くとは思えないけどね」


    　サイクは渋々とそう言った。


    「鉄の顔の奴とは、ワタシのことですか？」


    　音子の両手に抱えられた白衣の中からくぐもった声がする。


    「そう。あんたのことだよ」


    「──ジェネラル。できればワタシの顔を出してもらえると助かります」


    　そう言われて音子は恐る恐る薄汚れた白衣をかきわけ、中から赤黒い鉄の塊かたまりを取り出した。


    「こ、これでいいっすか」


    「感謝します、ジェネラル。ですが、これでは真後ろをむいてしまっています」


    「そ、そうなんすか」


    　慌あわてて音子はその鉄の塊を百八十度回転させた。はじめはどこが目でどこが口で上下どちらが正しいのかすらわからなかったが、言われてみると確かに、何やら二つのレンズのようなものが塊の正面に並べられていて、それが瞳ひとみに見えないこともなかった。


    「と、ところで何で私をジェネラルって呼ぶんすか？」


    「貴女が、ワタシの従うべき存在だからです」


    　まるで軍隊みたいだな。


    「お前、名前は──ああそうか、ないんだっけ」


    「はい。ワタシに名前はつけられていません。必要ないからです」


    　鉄の塊かたまりはくぐもった声で答える。


    「そ、そうなんすか」


    「はい、ジェネラル。もしそれが不便であるならば、如い何か様ようにもお呼びくださって結構です。貴女あなたの望むままに。ワタシはすべて従うのみです」


    　鉄の塊の落ち着いた声の提案に、音ね子こは萎い縮しゆくしてしまっているようだった。


    「そ、そんなこと急に言われても困るっす」


    　いいなあ、あれ。俺おれの相棒もあんだけ従順だったらなあ。


    「歩あゆ。君が今何考えてるか当ててみせようか？」


    　サイクが平淡な声で言った。


    「いや、いい。たぶん正解だよサイク」


    　そのとき、床ゆかから小さな音が連続して聞こえ始めた。


    「音子さん」


    「な、なんすか」


    「そいつの名前のことは後に回すとして、まずはいろいろ説明しないといけない。床を見てくれるかな」


    「床？」


    　ずり落ちてくる眼鏡めがねを手の甲で押し上げながら、目を細めて音子は床に視線を飛ばし、ぽかん、と口を開けた。


    「な。ななななな」


    　音子の視線の先では、先ほど俺が下のフロアからショートカットで移動するために開けた穴が、自動で塞ふさがりはじめていた。


    　砕けたコンクリートや裂けたリノリウム、曲がった鉄筋や散らばった断熱材などが、すべてひとりでに元あった場所へ移動していく。やがて再びそれぞれがぴったりと接合し、元通り床の穴ははじめから存在しなかったことになっていた。


    　俺はデスクから降りると穴のあった場所へ移動し、床を二、三度強く踏みつけた。


    「ここは、こういう場所なんだ」


    「どういう場所っすか」


    「うまく説明できない。というか、俺も全部を把握してるわけじゃない。ただ言えるのは、この病院の中は『時間の外』と呼ばれていて、俺たちが昼間過ごしていた場所とは、何から何まで違うってこと」


    「ここから出ることはできないんすか」


    「以前試した。無理だった」


    　俺おれは首を横に振る。


    「……これは夢なのだろうか」


    　音ね子こはそう言いながら眼鏡めがねを外して目頭を指で強く押す。


    「残念ながら夢じゃない。殴られたらちゃんと痛いし、それに──まあいい。とにかくこんなんでも現実なんだよ」


    　それに、最悪死ぬし。と言いかけてやめた。今はいたずらに怯おびえさせないほうが良い。


    「これも。ここも、現実……」


    　ポツリとそう呟つぶやいて、音子は膝ひざの上に乗せている白衣を纏まとった鉄の塊かたまりに目を落とす。


    「これと、その、大おお垣がい内と歩あゆくんの着ている、緑のやつは、なんなんすか？」


    「一応、サイクって名前をもらってるんだけどね」


    　サイクが口を挟む。


    「サイク……」


    　音子は顔を上げると眉まゆ根ねをきつく寄せたまま、俺とサイクの全身をゆっくりと上から順に見下ろしていく。


    「こいつに名前はないんすか」


    　音子は鉄の頭を少し上げた。


    「音子さんがつけていいと思うけど」


    「はい。ジェネラルがお好きにお付け下さい」


    「大垣内歩くんなら、なんてつけるっす？」


    　音子は急に意見を求めてきた。


    「え、俺なら……」


    　俺は鉄の頭を見て、それからその下の白衣を眺めた。


    「ドクター・ストレンジラブ……」


    「長いっす」


    「仕方ないだろ、急に振られて、パッと、思いついたのがそれだったんだ」


    　白衣から博士→ドクターまで連想して、好きな映画のタイトルが思いついただけだ。


    「ラブってのは少し……可愛いと思うっすけど……ラヴイ」


    「へ？」


    「ドクターストレンジラブの、ラブだけ取って、ラビイって、どっすか！」


    　音子は目を輝かがやかせたかと思うと、口を逆三角形にして提案をした。


    「……いいんじゃないかな」


    「じゃ、これ、今からラビイっす」


    「サイクと、音子さんの抱えている鉄頭の、えーと、ラビイのことは、キグルミって呼んでる」


    「キグルミ……つまり、なんなんすか、それ」


    「うーん、なんていうか、彼らは……」


    　パートナーというか、相棒みたいな存在──と俺おれが答えようとしたそのとき。


    「たまたま偶然一緒にいるだけの存在だよ。僕は僕。歩あゆは歩。それだけさ」


    　サイクがはっきりとそう言った。


    「偶然一緒にいるだけ？」


    　音ね子こは再び膝ひざの上に視線を落とす。


    「サイク、そんな言い方──」


    「だって実際そうだろ、あのとき僕と君は偶然近くにいただけだ。それからなんだかんだで一緒にいるけれど、一人ずつのままだとお互いろくに戦えないから、仕方なく着られてやってるだけだ」


    　サイクのその言い草に思わず目の前が真っ赤かになる。


    「逆だ。着てやってるんだよ、俺がお前を。俺だってお前みたいなわーわーわーわーいつまでも前のことをグチグチと喋しやべるやつなんてごめんだ」


    「そっくりそのまま言葉を返すよ。君はいつまでたっても僕の言うことなんか聞いてくれないじゃないか。前のことをグチグチだって？　ああ、何度でも言ってやるよ。これでもまだセーブしていたほうなんだ。僕が本気を出して愚ぐ痴ちを言い出したらどうなるか歩はまだ知らないんだ」


    「よーしおもしろい、やってみろ」


    「後悔しないでよ」


    　音子はそんな俺とサイクのやり取りを目を丸くして見ていた。


    「はあ。……仲悪いんすね」


    「「そうだよ！」」


    　サイクと声がそろってしまった。


    「ジェネラル。彼らのパートナーシップは最悪です」


    　ラビイがくぐもった声で言う。


    「そう。僕と歩の相あい性しようは最悪なんだ。そっちの鉄頭さんのほうがよっぽどわかってるよ」


    「結局のところ、貴方あなたはジェネラルに何を伝えたいのですか」


    　くぐもった声はサイクの言葉を無視して言った。


    「いや、だから、つまり」


    　どこまで話したか忘れてしまった。


    「この病院の中には、ほかにも、僕たちみたいな奴やつが何人もいるってこと」


    　サイクが音子に言う。


    「ほかにも？　私以外にすか？」


    「そうだよ。そしてそいつらは、みんな僕らを殺しにくるんだ」


    「──こ、殺しに」


    　音ね子こは再び全身に緊張を蘇よみがえらせてしまう。せっかく警戒が解けかけたところだったのに。


    「おいサイク、それは別に」


    「歩あゆのやり方は時間がかかりすぎる。この場合大事なのは、彼らが僕たちの敵か味方かだよ。それさえはっきりすれば用事はすむんだ」


    　サイクのその言葉を聞いて音子は診察用のベッドから降りて部屋の奥へ身構えたまま進む。


    「敵……殺す？　私を？」


    「そうじゃない。確かにそういうことを仕掛けてくる奴やつはいるけれど、俺おれたちは違う。俺は音子さんを──」


    「私を？」


    　守ってあげたいんだ。という言葉を飲み込んだ。そうじゃない。そんなことがしたいんじゃない。言葉を間違えるな。あのとき、郷ごう田だが俺に言った言葉と同じことを言ってはいけない。


    「俺は、音子さんと──一緒に戦いたいんだ」


    「戦う？」


    　音子はラビイの頭を再び抱きなおす。


    「一緒に協力し合って、なんとか──この世界を生き延びていきたい。信頼するから、信頼してくれないか。俺は何があっても音子さんの味方になるから、君も、俺たちの味方になってほしいんだ」


    「昼間も」


    　音子は床ゆかを見ながらぼそり、と言った。


    「確か、昼間もそんなこと、言ってたっすね」


    「うん。俺たちが思ってるよりもずっと、この世界は過酷なんだ。だから、できるだけ味方は多いほうがいい。一人きりで戦うよりもずっと勝ち目がある」


    　俺は少しだけ、音子に近寄る。音子は動かなかった。


    「ジェネラル。必要ありません。貴女あなたにはワタシがいます。誰とも手を組まずとも、ワタシだけでこの世界は思い通りにできるのです」


    　ラビイはそう言ったが、床を見つめたままの音子の耳には届いていないようだった。もう少しだ。俺は彼女の心に手が届くのを感じた。


    「一緒に戦おう。もう一人紹介したい仲間もいるんだ」


    　そう言って俺は左手を音子のほうへ差し出す。


    「攻撃してきます」


    　ラビイが声を堅くして言った。その声に反応して音子は後ろへ飛び退のき、床に落ちてしまっていた白衣の裾すそを踏んで派手に転んだ。


    「攻撃された!?」


    「違う違う。攻撃なんかしてない。握手をしようと思っただけだ」


    　慌あわてて音ね子こを引き起こそうと思うが、再び警戒の色に染まった音子の視線にこちらも一歩退ひいてしまう。


    「仕方ないな……」


    　俺おれはそう言って、額ひたいにあるサイクの瞳ひとみに集中する。たちまち視界は診察室から広がっていき、廊下を出てさらに上のフロアと下のフロアまで見渡す──よし、誰もいない。


    「歩あゆ。何を考えてるのかな」


    　サイクがぼそりと言った。


    「少しの間だけだ、サイク」


    　俺はそう言うと、被かぶっていたサイクの頭を後ろへ倒し、腕をサイクの中から引き抜き始める。


    「ちょっと待ってよ、歩。信じられない！　とても正気とは思えない！」


    「仕方ないだろ。お前を着ている以上、警戒され続けるんだから」


    　音子の怯おびえるような視線を受けながら、俺はサイクの口から両足を抜き、全身をサイクの中から出した。空気がひんやりと心地よかった。


    「考えられないよ！　今攻撃されたら二人ともおしまいなんだよ！　いったいなんだって君はそういう馬ば鹿かなことを相談もせずに始めるんだ！　僕になんか恨みでもあるのか？」


    「相談したって、反対するだろ」


    「当たり前だよ！」


    　俺は床ゆかで文句を言い続けるサイクを拾い上げ、デスクの上に置く。


    「信じてもらうにはこうするしかないんだ。ちょっと待っててくれ」


    「待たない。いいから僕を着るんだ。後悔する前に。早く。迅じん速そくに。直ただちに。今すぐだ」


    　俺はサイクに背を向けて音子へ向き直る。


    「さて。これで俺たちが攻撃はしないってわかってもらえたんじゃないかな」


    「……脱げるんすね、それ」


    　音子はデスクの上のサイクを見つめながらそう言った。


    「着れるからね。脱げるんだ。ついでに言うと、脱ぐと涼しい」


    「ジェネラル。彼の言葉に耳を傾けてはいけません。貴女あなたは誰の言うことも聞かずとも良いのです」


    　ラビイは音子の腕の中でそう言った。


    「音子さん。今は俺のキグルミの言うことも無視するから、君もそいつの言うことを無視してくれ。二人の人間同士で話がしたい」


    「無視するな！　馬鹿歩！　とんま！　まぬけ！　天罰あたれ！　色魔！」


    　むちゃくちゃ言うなあいつ。


    「色魔……？」


    　音ね子こは眼鏡めがねのレンズを反射させた。


    「無視してくれ、頼むから」


    　その瞬間、ラビイが一斉に何本もの水すい蒸じよう気きを吐き出した。


    「それ以上ワタシに近寄らないでください」


    　白くなった視界の先で高く落ち着いた声が聞こえたが、俺おれは一歩も退ひかない。ゆっくりと前に出て、緑色の長毛も黒く鋭するどい爪つめも生えていない左手を再び音子へ差し出す。


    「信頼してくれ。仲間になって、一緒に戦おう」


    　音子は差し出された俺の左手をじっと見つめたまま何も言わない。


    　俺は彼女がこの手を取ってくれるのをじっと待った。サイクもラビイも、何も言わずに音子の挙きよ動どうに注目していた。


    　やがて、ふいに音子はその視線を上げて俺の目を見た。その目はキラキラと輝かがやいて見えた。


    　何だ？　と思う間もなく音子は空中で止まったままの俺の左手に、自分が抱えていたラビイを載せると、そのまま俺の体に押し付けてきた。


    「ジェネラル？」


    　俺の腕の中でラビイは言った。その声には先ほどまでのような落ち着きは感じられない。


    　白衣と鉄の頭のキグルミを俺に押し付けた音子はそのまま俺のそばを通り過ぎ、デスクの上のサイクを手に取ると、その頭を上へ掲かかげて巨大な単眼と見つめあった。音子の表情は昼間、ファッションビルの五階「キャラファーム」で見たものと全く同じだった。


    　サイクは不安げに視線をこちらへ向けて言った。


    「……どうしたのかな」


    「か─────わいい─────────」


    　口を逆三角形の形に広げながら音子はそう言ってサイクの頭を抱きしめた。


    「んぐ────！　苦しい！　離して！　痛い！　回さないで！」


    　音子はサイクの頭を胸に強く抱きしめたままその場をクルクルと回る。


    「ジェネラル？」


    「あのー、音子さん？」


    　音子は回転をぴたりと止め、それでも少しふらつきながら俺のほうを見た。


    「交換してほしいっす！」


    「……は？」


    「私と大おお垣がい内と歩あゆくんのキグルミ、交換して欲しいっす！」


    　サイクを抱きしめたまま、音子は目を輝かせてそう言った。その子どものような純真な笑え顔がおに俺は思わず言葉を失ってしまう。昼間も思ったことだが、音子の笑顔は、普段の仏ぶつ頂ちよう面づらとのギャップもあってとても可愛らしく、魅力的に見えるのだ。


    「いや、音子さん、その、そういうわけにはいかないんじゃないかな」


    「そうなんすか？　だって大おお垣がい内と歩あゆくんもガンちゃんも、お互い一緒にいたくないんでしょ？　だったらいいじゃないすか」


    　音ね子こは口を尖とがらせながら早口でそう言った。


    「ガンちゃんって誰？」


    　サイクが音子の腕の中で不安げな声を出す。


    「ガンちゃんはガンちゃんっすよ。顔の真ん中に一つ、おっきな単眼があるから、ガンちゃん」


    「いやだ！　そんな名前は！」


    　サイクは抗議の声を上げた。


    「そうですよジェネラル。どうぞワタシのことをガンちゃんとお呼びください」


    　俺おれの腕の中で鉄の頭はそう言う。いや、お前は単眼じゃないけどな。


    「とにかく。二人は仲悪いんすよね？　だったら無理に一緒にいる必要ないと思うっす。私のほうがよっぽど、よーっぽど、ガンちゃんのことを大事にするっすよ！　言うことだって何でも聞くっす。どっすか？」


    　音子はサイクの口を広げて中を覗のぞきこみながら言った。さっきまで怖がっていたのに。


    「その提案はすごくありがたいね、音子──」


    　口を覗き込まれながらサイクは瞳ひとみをこちらへじろり、と向けて言った。


    「だけどその提案がうまくいって、皆がハッピーになるとは、僕には思えないよ。僕と歩は既に一度『出会って』しまっているんだ。一度でも『出会い』をしてしまうと、もうほかのパートナーは選べないんだよ」
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    「そうだったのか」


    「残念だけどね。そうなんだよ、歩あゆ」


    　知らなかった。いや、それ以前にサイク以外のキグルミと交換しよう、とすら思わなかったのだが。


    「……交換してくれたら、大おお垣がい内と歩くんの味方になるっす」


    　音ね子こは声のトーンを落として言った。


    「なんだって？」


    「ガンちゃんを私にくれたら、信用するっす。仲間になるっす。言うことも聞くっす」


    　このクラスメイトは笑え顔がおだけじゃなくて駄々まで子どもっぽい。


    「ジェネラル。ワタシと貴女あなたが出会ったのは、意味があることなのです。どうかその意味ときちんと向き合ってください。ワタシは、貴女に着てもらいたいのです」


    　そう。ラビイの言うとおりだ。


    　俺おれたちは、出会ったことに意味がある。出会ってお互いに関わった瞬間から簡単には離れられない関係になるのだ。だから俺はやっぱりサイクと離れるわけにはいかない。


    「音子さん、駄目だ。サイクは渡せないよ。俺の大事なパートナーであり、相棒であり、友達なんだ」


    　俺はさっきサイクに邪魔されて言えなかったことを、今度は音子にきちんと伝えた。


    「……ふーん」


    　音子は笑顔を消してつまらなそうにそう言うと、今度はサイクに問いかける。


    「ガンちゃんも同じ気持ちっすか？」


    　サイクは音子の腕の中で再びじろり、と俺のほうを見ると、


    「残念だけど、僕も歩と同じ気持ちだよ、音子。全く腹立たしいけれど、僕とあいつはどういうわけか、これでも相当に気が合うんだ。とてもそうは見えないかもしれないけれどね。歩は僕の言うことも聞かないし相談もせずに行動するし、しまいには一度死んでしまうし本当にうんざりするようなノータリンなんだけど、だからこそ歩には僕というしっかりものが必要というわけなんだよ」


    　一気に早口でそう言った。


    「言い過ぎだ馬ば鹿か」


    「えっこれで？　まだまだ全然足りないくらいだよ」


    「じゃあ、私は仲間にも味方にもならないっす」


    　音子は再びきつく眉まゆ根ねを寄せて、口を尖とがらせた。


    「敵でいいっす。敵っつったって具体的に何すりゃいいかわかんないっすけど、とにかく私は大おお垣がい内と歩あゆくんの敵っす」


    「そういうわけにもいかないよ音ね子こさん。俺おれは、サイクも渡さないし、敵にもさせないつもりだ」


    　音子は俺のその言葉に目を丸くしたが、すぐにまた睨にらみつけてくる。


    「どっちも取ろうなんてすげーわがままっすよ」


    　俺は音子を睨み返す。耳の奥で、ドイツ語の歌声が鳴り響いていた。


    「どっちも、じゃない。俺は全部取るつもりだ。サイクも、音子さんも、俺の友達もクラスメイトも全部。一度でも俺と関わった人は全部、最後まで責任をとるつもりでいこうと思ってる」


    「そんなの無理っす」


    「やってみないとわかんない」


    　俺はラビイを右手だけで抱えると、再び音子へ左手を差し出した。


    　音子は俺から視線を外して、一歩後ろへ下がる。


    「……もうわかってるっす。私は既に敵っすから」


    「そのとおりですジェネラル。さあ、ワタシを手に取って、そして着てください」


    「……それはそれで、嫌っす」


    　音子は、俺の手の中の声に返事をした。


    「なぜですか、ジェネラル。ワタシは貴女あなたに力を与えます。貴女の望むままに行動し、貴女に尽くします」


    「んー」


    　音子は、視線をサイクとラビイの間で何度か往復させてから、言った。


    「可愛くないからっす」


    　え？　そんな理由なの？


    「ええ、ジェネラル。ええ？」


    　白衣の上の鉄頭は、明らかに困惑した声を出した。


    「てか、怖いっす。不気味っす。ガンちゃんのほうが全然可愛いんすもん」


    「いやまあ、うん。音子さん、それは僕も認めるけどさ、そんなはっきりと言っちゃ可か哀わい相そうだよ……」


    　サイクは音子の手の中で申し訳なさそうな声を出す。


    「おい、お前もなんとか言え、あんなこと言われたんだぞ」


    　俺は思わずラビイを両手で持ち上げて声をかけた。


    「……」


    「いや黙るなって！」


    「いえ、敵です」


    　ラビイは、固い声ではっきりとそう言った。


    　次の瞬間、床ゆかが細かな振動を始め、耳の中で堅い物と堅い物を無理やり押し付けあいながら崩しあうような低い音が連続的に響き、診察室の中にゆっくりと光が差し込み始めた。じっとこちらを見たまま動かない音ね子この頭の上を、青白い光が覆おおっていく。


    　明るい栗くり色の髪の毛が、その瞬間は完全に金色に見えた。


    「何……？」


    　音子は微動だにしないまま、声になっていない音を俺おれに投げかける。


    「静かに。サイクをこっちに」


    　俺はラビイを音子へ差し出しながら左手でサイクを受け取ろうとする。だが音子は小さく首を何度も振るばかりでそれ以上動こうとしなかった。恐怖のあまり一歩も動けないのだ。


    　堅い物を力任せに押し付けあうような音がふいに途切れ、斜めに差し込んできた青白い光が一気に診察室の中に流れ込む。俺は咄とつ嗟さに音子の隣へ走りこみ、音と光が入り込んでくる方向を見た。


    　同時に床を大きく震わす振動音が全身を襲おそう。思わず耳を塞ふさぎたくなるが、間かん髪はついれずに細かな粉ふん塵じんと飛び散ったコンクリートの破片が一斉に舞い上がる。


    　診察室の壁がすべて、ドアを一枚だけ残したまま、力任せに無理やり廊下側へ剥はがされ倒れたのだ。辺りを覆っていた粉塵と細かな破片は、次の瞬間、一斉に床へ引き下ろされて消えた。


    　廊下を照らしていただけの蛍けい光こう灯とうの明かりは、今や壁を引き剥がされた診察室の中を青白く照らしている。


    　俺と音子はぽつんと、一枚だけ倒されずに残ったドアの影の中にいた。


    「彼女たちだ」


    　俺の背後でサイクが言った。


    「ああ」


    「誰なんすか……」


    　音子が消え入りそうな声でささやく。


    　んふふふふ、とくぐもった声がドアの真後ろから聞こえた。


    「音子、サイクを俺に返せ！」


    「ジェネラル、ワタシを着てください！」


    　俺と腕の中のラビイは、音子のほうを振り向くと同時に叫ぶ。


    「だぁめ」


    　背後から幼よう女じよのような舌足らずの声がしたかと思うと、ドアの影がスライドした。


    　次の瞬間、俺の体は物凄すごい力で斜め後ろへ引っ張られ、診察室を飛び出すとそのまま長い廊下を一直線に飛ばされた。


    　視界の先に、ドアの後ろに立っていた巨大な人形の形をしたキグルミが入る。人形はこちらの方向をゆっくりと向くとその大きな口を開ける。


    　中から、柄え州す巴ともえの顔が、冷ややかに俺おれを見つめていた。


    「このままでは、曲がり角のところで壁と衝突します」


    　廊下と平行に飛ばされながら、腕の中でラビイが警告する。


    「リボンってわかるか」


    「知っています」


    「そう、小さなリボンが行き止まりに貼はり付けられてるはず。俺たちは今、それに引っ張られてる」


    　強きよう靭じんな力で対象を無理やり引き付ける小さなリボン。それがあの、巴の着ているキグルミ──キャロル・アンの特性だった。


    「リボンを破壊してしまえば引っ張る力はなくなる」


    「了解しました。では歩あゆ。ワタシの頭を、壁へ向けてください」


    　ラビイにそう言われて俺は空中で身を捻ひねり、なんとか背中側へラビイの頭を向けて、猛スピードで飛ばされていく先の光景を視界に入れる。


    　巨大な白衣が翻ひるがえり、風になびく。左右の壁に埋め込まれた何本もの柱が一瞬で過ぎ去っては新たな姿を見せ、また過ぎ去る。正面の曲がり角の壁は遠く、小さく見えていたが、急激にその存在感を全方向へ広げてこちらに迫ってくるようだった。


    「まだか？」


    「まだです」


    　手を伸ばせば届くのではないかという距離まで壁が迫った瞬間、


    「──見つけました」


    　という声と共に俺の腕の中から強力な水すい蒸じよう気きが一気に噴き出した。同時に飛ばされていた俺の体は壁の直前で止まり、そのまま床ゆかへ落下する。


    　俺は一瞬で水浸しになった床に手を付いて立ち上がると、壁から剥はがれ落ちた小さなリボンを拾った。


    「それが彼女の特性ですね。理屈さえわかってしまえばどうということはありません」


    「理解が早くて助かった」


    　俺はそう言ってリボンを床に投げ捨てた。一度無効化されたリボンはもうその効力は発揮しないようだ。俺は自分が飛ばされてきた廊下の先に視線を飛ばす。薄暗い蛍けい光こう灯とうの明かりが断続的に並ぶ奥から、「らん。らん。らん」という場違いなほどに明るい声がゆっくりとこちらへ向かってくるのがわかった。


    「この場を離れましょう」


    　ラビイは腕の中で提案した。


    「でも、音ね子ことサイクが残ってるんじゃ」


    「ジェネラルも、反対側の廊下の先へ飛ばされていくのを見ました。あの人形は、歩とワタシを引き離すことが目標だったようです。それに彼がついていてくれるのであれば、しばらくは大丈夫かと考えます」


    「わかった。サイクも、巴ともえとキャロル・アンとは一度戦ってる。音ね子こにアドバイスをしてくれるだろう」


    　俺おれは曲がり角の先の廊下へと走り出す。左ひだり膝ひざの古傷が、少し痛んだ。


    「どこかへ隠れますか」


    「そうだな。その前に一つやっておきたいことがある」


    「それはなんですか」


    「頼りになる俺のもう一組の仲間の味方と、合流しなくちゃいけない」


    



    　長い廊下の先を走り抜けると、やがて左右に空間が広がりいくつものベンチが整然と並ぶロビーへと出る。さらにその真ん中にはカウンターとガラスと壁で仕切られたナースステーションがある。この巨大病院の中で病室が並ぶフロアはすべてほぼ同じ造りになっていた。


    　俺は辺りに注意しながらゆっくりとロビーへ足を踏み入れる。


    　物音はしない。だからと言ってゆっくりしている時間もなかった。背後から巴とキャロル・アンが迫ってきている。


    　俺はナースステーションの横を通り抜け、大きめのエレベーターが二基並ぶ壁際へと移動して、現在いるフロアが何階なのかを確認する。エレベーターの間の壁には、『９』の形をした大きめのプラスチックの板が貼はり付けられていた。


    「ええと、確かあれは……」


    　俺は以前の記憶を呼びおこす。すぐさま、タンクトップに包まれた赤あか糸しの筋肉質でしなやかな薄い胸の映像が思い起こされた。


    「歩あゆ。どうかしましたか」


    　腕の中でラビイが声を出した。


    「え？　いや、なんでもないけど？　何もいやらしい気分になってないけど？」


    「そうですか。でしたら、ワタシの頭をそんなに強く握らないでいただけると助かります」


    「ご、ごめん」


    　俺は謝って、今度は優しくラビイを抱えなおす。うん。やっぱり赤糸と合流するにはあのときのことをあいつにも思い出してもらうしかない。


    「とりあえず降りよう」


    「下のフロアにいるのですか？」


    「それはわからないけど、集合場所が下のフロアなんだ」


    　背後に気をつけながら、俺はエレベーターの横の階段を慎重に降り始めた。


    　物音や気配に注意を払いながら八階へ到着する。元々俺が転送されてきて、音子と出会ったフロアだ。階段口からナースステーションとロビーを見る。誰もいなさそうだったが、すぐ上のフロアに巴ともえとキャロル・アンがいることを考えると、もう一つ降りたほうが安心できた。


    　七階へ降り立つ。再び階段口から気配を探る。


    「どう？　誰かいそう？」


    「わかりません。よほど近くまで来ていれば気づけるのですが」


    　腕の中の声は淡々と言った。


    「そりゃそうか。お前はサイクじゃないんだからわからないよな」


    　そう言いながら俺おれは七階のフロアへ足を踏み入れて、ナースステーションを目指す。


    「彼──サイクなら、わかるのですか」


    「わかるだろうね。着てなくてもある程度わかるって言ってたから。あいつのでっかい目、あれが特性なんだ、レーダー機能。すごいよね」


    　左右に広がる暗くら闇やみの中にぼんやりと蛍けい光こう灯とうの光で浮かび上がるナースステーションのカウンターを越え、中に入り込む。カウンターの上にラビイを置いた。


    「悪いけど、少し待ってて」


    　俺はナースステーションの中、ガラスで仕切られた詰め所へ入り込むと、パソコンのプリンタを見つけ、そこに差し込まれていた白い紙を一枚取り出す。テーブルの上に油性マーカーを見つけると、それを持ってカウンターのそばへと戻った。


    「──伝言ですか」


    「うん。古い手だけど、効果的だと思う」


    　カウンターに紙を置き、さて、なんと書くのが一番効果的か考える。


    「ですが、ここは『時間の外』なのでは？　であれば、歩あゆが紙に伝言を残したところで、時間がたてば先ほど床ゆかに開けられた穴のように、書いた字も消え、その紙も元あった場所へ戻ってしまうのではないでしょうか」


    「さすがだな。サイクならそこまで気がつかないと思う」


    　答えながら俺は油性マーカーのキャップを取り、紙に文字を書き始める。


    「でも、それなら以前試したんだ。ここは確かに『時間の外』なんだけど、元どおりに戻るのは大きな破壊や変動だけなんだ。椅い子すが数センチ動いたとか、ティッシュで鼻をかんだとか、水を流してうがいをした、とかの小さなものは戻らずにそのままなんだよ」


    「そうでしたか。それは失礼しました」


    「いやいや。そんなかしこまらなくても。知らなきゃ気になるよな、そりゃ。それよりどうだ？」


    　俺は紙から目を上げ、周りに広がる暗闇に視線を飛ばす。


    「どうだ、とは？」


    「誰かが近づいてる気配とか、ない？」


    「ええ、今のところは。ですが歩、先ほども言いましたが、ワタシにはよほど何者かが近くまで来てからでないと気づくことはできません。サイクのようにフロアが違うのにもかかわらず正確に位置を把握することなんて不可能です」


    「それでも、俺おれよりかはよほど敏感じゃないかな。俺なんてちょっと前まで、自分の体が故障してるのにも気がつかなかったほどに鈍にぶかったんだから」


    　俺は油性マーカーのキャップを閉めて、左ひだり膝ひざを叩たたいてみせた。


    「歩あゆ、足を怪け我がしているのですか」


    「普段は平気なんだけどね。走ったりすると、やっぱちょっと。サイクを着てればどうってことないんだけどな」


    「──歩は、よほどサイクのことが好きなのですね」


    　ラビイは、蛍けい光こう灯とうの光をレンズに反射させてそう言った。


    「まあ、そりゃ、な。俺たちは一度死んだんだ」


    「着た状態で──殺されたのですね」


    「そう。だからってわけじゃないけど、やっぱり、大切な相棒だと思ってる」


    　ラビイは、細い水すい蒸じよう気きを二本だけ、ゆっくりと吐き出した。


    「少しだけ、羨ましいという感情に近くなりました」


    　俺の頭に、先ほどこいつが音ね子こに言われた言葉が蘇よみがえる。


    　──嫌っす。


    　──怖いっす。不気味っす。


    「音子は……いや、俺もまだ全然あいつのことは知らないんだけど、どうやら可愛いものが大好きみたいなんだ」


    「理解しています。ワタシがひどく醜みにくく、そして不気味であることも」


    「いや、何もそこまでじゃないぞ」


    　そう言って俺は赤黒い顔を見つめた。


    　初めはどこが目でどこが口か、その上下すらわからなかったが、今ならわかる。二枚のレンズが正面に並んでいる。


    　恐らく、これが目だ。だとするならその間にあるのが鼻であり、さらにその下にあるのが口だ。そう思いながら俺はレンズの間を目で追っていったが、ごちゃごちゃと部品らしきものがならんだその表面は、どれが鼻で口やらわからなかった。


    　まあ、いい。どれかが口なんだろう。声を出してるから口はどっかにあるはずなのだ。気にするようなことじゃない。自分にそう言い聞かせて俺は、ここが恐らく口だったらいいな、という場所に目星をつけ、観察してみる。すると、その下に、二つの大きな丸い窪みが隠れているのが見えた。


    「んん？」


    　気になって俺はラビイの頭を少し上げてみると、レンズのついた顔らしき部分の下に、二つの丸い窪みをつけたもう一つの顔らしきものを発見した。


    　……どっちが顔なのだろう？？？？？？？


    　その疑問は当然の如ごとく俺おれの頭の中を占せん拠きよしたが、あまり悩んでも仕方がないし、「自分は醜みにくい」と落ち込んでいるらしいキグルミに、「あんた、ほんとの顔はどっちですか」とはとてもじゃないが訊きけない。


    　どっちが顔だっていいじゃない！　どこかしこに顔があったっていいじゃないか！


    　かつての日本の偉大な芸術家も確かそんなことを言っていたような気がする。大幅に間違えている可能性のほうが高いが、俺は気にしないことにした。持ち上げていた顔をそっと元に戻す。


    「何も、そこまでじゃ、ないんだからな」


    　間をおいて同じことを念押ししただけだったが、気にしないでもらいたかった。


    「……そうでしょうか。そこまでじゃないんでしょうか」


    「ああ。間違いない。そこまでじゃないぞ」


    　どうして噓うそでも「可愛い」とか「カッコいい」とか言ってやらないんだ俺。こいつはサイクのほうが可愛いという理由で、せっかく出会えたパートナーに捨てられかけていたというのに。


    　──ジェネラル。ワタシを着てください。


    　それを考えると急にこのキグルミが可か哀わい相そうに思えてきた。


    「いや。そこまでじゃないどころか、お前はすごく可愛らしいと思うぞ。生意気で口の減らないサイクなんかよりも、ずっとお前のほうがいい奴やつに見える」


    「歩あゆ。それは本当ですか」


    「ああ、もちろん本当だ。だから、音ね子こだって絶対にお前の魅力に気がついてくれるはずだ。俺が保証する」


    　そう言って俺は油性マーカーのキャップを外し、伝言の続きを書こうとする。


    「それなら、安心できます。ありがとう、歩」


    「気にすんな」


    「──女子としてとても嬉うれしいです」


    「え、今なんて？」


    　俺は油性マーカーを持った手を止めたまま固まってしまった。


    「ワタシも──女子としてとても嬉しいです、と言いました」


    「女子？　女子？　じょし？」


    「はい」


    「つまり、おなご？　いわゆるレディ？　通称ウーマン？」


    「性別で言うなら確かにウーマンですが、レディという年齢でもありません。未だガールと言った未熟者です」


    「へえ、ガールね。ふーん。そう。やるじゃん！」


    　何がどう、やるのかは俺おれ自身も全くわかっていなかったが、とにかく今のこの動揺を悟られてはいけない、という気持ちが心の大部分を占めていた。


    「へえー、ガール、つまり少女ね。了解了解。だからリボンのことも知っていたんだね」


    「性別は関係なく知っていましたが」


    「やるじゃん！」


    　やはり何がどうやるのかは全く俺自身わかってないのだが、そう言うと俺は油性マーカーで自分の眉まゆ毛げの間を塗りつぶして繫つなげることにした。


    「歩あゆ。なぜ顔に落書きをしているのですか」


    「メイクだよメイク。身だしなみさっ」


    　自分でも全く意味のわからない言げん動どうをしながら俺は今度は額ひたいに目を描かき始めた。


    「歩。なぜ額に目を描くのですか」


    「こうすれば俺もサイクみたいにレーダーが身に付くんじゃないかと思ってねっ」


    　そう言って俺は、油性マーカーで描いた自分の額の目に集中してみる。その瞬間。意識がナースステーションの外へ飛んでいくのがわかった。


    　額から伸びていく俺の意識は、薄暗いロビーを通り抜け、エレベーターの前に到着すると、そのままドアをすり抜けて真っ逆さまに落ちていき、下から来る巨大な箱にぶつかり、そこで途切れた。今のはなんだ？　どうしてサイクを着てもいないのに、額の目が使えたんだろう？　いや、今はそれどころじゃ──


    　エレベーターが動いている。俺は咄とつ嗟さにエレベーターへと視線を飛ばした。ドアの上の壁には各フロアを示す数字が並んでいる。その数字がランプで光っている。４。次に、５。


    「誰かが、昇ってきてる」


    「わかるのですか」


    「なんか、見えた」


    　カウンターの上のラビイを抱え、紙をカウンターの中へ捻ねじ込んで隠すと、俺はドアを開けてガラスで仕切られたナースステーションの中の詰め所へ入り込み、ドアの隣、すぐ壁際のデスクの下へ身を隠した。


    　あれが何者かはわからない。この七階で降りるかどうかもわからない。だが今は隠れるのが最善の手だ。赤あか糸しとボンがエレベーターで移動するとは考えられない。いまだに事情を摑つかみきれていない音ね子こならありうるだろうか。いや、サイクがそばにいる限り、そんなことはさせないはずだ。何より、あのエレベーターは下から昇ってきている。生身の音子とサイクがこの短時間の内に三階近くまで降りて再びエレベーターで昇るなんて考えられない。


    　だとすれば、やはりあれは高確率で敵だ。


    　柄え州す巴ともえと人形のキグルミのキャロル・アンか。


    　郷ごう田だ勇ゆう気きと狼おおかみのキグルミのアロか。


    　ピエロの顔がペイントされた卵を使う[image: ]なぞの人物か。


    　それとも、まだ見たことのない新たな敵か。


    　デスクの下で首を低くして両手にラビイを抱えながら、俺おれはエレベーターが七階を通り過ぎるのを待つ。大丈夫。少しの間ここにいればいいだけだ。乗っている人物は、絶対に七階では降りない。とっとと通り過ぎて、ここよりもずっと上の階で降りるはずだ。大丈夫。降りるはずがない。


    　そんな俺の願いも虚しく、ガラスの仕切りの向こうで、短く軽い電子音が鳴った。


    「──降りてきた」


    「待ちましょう──」


    　耳元でラビイの高く落ち着いた声が小さく囁ささやいた。


    　エレベーターのドアが静かに開く音が聞こえた。


    「……。……」


    「……？……」


    　何やらぼそぼそとした話し声が小さく聞こえるが、誰の声なのか、何を話しているのかまではわからない。俺は耳を澄まそうとしたが、自分の心臓音と呼吸音に邪魔されて、何も聞こえそうになかった。


    　サイクさえいれば手に取るようにわかるのに。あいつの額ひたいの目さえあれば、すぐにでも仕切りの向こうの人物の正体がわかる。あいつさえいれば、こんなふうに。


    　俺は額の真ん中へ、再び集中してみる。次の瞬間、意識は再びナースステーションの外へ広がり、ロビー近くを歩く人物の姿を捉とらえた。人物の影は一人だが、意識は二つ。間違いない。あれはキグルミを着た、人間だ。同時に、彼らが話している声も、はっきりと耳に届いてくる。


    「……いねーじゃねーか、どこにも……」


    「……俺だって信じてねーよ」


    　知っている声ではなかった。男性の声が二つ。ほぼ同じ場所から聞こえてくることから、やはりキグルミを着た状態で話しているのだとわかる。


    「どこにいるんだよ、その宙に浮かんでる女の子ってのはよ」


    　女の子？　一人で？　音ね子こだ。彼らは音子を捜しに来たのか？　だが、音子は宙に浮かぶことはないと思う。何かの間違いではないか。


    「仕方ねーだろ、ゼムの命令だ」


    　ゼム？　名前だろうか。とすれば、彼らは「ゼム」と呼ばれる人物の命令を受けて、宙に浮く女の子を捜してこのフロアへ来たということか。


    「めんどくせー。適当にやって切り上げようぜ」


    「そーもいかねーよ、ザリ。あいついろいろとめんどくせーからな」


    　そこで俺の集中が切れた。意識はロビーを歩く彼らから離れ一気にデスクの下まで戻ってくる。再び声は遠くで小さく聞こえるに留とどまった。


    「何かわかりましたか」


    　耳元で小さい声が訊きく。


    「キグルミと、それを着た男が一人。知らない声だった。キグルミはザリって名前がつけられてる。二人は、ゼムって奴やつの命令で、宙に浮いてる女の子を捜しに来たらしい」


    　俺おれは一息で、たった今聞いたばかりの情報を伝える。


    「適当に捜索を切り上げるかもしれないし、隅すみ々ずみまでやるかもしれない」


    「隅々まで行おこなうとしたら──面倒ですね」


    　そのとき、ロビーのほうから大きな音が聞こえた。何かがいくつも、激しくひっくり返るような音。後に二人の笑い声。


    「──隅々まで、適当にやるつもりかも」


    「大変面倒ですね」


    　あいつらはナースステーションの中を軽く覗のぞくだけで捜索を終えるだろうか。カウンターの向こうから詰め所の中をガラス越しでざっと眺めるだけで捜索を終えるだろうか。


    　それとも、カウンターの裏から詰め所の中のデスクの下を一つ一つ丁てい寧ねいに、その固く握り締めた拳こぶしをいつでもまっすぐに打ち出せるような姿勢を保ったまま、一つ一つチェックマークを入れながら回るのだろうか。見落としはないかと何度も神経質に確認するのか。


    　いや、それよりも、『ザリ』と呼ばれていたキグルミの特性が、サイク以上のレーダーであるかもしれないのだ。彼らが少しでも集中すればデスクの下でうずくまってる俺の姿を一瞬で捉とらえ、さっきから顔を何度も流れ落ちている汗の数まで数え出すかもしれない。


    　俺は唾つばを飲み込もうとしたが、口の中はからからに乾いていた。喉のどだけが小さく音を出す。その音さえも彼らにはっきりと届きそうで、落ち着かない。


    「歩あゆ」


    　耳元の小さい声が名前を呼んだ。


    「最悪のときが来たら。そのときは、ワタシを着てください」


    「だって、お前は音ね子こと」


    「どちらもやられてしまっては何の意味もありません」


    　小さい声ははっきりと言った。


    「もちろんワタシとて本意ではありません。ただ、最悪の場合に備えて、そういう選択肢もあるんだ、ということを知ってほしいのです」


    　ガラスの仕切りの向こうでは再び大きな音と笑い声が聞こえる。先ほどよりも、近くで聞こえた気がした。


    「ですが、それには条件があります。先ほどサイクがワタシのジェネラルに伝えたように、既に一度歩とサイクは心と心の『出会い』を経験しています。そのままでは歩はワタシを着ることはできません。歩あゆの体はサイクのために、サイクの体は歩のために、それぞれ書き込まれてしまっているからです。ですからワタシを歩が着るには、再び心と体をまっさらな状態に戻さないといけません」


    「それって、つまり、簡単に言うとどういうことだ」


    　再び大きな音と笑い声。やはりだんだんと近づいているようだった。


    「サイクとの記憶の初期化。簡単に言うと、サイクのことを綺き麗れいさっぱりと忘れてもらう必要があるということです」


    　サイクのことを忘れる？　一度、一緒に死んで再び一つの命を共有しているあいつを？　あいつはもう、俺おれ自身みたいなものなんだ。


    「無理だ。人の心は、そんな簡単に何かを忘れられない。機械じゃないんだぞ」


    「もちろん理解しています。ですが、最悪のときが訪れたら、無理でも試してもらわなければいけません。今は、そうならないように祈りましょう」


    　コンピューターのコマンドのようにエンターボタンを押すと同時に綺麗さっぱりとサイクのことを忘れることができれば、俺はこいつを着ることができる。


    　こいつの特性がどんなものかはわからないが、確かにこのまま生身で、今はロビーにいる彼らと対たい峙じするよりは、どうにかなる勝算が高いだろう。だがやはり、俺にはとてもそんなことができるとは思えない。サイクのことを忘れるなんて無理だ。最悪のときがこないよう祈るしかない。俺は強く目を閉じた。


    　その瞬間、激しい振動が俺の背中を打ちつけた。


    　同時に凶悪な音が一斉に耳の中へ飛び込み、ガラスがナースステーションの詰め所の中へ飛び込み、散って舞った。その衝撃と音をもたらした青い塊かたまりは激しく回転しながら、詰め所の真ん中に並べて置かれていたデスクにぶつかり、そのまま奥の壁まで押し込んでいった。手前にあったスチール製のデスクは紙細工のようにくしゃくしゃに潰つぶれてしまっていた。細かな粉ふん塵じんとあらゆる書類の紙が宙を舞っていた。


    「うー。ここにもいねえかあー」


    　何台ものデスクをぺしゃんこにした青い塊は、感情のこもっていない声を出しながら手足を伸ばして立ち上がった。何枚も舞う紙の中、ゆっくりとこちらを向く。


    　それは、巨大な青色のザリガニだった。大ぶりのハサミで潰れたデスクを何の苦労もなく持ち上げ、壁際へ投げ捨てた。そのデスクが床ゆかをすべり、ちょうど運よく俺の隠れているデスクの前で止まったため、ザリガニの角度からはこちらが見えにくい状態になってくれた。


    「よーし、ナースステーション終わり」


    　ザリガニの口がぱかー、と開いて、中から出てきた少年の顔が言った。それは、またしても俺のクラスメイトの顔だった。


    　ただ、名前を思い出すことはできない。良い行おこないでも悪い行いでも目立つことのない、一般的な生徒の一人のはずだ。そんな彼がキグルミを着ているとはいえ、こんな破壊的な行為を楽しんでいるというのは衝撃だった。いや、今さら何も驚くことはない。ここは『時間の外』なのだ。


    　ザリガニのキグルミを着た少年は、倒れた椅い子すや植木などを蹴けり飛ばしながら詰め所から出ていこうとする。いいぞ、そのままどっかへ行ってくれ。


    「いや、終わりじゃねーよ、ナオヤ」


    「あ？」


    「いたぜ。あんなところに」


    　ザリガニにナオヤ、と呼ばれたクラスメイトはガラスを踏んづけた足を止める。


    　思いだした。確か名前は、イワモトナオヤとかいう名前だった。いや、そんなことよりも見つかってしまった。終わりか。最悪のときが来たのか。俺おれは白衣を強く握り締めた。


    「……本当だ。いたな、ザリ」


    　ナオヤは小さくそう言うと、踏みつけたガラスを蹴けり飛ばして勢い付けてこちらへ走り込み、そのままジャンプをして詰め所から出て行った。


    　助かったのだろうか？　そのまま息を潜ひそめるが、ナオヤと『ザリ』と呼ばれるキグルミが戻ってくる気配は感じられない。俺はデスクの下から出て、物音を立てないように立ち上がり、ナースステーションの外を見た。


    　真っ先に目に飛び込んできたのは、ザリガニの青い背中だった。飛び出していった彼らは、それ以上先へ進まずにナースステーションのカウンターのすぐ外で立ち尽くしていた。その背中の向こうには、少女がいた。


    　白いワンピースを着た、長い髪の女の子が、ザリとナオヤによって破壊されたロビーの真ん中で、宙に浮いて立っていた。


    



    　宙に浮いた少女はゆっくりと上下したまま、何もしていなかった。静かに閉じられたままの瞳ひとみは、何かを見てさえいなかった。ロビーの天井に点在するいくつかの青白く小さい蛍けい光こう灯とうの下、顔に大きな影を落としたまま、そこに浮いているだけだった。


    「本当に浮いてんじゃねーか……」


    「なあ、おい、ナオヤ。あいつもあれか、お前の知り合いか」


    　宙に浮く少女を見上げたまま、こちらに背中を向けた状態でザリはナオヤに訊きく。


    「いや、ザリ。俺は、あんな奴やつ知らねーよ」


    　そう。俺もナオヤと意見は変わらない。宙に浮く少女は、初めて見る顔に見えた。少なくとも、ウチのクラスにあんな顔の少女はいない。


    「おい、ちょっとあんた、浮いてねーで降りてきてくんねーかな」


    　ナオヤが少女に声をかける。


    「ウチのボスがさ、あんた捕まえてこいって言ってんだわ」


    　その声が聞こえたのか、少女はゆっくりと目を開く。


    　横に長く形の良いその目は、半分ほど開かれはしたものの、やはり何も見てはいなかった。


    　焦しよう点てんを定めず、とりあえず空中に視線を投げているだけに見える。


    　開いてる途中とも閉じている途中ともとれるその目をみても、やはり知ってる顔ではなかった。ただ、知ってはいないが、見たことのある顔だ、と感じた。いつ、どこで、どのような記憶でかはわからないが、無意識に視線の中に留とどめたことがあるような、そんな感覚が走る。


    　宙に浮いた少女は、ふいに顎あごを上げ、視線をこちらへ飛ばした。一瞬、目が合ったような気がした。ほぼ同時に、少女の体が金色の光に包まれていく。


    「な、なんだ？」


    「どうやらおとなしく捕まる気はねーみたいだなー……」


    　少女の体から発光する金色は、七階のフロア全体を照らし始めた。


    　廊下の先、曲がり角の突き当たりから規則的に並ぶ柱、病室のドアや自動販売機、設置されたベンチや椅い子す、植木まですべてが、金色にのっぺりと塗りつぶされていく。その過程で一瞬だけ影が生まれたが、すぐに光に飲み込まれていった。影すら作らせないほどの光がこのフロア全体を覆おおっている。


    　違う。少女の体から光が発せられているのではない、とそのとき気づいた。ありとあらゆる角度から、この金色が少女の体へと集まってきているのだ。影が生まれないのは、四方から強力な光でほぼ同時に照らされているためだ。
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    　光の正体は、いくつもの、小さな『翼』だった。その一つ一つが強力な金色を放ちながらゆっくりと少女の周りに集まっていた。『翼』たちはやがて少女の体の上に重なると、一ひと際きわ大きく発光した。


    　金色が一瞬で白く塗りつぶされ、その中心には何の姿も見えなくなった。白い光はすぐに光量を落として再び金色に戻り、やがてその金色もゆっくりと落ち着いていく。


    　そしてそこで俺おれが見たものは、薄うす桃もも色に光り輝かがやく巨大な『翼』を、背中に左右四対づつ広げて宙に浮く少女の姿だった。


    「……お前だったんか、『翼』の正体は」


    　ザリが吐き捨てるように少女に言った。


    　だが少女はその言葉に応こたえることなく、八枚の『翼』を同時に一度だけ動かすと、さらに高度を上げ、そのまま音もなく天井に吸い込まれ、消えていった。


    「上だ、追うぞ！」


    　ザリとナオヤはそう言って階段へと走り去っていった。


    「助かりましたね」


    　ラビイは高く落ち着いた声でそう言った。


    「うん。ギリギリだ。最悪の事態がそこまできていた」


    「ですが、彼女に助けられました」


    「結果そういうことになったな」


    　俺はラビイを抱えて詰め所を出る。ナオヤとザリに破壊されたロビーや詰め所は自動で修復を始めていた。


    「歩あゆ。すみませんが、白衣が引っかかっています」


    　俺はそう言われて、白衣の裾すそが破壊されて曲がったアルミのドア枠わくに巻き込まれていることに気づく。自動修復が始まっていたために慌あわてて巻き取った。危うく巻き込まれたまま修復されてしまうところだった。キグルミを着ていればまた破壊するなりして取ればいいが、今の状態ではそうもいかない。


    「彼女は何者でしょうか」


    「わからないけど、あの子を取り囲んでいた『翼』のことなら知っている」


    　小さな『翼』が集まってできた、巨大な八枚の薄桃色に輝く『翼』。


    　それは、この『時間の外』での戦いの終わりを告げるメロディと共に現れ、一度も戦闘に参加しなかった人間とキグルミを処分する、異い形ぎようで畏い怖ふすべき存在だった。


    「なるほど。ということは、彼女がこの『時間の外』での秘密を握る存在で間違いないようですね」


    　俺おれの説明を聞いてラビイはそう言った。


    「そうだろうな。で、あのナオヤとザリに命令をしている、ゼムって奴やつも、彼女と『翼』を追っている」


    「彼女を捕まえたり倒したりできればいいのでしょうが、そう簡単にいきそうにないですね」


    「まず、こっちの攻撃が一つも当たりそうにないからな」


    　これまでも、病院へ送られるたびに『翼』の巡回に遭そう遇ぐうしていたが、見るのはあらゆる障害物を通り抜けて滑かつ空くうする『翼』だけであり、その根元にはどんな胴体も存在していなかった。『翼』を背中に広げ、空中を移動する少女を目撃したのは今日きようが初めてだった。そのことはもちろん、ゼムという名前のやつの存在のことも早く赤あか糸しとボンに告げなくてはいけない。


    　俺は赤糸宛の伝言を紙に書き終えると、ナースステーションの壁に取り付けられている、電話機の下に貼はり付け、受話器を外してぶら下げておく。電話機の正面に並べられた小さなボタンの内、『７ＮＳ』というラベルのボタンが赤く何度も小さな点滅を繰り返す。


    「これだけで伝わるのでしょうか」


    「きっと大丈夫だよ、俺の仲間は頭がいいから。どのフロアからも、七階のナースステーションの受話器が外れていることに気づけば確認しに来るはず。そんでこのメッセージを読めば、あいつにだけ俺がどこで待ってるかわかるはずだ」


    「それならばいいのです。行きましょう」


    　俺はエレベーター横の階段へ向かいながら、もう一度だけ振り返って伝言を確認した。


    



    　──『お前のコンプレックスをよく知る場所で待つ』


    



    　細心の注意を払いながら階段を降りていく。五階と四階を繫つなぐ踊り場を曲がったあたりで腕の中の声が言った。


    「先ほど、なぜ歩あゆはワタシに、サイクの特性を教えたのですか」


    「え？」


    「ワタシは行動を共にしているだけで、まだ仲間になっていないはずです。ですが歩はサイクの特性がその高性能なレーダーであることを教えた。それはなぜですか。迂う闊かつなことだと思います」


    　思わず腕の中から落としそうになってしまった。


    「え、まだ仲間になってなかったの」


    「ワタシもジェネラルも、歩とまだ協力関係を結ぶ約束はしていません」


    　そう言われればそうか。一緒に巴ともえとキャロル・アンの攻撃から逃げ出したときから勝手に仲間になったと思い込んでしまっていた。


    「う。なんとなく、かな」


    　そう答えるしかない。


    「迂う闊かつですね。たとえ仲間になったとしても、それではあまりに頼りなく感じます」


    「返す言葉もない。なんとなく、お前が信頼できると思ったから、かな」


    　少しの沈黙。


    「──それはなぜですか」


    「だって、音ね子こと離れ離れになったとき、サイクがいるなら大丈夫って言ってくれただろ」


    　再び沈黙。


    「──それだけですか」


    「うん、まあ、それだけなんだけど」


    「理解しかねます」


    



    　ようやく三階にたどり着いた。誰の気配もしないことを確認して、そっとロビーを横切り、ナースステーションを目指す。


    「まだ、来ていないようですね」


    「待つしかないね」


    　俺おれはロビーに並べられた椅い子すの一つに腰を下ろして、傍かたわらにラビイを置く。上半身を捻ひねって背後の窓ガラスを見た。


    「この病院の三階ってさ、通常の建物の五階分くらいの高さがあるんだよ」


    「そうなのですか」


    「そうなんですよ。俺、一度屋外に思い切り投げ飛ばされたことがあるからよく知ってるんだ」


    「……投げ飛ばされた？」


    　普段より少し高めのトーンでそれだけ言ったラビイに、「まあね」とだけ答え、俺はナースステーションの前の床ゆかを眺める。あのときも、俺はキグルミを着ることなく、この場所にいて、そしてあの床を派手に破って現れたあいつらと初めて対面したんだ。


    　そのとき、ナースステーションの奥の正面の壁。今しがた俺が出てきたばかりの非常階段の上から、ゆっくりとこちらへ降りてくる足音が響いた。


    「──来てくれたのでしょうか」


    「いや、違う。あいつが、あのメッセージを見て、あんな悠ゆう長ちように現れるとは思えない」


    　足音の主は、上のフロアとを繫つなぐ階段の踊り場に降り立ったらしい。三階へ降りてくる壁に、長い影がぬっ、と映った。影は、んふふふふ、とくぐもった笑い声を発した。


    「いた。いた。いた。いたよお。やあっぱりそこにいたあ」


    　幼よう女じよのように舌足らずな声を出しながら影はゆっくりと階段を降りてくる。


    　俺は立ち上がり、ラビイを抱えた。


    「歩あゆ、逃げましょう」


    「逃がすもんかあ。そう、なんども、なんども、なんども、なんども」


    　そう言いながらキャロル・アンは、巨大な人形の頭を非常口の向こうから覗のぞかせた。


    「巴ともえ。チャンスだよぉ。やっぱりこいつ、あの緑っちいの、着てないもーん」


    　キャロル・アンはそう言って、巨大な両目と口を同時に開いた。口の中で、柄え州す巴の顔がこちらを冷ややかに見つめる。


    「本当ね、キャロル・アン。どうしたのかしら歩あゆくん？　その不細工な汚きたならしい奴やつに衣替え？」


    「よお巴。お前まだ学校来ないの？　お前が来ないと誰も俺おれに話しかけてくれないから寂しいんだけど」


    「そりゃそうでしょうね。自じ業ごう自じ得とくよ。あんなつまんなそうな顔して一人でずっと音楽聴いてるようなめんどくさそうな奴に誰が声かけるもんか。巴さんだって、郷ごう田だくんが声かけるもんだから仕方なく付き合ってただけだもの」


    　まあ、そうだろうな。薄々は知ってたよ。


    「そりゃどうも。で、その愛いとしの郷田くんは一緒じゃないのか？　お前、こないだはおかしな卵で操あやつられてたってのに、今は郷田に操られてんのか？」


    「郷田くんのこと悪く言わないでくれる？」


    　巴はキャロル・アンの口の中で顔を歪ゆがめた。


    「気を悪くしたのか？　俺とサイクに一度殺されて、赤あか糸しとボンに止とどめを刺される寸前だった自分を間かん一いつ髪ぱつで救ってくれた王子様のことを言われて」


    「死んじゃえ」


    　キャロル・アンは、ぱくん、とその大きな両目と口を同時に閉じると、こちらへ向かって一直線に突っ込んで来た。


    「間に合わない！」


    「──いや、間に合った」


    　キャロル・アンの両手が俺の体へまっすぐに伸ばされたのと、彼女の真上の天井が大きく下へたわむのは、ほぼ同時だった。


    　瞬間、俺の視界の中で音は一切消え、そのすべてはスローモーションのように映った。


    　まるでゴムのようなカーブを描えがいた天井からは一斉に何本もの白い突起物が飛び出し、そのまま床ゆかへ突き刺さった。


    　曲がった天井の真ん中から巨大な白い鎌かまの刃が突き出したかと思うと、同時にかつて天井だったものは粉々に砕け散る。


    　あたり一面に破壊されたものの残ざん骸がいが宙を舞う中、巨大な髑どく髏ろの顔が上から降りてくる。両手には骨を幾重にも組み合わせて造られた白い鎌を握り締め、背中にはやはり何千本もの骨を幾重にも重ねて作られた巨大なマントが広がっている。髑髏はこちらを向くとその口を開ける。その中には、逆さか木き原ばら赤糸の、怒りに満ちた美しい顔があった。


    「殺してやるのだわ、大おお垣がい内と歩あゆ！」


    　赤あか糸しのその怒号とともに世界は音と速度を一気に取り戻す。


    　天井に開けられた穴の残ざん骸がいと共に落下して来た赤糸とボンは、ちょうど真下にいたキャロル・アンを踏み潰した。


    「ぶぎゅうううっ！」


    　崩れ落ちたコンクリート片の音に混じってキャロル・アンと巴ともえの割れた声が床ゆかを這った。
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    第三章　Das Goldene Stück ～黄金の戯言をあなたに～


    



    



    「あんな人目につきやすい場所にこんなものを貼はり付けておくなんてどうかしているのよ！」


    　まだ天井からいくつも落ちてくる小さな破片と、舞い上がったまま収まる気配のない粉ふん塵じんの中、逆さか木き原ばら赤あか糸しは顔を真っ赤かにして、俺おれの書き残した伝言の紙を懐ふところから取り出してこちらへ見せつけた。


    「いや、落ち着け赤糸！　大丈夫だ！　それ、俺とお前にしか、何のことかわかんないんだから！」


    「そういう問題ではないのだわ。わざわざ私のコンプレックスのことに言げん及きゆうした紙を貼り付けるという行為にこそ、私は腹を立てているのよ！」


    　赤糸は伝言の紙を握り締めた左手で必死で胸の辺りを隠しながら、右手に握った鎌かまをこちらへ突きつける。


    「──なるほど、彼女のコンプレックスは胸であり、このフロアは、歩あゆと彼女がそのことについて言及しあった思い出深い場所である、ということですね」


    「言及しあってはいないんだけどな。ちょうどそこのナースステーションで、ちょっと、あったんだ」


    　俺は白衣を再びベンチの上に置いて答えた。


    「何かしらこのキグルミは!?　どうして私のコンプレックスを知っているの？　歩、教えたのね」


    「教えてない！　教える意味がない！」


    「いいわ、ボン。このふざけた伝言を見たであろう人々をひとりひとり見つけて惨殺していきましょう。まずはその惨劇の引き金となったメモを書いた張本人である大おお垣がい内と歩からだわ」


    　赤糸は髑どく髏ろの口を閉じて自分の顔を隠してそう言うと、ふふふ、とくぐもった笑い声を中で発した。


    「落ち着けって赤糸！　たぶんだけど、お前以外誰も見てない！」


    　俺は両手を突き出して、振り上げられた鎌を牽制しながら言った。


    「この方が歩の頼れる仲間ですか……」


    　ベンチの上で鉄の頭が沈んだ声を出した。


    「赤糸。そのことよりも今私は、足下の彼女のことが気になっている」


    　髑髏の口が開いて、低く静かな声がそう言った。


    「足下？　彼女？　……ボン、なんのことなのかしら」


    「気づいてないのか、赤あか糸し。お前、巴ともえのこと踏んでる」


    　俺おれは赤糸と、彼女が着ている骸がい骨こつで作られたキグルミであるボンの足下を指さす。


    「むーん？」


    　赤糸は俺の指先を[image: ]たどって足下に視線を落とした。


    「やだ。何か踏んでるわ」


    「だからそれが、巴とキャロル・アンなのだ、赤糸」


    　ボンが優しく落ち着いた声でそう言い、赤糸は恐る恐るキャロル・アンの体から降りた。


    　床ゆかにうつ伏せになったままめり込んだ巴と、キャロル・アンはピクリとも動かない。


    「……死んじゃったのかな」


    「かもしれぬ。確か彼女たちに残された命は一つだけだったはずだが」


    「終わってみると、意外とあっけないものなのだわ」


    「え？　死んだ？　やっつけたってことでしょうか？　え？　さっきので？」


    　突然、キャロル・アンの両手が真上へ勢いよく振られる。ほぼ同時にキャロル・アンの巨大な体は一瞬で床から引き離され、猛スピードで勢いよく天井に張り付いた。


    「踏んづけられたくらいで死ぬわけないでしょうがー！」


    　こちらを見下ろすキャロル・アンの大きな両目と口が同時に開き、中で鼻血を出した巴が怒鳴った。


    「あら残念だわ。作戦大成功だと思ったのに」


    「作戦なんかじゃなったでしょうが！　逆さか木き原ばら赤糸！」


    　巴とキャロル・アンは天井に開けられた穴のそばに、逆さに立って俺たちを見下ろす。


    「それじゃあ作戦変更といきましょう。正攻法よ、ボン」


    「了解した」


    　赤糸とボンは巨大な白い鎌かまを握りなおし、その長い刃を天井へ向けたまま、ゆっくりと構える。


    「以前経験したからもう充分わかってると思うけど、柄え州す巴。あなたのその趣味の悪いリボンは、いくら滅茶苦茶に投げたところで、私のボンのマントからは逃げられはしないのだわ」


    　赤糸が天井に向かってそう言うと、ボンの背負うマントがゆっくりと左右へ開いていく。無数の鋭えい利りな骨の楔くさびが、一本一本まるで生き物であるかように、ゆらりと蠢うごめく。


    「やってみなくちゃわからない。それに、以前の巴さんではないかもしれないよ？」


    　キャロル・アンの口の中で巴は、口の端を歪ゆがめて笑った。


    「それなら楽しめるかもしれないわ。試してみましょうか？」


    　赤糸は涼しげな顔を崩すことなく、答えた。


    「私のボンは、痛みもなく、丁てい寧ねいに、責任をもって、あなたの最後の一つだけの命を、収穫してくるわ」


    　赤あか糸しとボン、巴ともえとキャロル・アンはしばらく上下に睨にらみあっていたが、床ゆかに散らばった無数のコンクリート片が宙に浮き、穴を開けられた天井が自動修復を始めたと同時に巴は両手を勢いよく下へ振った。


    　その瞬間、ボンのマントが一斉に動き、俺おれの体は勢いよく後ろへ引っ張られ、窓ガラスのある壁へ背中から激突した。


    「うごぉっ!?」


    　一瞬で広がったボンのマントがゆっくりと戻り、天井の様子が見えるようになると、穴はほぼ塞ふさがれており、巴とキャロル・アンの姿はどこにも見えなかった。


    「逃げていったわ」


    　赤糸がそう言うと、ボンは骨のマントから伸びる楔くさびの先端に突き刺さった小さなリボンを一斉に床へ落とす。


    「あら。一つ仕留め損ねたのね。駄目じゃない、ボン」


    　赤糸は壁際で背中をさする俺を見ながら無感動にそう言った。


    「わざとだ。絶対」


    　そう言いながら俺は壁に貼はり付けられていたリボンを剥はがすと、クシャクシャに丸める。


    「見くびらないでほしいものだわ」


    「何が？」

  


  [image: ]



  
    「歩あゆのほうへ飛んでいったリボンを、わざと一つだけ見み逃のがすなんてすごい芸当ができるわけないのだわ」


    　赤あか糸しはそう言って「ねえ、ボン？」と小さくボンに同意を促うながす。


    「実際やってのけたじゃないか。それに、それを言うなら買いかぶる、だ」


    「──ところで、大おお垣がい内と歩」


    　ボンが静かに落ち着いた声で言う。


    「サイクは、どこへ行ったのだ？　それと、そこの彼女は何者なのだ」


    「あら。本当。歩、あなた、サイクを着ていないじゃない。いったい何があったの？」


    　今まで気付いていなかったのか。ていうかボン、こいつを一目見ただけで女性ってわかったのか。すごいな。それとも、キグルミ同士だとすぐにわかるものなのだろうか。


    



    「滅茶苦茶信じられないわ。歩って、馬ば鹿かなの？　馬鹿だ馬鹿だとは思っていたし、実際馬鹿だということは知っていたわ。だけどやっぱりあなたって、馬鹿なのね？　馬鹿じゃないとしたらそれはもう、きっと、新たなる馬鹿の地を目指す、馬鹿のコンキスタドールだわ。何それ？　もう意味がわからないわ」


    「同じ気持ちでいます……」


    　俺は白衣と鉄頭を膝ひざの上に抱えたまま床ゆかに正座させられ、いつ終わると知れない赤糸からの馬鹿責めにあっていた。


    「三み月け音ね子こさんを説得するのにどうしてサイクを脱ぐ必要があったのか、どれだけ考えても私には理解できないのだわ。あげくの果てに離れ離れになってしまうだなんて考えられない。想像もできないわ。歩ってひょっとして、新たなる悪口を自分の名前から発祥させようと企んでる系の人？　歩、という単語だけで最上級の馬鹿、という意味になるような？」


    「企んでません。そんな企み、この世に存在しません。全国の歩さんに申し訳が立ちません」


    「ボン信じられるかしら？　この人ったら、女の子ひとりの説得をするのに、大事な大事な命よりも大事なパートナーを引き渡して、どっかに連れ去られたって言うのよ。私には信じられない。滅茶苦茶に信じられないのだわ。歩って、馬鹿なの？」


    　ああ、また悪口がループし始めた。これで六度目だ。


    「赤糸、気持ちはわかるのだが、ここで大垣内歩を責め続けていても何も解決しない」


    　ようやくボンが口を開き、赤糸を止めてくれた。


    　なんならもう四回前に止めてくれてもよかったんですよ。


    「むーん」


    　ボンに促うながされ、赤糸は両掌てのひらを頰ほおに当てて俯うつむいた。


    「私と赤糸は、既に巴ともえとキャロル・アンと戦ったから心配はないが、歩とサイク、それに三月音子と彼女は、このままでは時間切れになってしまう恐れがある」


    「はい。そのことはワタシも危き惧ぐしています。ジェネラルのことが心配です」


    　俺おれの膝ひざの上で鉄の頭は言った。


    「ねえ、歩あゆ」


    　赤あか糸しは俺の耳に口を近づけて言った。


    「何でこのキグルミ、三み月け音ね子こさんのことをジェネラルって呼ぶの？　なんか突っ込んだら駄目とか、そういうタイプの方なのかしら」


    「なんか従うべき存在だとか言ってたけど。くわしくは自分で聞いてくれ」


    「──ワタシにとってジェネラルはジェネラルなのです。ほかに呼びようがありません」


    「そうね。そう。ほんとそう。滅茶苦茶よくわかるのだわ」


    　赤糸はラビイに向き合うと、目を細めながらそう言った。


    「あんまりわかってないだろ！」


    「……将軍に仕つかえるもの、か」


    　ボンが赤糸の頭の上で静かにそう言った。


    「何か思いだした、ボン？」


    「いや。特に何も思い出すことはない。ただ──」


    　そこまで言ってボンは口ごもった。


    「私なら大丈夫です。おっしゃってください」


    　ラビイは先を促うながす。


    「うむ。将軍に仕え、ジェネラルと呼ぶ。それではまるで軍隊のようではないか、と思ったのだ」


    　俺も聞いたとき同じことを思った。


    「軍隊──そうですね、それは、確かにそのとおりです」


    　ラビイは静かにそう言うと、


    「ボンは過去の記憶がないのですか」


    「うむ。どうやら私は、以前までの記憶を自分で消してしまったらしい。赤糸と出会うまでの記憶は既にほとんど残っていない」


    「そうですか」


    　ラビイは声のトーンを少し落として続けた。


    「ワタシが目覚める直前までは、以前の記憶がおぼろげながら断片的に残っていたように思えます。ですが病院で目覚めて、ジェネラルの顔を見た瞬間、頭の中には既にジェネラルに着てもらうこと、ジェネラルの願いをかなえるために行動すること、という二つの使命しか残ってませんでした。ワタシもやはり、ボンと同じように、以前までの記憶を自分たちで消してしまったように思います」


    　俺は二体のキグルミのやり取りを聞きながら、先ほどラビイに最悪のときが来たら自分を着るように、と言われたときの会話を思い出していた。


    　──それには条件があります。


    　──ですからワタシを歩あゆが着るには、再び心と体をまっさらな状態に戻さないといけません。


    　──サイクとの記憶の初期化。簡単に言うと、サイクのことを綺き麗れいさっぱりに忘れてもらう必要があるということです。


    　ひょっとして、ボンとラビイはそれぞれ、以前に心と心が『出会う』ことができたパートナーがいたのではないだろうか。


    　そして、何らかの事情で関係を解消しなくてはいけなくなり、そのパートナーとの記憶をリセットするために、記憶を初期化した──その可能性はあるように思えた。サイクは自分は違うと言っていたが、キグルミの中には、過去の記憶を持つ者がいる。


    　この殺し合いや、『時間の外』そして『翼』の[image: ]なぞを解くには、恐らくその記憶が必要だ。だが、消してしまった記憶を呼び戻すことなんてできるのだろうか。いや、もしくは。


    「過去の記憶を消していないキグルミがいるかもしれない」


    　俺おれは言った。


    「そうね。きっとその可能性はゼロではないわ。この厄やつ介かいな病院からの呼び出しから抜け出すには、そいつを捜すのが近道だと思うわ」


    　赤あか糸しは俺に賛同した。


    「けどその前に、私たちには捜し出さないといけない人がいるわ。三み月け音ね子こさんとサイクに会いに行くわよ。歩。なに床ゆかで正座しているの？　奇怪よ」


    　骨のマントから、からん、と乾いた音を一つさせて赤糸は言った。


    



    「だが、この巨大な建物中をしらみつぶしにしていくわけにもいくまい。終了の合図はいつ鳴ってもおかしくないのだから」


    　ボンが静かな声で言う。


    「確かに。サイクのことだから、レーダーをフル活用して、誰にも見つからないような場所に隠れてると思うんだよな」


    「歩。それです」


    　俺の腕の中でラビイが言った。


    「え、どれ」


    「レーダーの特性を使いましょう」


    「うまくいくかな」


    「無理よラビイ。歩はサイクがいなければ、かろうじて足を引っ張ることができるのみなのよ」


    　はい、なんとか頑張って足を引っぱってます。


    「いえ、歩にもレーダーの特性が混じっています。歩は七階のナースステーションで二度、レーダーによって敵の位置と会話を捕捉しています」


    　七階のナースステーション。


    　赤あか糸しへの伝言を書き置きにして残した場所。確かにあのとき俺おれは、動き出す直前のエレベーターに気づき、ロビーで話すナオヤとザリの会話を正確に聞き取った。


    「でもサイクのレーダーとは比べ物にならないような代しろ物ものだし、すぐに集中切れちゃうし」


    「元々歩あゆの特性ではなく、サイクのものであるからそれは仕方がないと言えます。けれど歩とサイクは本当にいい『出会い』をしているのでしょう。わずかながら、特性の共有までしています」


    　特性の共有。サイクとの繫つながりをさらに感じることができた気がした。


    「よし、わ、わかった。やってみよう」


    　俺は自分の額ひたいに神経を集中させていく。やがて額から自分の意識が飛び出し、天井へ上がっていくのがわかった。天井から見下ろした俺は、ロビーいっぱいを俯ふ瞰かんする。それ以上視界を広げようとした瞬間、突然意識が途切れ、あっというまに視界は元に戻ってしまった。


    「成功したのかしら」


    「した。けれど、このロビーしか見渡せなかった」


    　赤糸は俺の言葉を聞いて、ロビーをぐるりと見回した。


    「歩。それくらいなら私だって、レーダーを使わずとも見渡せるのよ。もっと広い範囲とか下の階とか上の階とか自由自在に飛びまわれないのかしら」


    「赤糸。さすがにそこまで歩に求めるのは酷こくかと考えます」


    　ラビイが静かにフォローしてくれた。


    「自分の視界を使うのではなく、サイクの視界を使ってみてはどうだ」


    　ボンがそんなことを言った。


    「サイクの視界を使う？」


    　どういうことだろうか。


    「成功するかはもちろんわからないが、大おお垣がい内と歩の視界ではサイクほどの範囲は見渡せない。だが、二人は特性を共有できるほどの『出会い』をしている。ならば、今こうやってお互いの体は離れていても、心の奥底では出会えるのではないかと思ったのだ」


    「わかったわ。歩。試してみて」


    「待て。俺はまだ何のことだか全然わかってないぞ」


    　ボンは「うむ」と一言唸うなってから続ける。


    「額の意識を外へ飛ばすのではなく、体の中へ中へ潜もぐらせるのだ。心の奥底でサイクの心と『出会』えたなら、サイクの額の目と自分の額が重なる。うまくいけばサイクの視界を共有できるのではないだろうか」


    「はあ」


    　全く仕組みが理解できていない。


    「要するにね、歩あゆ。以い心しん伝でん心しんというやつだわ。相手を思う気持ちさえあれば、きっと道は開けるはずだわ。安心して。ボンができるって言ってるってことは、私ができるって言ってるってことよ。そんで、私ができるって言ってるってことは、歩ができるって言ってることと同じになるの。それならもう、できたも同然だわ」


    「言ってることが滅茶苦茶だ」


    　俺おれは深くため息をつく。


    「だが、言いたいことはわかった──要するに、お前の言葉は、俺にとっての音楽ってことだ」


    「……？　うん。そうね。そう。ほんとそうよ。頑張るのだわ、歩」


    　わかってねえだろ。一番はじめの疑問符で丸わかりなんだよ。俺は小さく笑って額ひたいに意識を集中させる。もっとだ、もっと集中させろ。赤あか糸しの言葉を過信しろ。赤糸の言葉を聞いて湧わいて出てきた、自分自身の力を信じるんだ。サイク、待ってろ。今お前を着てやりに行く。


    　やがて周りの景色と音が、突然消えた。


    　瞳ひとみは閉じられていない。耳も塞ふさがれていない。だが何の景色も見えず、音も聞こえなかった。そこはただの空間だった。色すらない。空気もないように感じられた。その空間に俺は手足を投げ出した状態で放り出された。


    　そして、一気に落下していく。地面はまだ感じられない。もっと。もっともっと深く。もっと下まで潜もぐるんだ。色でもない。音でもない。匂においでもない。触感でもない。


    　突然、俺の肩の上から腕に絡みつくように、十と四よさんの長い腕と高い上体が重ねられ、つむじの上に十四さんの細く尖とがった顎あごが乗せられる。


    　違う。重なるってのはこんなレベルじゃない。もっと深くだ。十四さんの体は俺から引き剥はがされ、上へと消えていく。


    　もっとだ。より深くに潜るんだ。次の瞬間、音ね子この体が空間に現れ、俺の胸を人さし指で突いた。その指は何の抵抗もなく、俺の体の中へと入り込んでいく。音子の爪つめの先から言葉が流れ込んでくるのがわかった。


    　──『みんな消えてしまえばいいのに』


    　その十四個の文字はあっという間に俺の体の中で増殖したかと思うと、一気に左の膝ひざへ集まる。俺は左膝に猛烈な痛みを覚え、地面に手をついた。地面？　違う、これはグラウンドだ。中学三年の秋、最後の陸上大会での一〇〇メートル走に出場したときのトラックだ。おかっぱのさらさらヘアの少女が競技場すべての客席を埋める。


    　その顔には、ぽっかりと空くう洞どうが開いていた。


    　違う。これも違う。


    　心が一つに重なり合うってのは、こういうことじゃない。


    　このままではこの先、解け合って混ざり合った結果、途方もなく孤独な一人の巨大な人間ができ上がるだけだ。心が一つに解けて混じり合うのでもない。もっと先だ。俺おれはさらに潜もぐる。音ね子この姿もグラウンドも競技場もそこにいたさらさらのおかっぱヘアもすべて俺の周りから引き剥はがされ上へ消えていく。左膝ひざに集まっていた無数の文字は耳から流れ出て、それはドイツ語の歌詞になった。


    　あと少しだ。俺の心も、サイクの心も、きちんとしっかりと完かん璧ぺきに形を保ったまま、それでも寸すん分ぶん違たがわずにぴたりと重なる場所。そういう場所が、この先にきっとある。間違いない。俺は過信する。あと少し。


    　突然、真っ暗だった視界が一気に開けた。


    　そこは暗かったが、すべてを見渡すことができた。目の前に機械類がたくさん装備されたベッドが見える。壁はタイルで覆おおわれ、いくつもの電球が円を描えがくように並べられた巨大な照明が天井からアームでぶら下がっている。


    《なんだ、これ！　何が起こったんだ？》


    　頭の中に直接、高く澄んだ声が響く。


    《何が起こったんだ？　どうしてボンや赤あか糸しが見えるんだ？　ラビイもいる！　どうしてだ？　僕がさっきまでいた場所は？　音子はどこへ消えたんだ？》


    　そう言いながら視界はキョロキョロと激しく周りを見回す。視界が上を向いた瞬間、音子の不安そうな顔が見えた。何か喋しやべりかけてくるが、音子の声は聞こえなかった。


    《サイク！　落ち着け、俺だ。これは俺の仕業なんだ》


    　頭の中で直接サイクへ話しかける。


    《え？　歩あゆ？　いったい何したんだ君は僕に？　どうして急に目の前に赤糸やボンが現れたんだ？　あれ？　動きたいのに動けない！　どうして？》


    　そう言いながらサイクは視界をグルングルンと移動させる。


    《サイク落ち着いて。動かないで。こっちが思ってもない方向へ急に視界を振られると、その、物凄すごく酔う！》


    《説明してよ歩！　何をしたんだ？》


    《簡単に言うと、俺の心の中の、君の心と『出会』ってるんだ、今》


    《え……？　僕を着ていないのに？　そんなことが可能なの？》


    《ボンがやってみろって言って、赤糸ができるって言って、やってみたらできた。そして結果、俺とお前の視界が丸々そっくり入れ替わった》


    《なんてことしてくれたんだ！　じゃあこれは歩が現在見てる風景ってことか！　思いどおりに視線が動かない！　気持ち悪い！》


    《俺は別の意味で気持ち悪い！　グルグル動かすな！　ロデオをやってるみたいだ！　いいか。この方法がどんだけ続くかわかんないからシンプルに聞く。今、どこだ》


    《手術室。音子も一緒だ》


    《みたいだな。そこは何階かわかるか？》


    《何階だったかな。いや、待って、えーと》


    　その瞬間、視界が突然高くなり、急に走り出したかと思うと、一気に真っ暗になった。


    《何だ、サイク!?　動くな、酔うんだって！》


    《違う。僕が動いたんじゃない。これは、音ね子こが僕を抱えたまま動き出したんだ》


    《何？》


    　暗くら闇やみに視界が慣れてくると、目の前に緑のドットが並んでいるのがわかった。


    《……音子が転んだらしい》


    《なるほどね》


    《ごめん。けどサイク、ちょっと、目を瞑つぶってくれないか。その、あまりにもアップすぎて、さすがに申し訳ない気持ちでいっぱいになる》


    《何の話？》


    　次の瞬間、再び視界は床ゆかから引き上げられ、手術用のベッドの陰へ移動した。視界が細かく揺すられる。何度も暗闇で途切れそうになる。もう少し保もってくれ、頼む。


    　再び視界が開けると、タイル張りの床に大きなハサミを持った人影が伸びてくるところだった。


    《サイク、ザリガニ人間だ。気をつけろ》


    《え？　何？》


    



    　そこでブラックアウト。


    



    　暗闇は一気に小さな点に収束し、次の瞬間にはこちらへすごい勢いで広がってきた。その中に並ぶ三つの顔。赤あか糸し。ボン。ラビイ。同時に世界に音が戻る。


    「大丈夫なの、歩あゆ!?」


    　赤糸は今にも泣き出しそうな顔で俺おれの両手を握っていた。


    「お、おお。大丈夫だ。心配しなくていい」


    「びっくりしちゃったわ。何を話しかけても瞬まばたき一つしないし、いくら叩たたいても揺すっても何の反応もないのだもの」


    「ごめん。でも俺なら大丈夫。それより、サイクと音子がヤバイ」


    「成功したんですね？」


    　俺はラビイに頷うなずいた。


    「俺とサイクの視界が完全に入れ替わった。だけどその代わり、サイクのレーダーも入れ替わったもんだから、近づいてくる敵に気がつけなかった」


    「二人はどこですか？」


    「手術室だ」


    「ボン。場所はわかるかしら」


    「手術室は四階と五階にそれぞれ二つずつある」


    　赤あか糸しは俺おれにハンカチを差し出した。


    「いいわ。とりあえず近いところから手当たりしだい踏み込みましょう。麻酔が効くまでなんて待ってられないもの。歩あゆは鼻血を拭ふいて」


    　思わず鼻の下に手をやると、べったりと血がついた。


    「うわ、いつの間に」


    「よく頑張ったわ。私の歩。それじゃ、行くわよ」


    



    　俺はラビイを胸に抱き、その俺をボンを着た赤糸が両手で抱える。


    「行くぞ」


    　ボンは一言だけそう言って、天井へ向かって跳んだ。天井へぶつかる瞬間、背中のマントから大量の楔くさびが一斉に伸び、天井へ突き刺さる。そしてさらにほかの楔が何本も重なりあい、巨大な白い鎌かまを持ち上げる。


    　勢いよく鎌は天井へ突き刺さり、そのまま切り裂く。差し込まれていた楔が一斉に脆もろくなったコンクリートを搔かき分け、天井に大きな穴を開けた。ボンの体は勢いを緩ゆるめることなく穴を通りすぎ、四階のフロアへ降り立つと同時に、思い切り床ゆかを蹴けり、長い廊下を一直線に進んでいく。突き当たりの直前で再び背後から楔が何本も伸びていき、左右の壁に勢いよく突き立てられるとそのまま穴を開けて入り込み、すぐに引っ込んで戻ってきた。


    「四階の手術室には誰の反応もない」


    　そう言うなり再び跳び上がり、またも天井へ楔を打ち込み、鎌で大きな切れ込みを入れるとそのまま大穴を明けて五階へ降り立つ。


    「ここにいる」


    　小さくそう言うなり、ボンは左の壁をめがけて思い切り鎌を水平に払った。壁に綺き麗れいな切れ込みが入ったかと思うと同時に思い切り壁を殴りつけて歪ゆがませ、隙すき間まを無理やり作って体を捻ねじ込んだ。


    　そこは確かに手術室だった。機械類のたくさんついた大きな手術台に天井から太いアームで吊つり下げられた丸い巨大なライト。確かにそれは先ほどサイクの視界で見た風景そのものだった。だが。


    「……もう誰もいない？」


    「いえ、います」


    　俺の腕の中でラビイが落ち着いた声を出した。


    　床に下ろされた俺は、そっと手術台の裏に回りこむ。


    　そこには、床ゆかに座り込んだまま涙を流し続けている音ね子この姿があった。


    「音子！」


    「ジェネラル！」


    　俺おれとラビイは同時に声を上げ、音子のそばへ近寄る。


    「無事だったか？　怪け我がはしていないか？」


    　音子は何度も頷うなずきながら、涙と鼻水でドロドロになった顔を何度も拭ぬぐう。


    　よかった。怪我はしていないようだ。


    　安心して俺は音子の体に視線を落とす。彼女の膝ひざの上には、何も載っていない。音子の両手は何も摑つかんではいなかった。


    「……サイクは？」


    「ごめんなさい、ごめんなさい……」


    　音子は溢れ出てる涙に抗あらがうことなく、ただ謝罪の言葉を繰り返し続ける。


    「サイクは、どこ行ったんだ？　あいつは、今どこにいる？」


    　音子は泣きじゃくりながらもなんとか廊下のほうを指さして、嗚お咽えつに近い声で言った。


    「……イワ、モト、くんっが……」


    　イワモトナオヤ。と、あいつのキグルミのザリか。


    「まいった」


    　俺はラビイを抱えたまま立ち上がる。


    「まずいことになった。サイクのやつ、二重誘ゆう拐かいされやがった」


    「本当、くそ馬ば鹿かの大馬鹿のゲロ馬鹿だわ」


    　腕組みをしたまま赤あか糸しは冷たく言った。


    「まだ近くにいるだろう。追いかけて取り返すしかあるまい」


    「賛成する理由しかないわね」


    　ボンの提案に呆あきれたように賛成しながら、赤糸は手術台の裏へ歩いていき、片手だけで音子の手首を摑むと、何の苦労もなく空中へ引っ張り上げ、手術台の上へ叩たたきつけた。


    「うぐぅっ！」


    　背中から勢いよく落とされた音子は悶もん絶ぜつしながら咳せき込む。


    「痛かったかしら、三み月け音子さん。ざまあみろだわ、おめでとう。実は私、今日きようは朝からずっとずっとずっとずーっと、滅茶苦茶怒ってるのよ。大おお垣がい内と歩あゆっていう馬鹿が、馬鹿なことを実にバリエーション豊かに表現してくれるから。でもそれって、彼にしてみれば困ったことに、善意のつもりだったり最善をつくしたつもりだったり善なる心に従ったつもりだったりとまあ、よくもそんなに善善善善並べ立てられるものだと呆れを通り越して感心すらしてしまうほどでもあったのよ。悪意のない馬鹿って一番たちが悪いの。やつら、馬鹿のバランスがついていないんだもの。馬鹿にもバランスが必要なのよ。だけど歩みたいな馬鹿って、平気でそのバランスを崩しにかかるの。その結果何が起こるか知ってるかしら？　答えは今の、この状況よ。三み月け音ね子こさん、あなたも勉強できるんだからこれくらいわかるわよね。そう、正解は、馬ば鹿かに付き合わされる私が、滅茶苦茶迷惑をかけられて心配をかけてそれでも彼のためになんとかしようって決心したところにあなたみたいな泣き虫が場をかき乱して全部台なしにしておじゃんにしてしまうっていう、掛け値なし、ジャスト、ぴったりそのまんま、今の、この状況なの」


    　赤あか糸しは腕を組んだまま、手術台に寝かされた音子を見下ろしながら早口で一気に喋しやべる。


    　その言葉の間にボンの背中のマントの中から、骨でできた何本もの楔くさびが伸び、音子の手足を固定するように手術台へ刺さっていく。それ以外の、先端を鋭するどく尖とがらせた何本もの楔は音子の顔の数センチ前でぴたりと止まった。


    「三月音子さん。あなた昼間に確か言ってたわ。私の顔がどうとかお嬢様言葉がどうとかリア充がどうとか。その主義主張のスカスカさに私はもう、ほとんど何を言われたのか覚えていないのだけれど、とにかくあなたが、自分のことを好きじゃないってことだけはとてもよくわかったの。あなた帰り際にこんなこと言ってたわ。こんな世界普通に壊れちまえばいいと思ってるって。だけれど残念。私もあなたも、なんと馬鹿者の歩あゆでさえも世界は壊れないことを知ってしまっているわ。だから視点を変えたらいいと思うのだわ」


    「……え」


    　赤糸は顔の前で制止していた楔を一斉に振り上げた。


    「だから普通に、世界はそのままで、あなただけ壊れちまえばいいのよ」


    「やめて！」


    　音子のその叫び声と同時に赤糸とボンの背中から伸びる楔は、高速で手術台へ向かって下ろされた。空気が勢いよく噴き出す音がして、一瞬であたりは白い雲に包まれた。硬いものが連続してより硬いものへぶつかる音が手術室の中に響きわたる。


    　やがて手術室を覆おおっていた雲が薄くなっていく中、四本の光の線が手術台の上から伸びているのがわかる。


    　それは、手術台に固定された音子の頭の上、斜めにかぶせられたラビイの四つの目が放つ光だった。ラビイの鉄の頭は赤糸とボンの骨の楔をすべて受け止めていた。一本の楔も、音子には届いていない。


    「ジェネラルへの攻撃はいかなるものでもワタシは赦ゆるしません」


    　高く落ち着いた声が響く。


    「ラビイ……」


    　音子が小さい声でその名前を呼んだ。


    「怪け我がはありませんか、ジェネラル」


    　その鉄の頭に付き立てられた楔は一斉にボンの背中のマントの中へ戻っていった。


    「そう。それなら勝手にするといいわ。あなたといい、歩といい、その女のどこがそんなに気に入ったんだか全くわからないのだけれど」


    　赤あか糸しはくるり、と背中を向けると手術室のドアを開けた。


    「最後まで、せいぜい、責任もって首を突っ込み続けたらいいのだわ」


    　こちらを見ずにそう言うと、赤糸とボンは廊下を全速力で駆かけ抜けていった。


    「あれじゃまるで悪者だな……」


    　俺おれは廊下に出ると、赤糸の背中を見ながらそう呟つぶやいた。


    「すみませんでしたジェネラル。ワタシがいながら、貴女あなたを窮きゆう地ちに追いやってしまいました」


    　手術室の中に戻ると、音ね子こは手術台の上でラビイの頭を抱えたまま丸くなっていた。


    「いいっす。こちらこそ、ごめんっす」


    　ラビイにおでこをくっつけたまま音子はそう言うと、顔を上げてこちらを見た。


    「大おお垣がい内と歩あゆくんも。ほんと、もうしわけないっす」


    「いや。うん、まあ、あの二人が追いかけてんだ。サイクのことなら心配ないだろう」


    「それだけじゃなくって。いろいろ。いろいろ」


    　いろいろ、いろいろ言いながら音子の瞳ひとみには再び大粒の涙があふれてくる。


    「うあ─────ん。うあ─────ん」


    「ジェネラル。その、ワタシの白衣で。汚れていますけど。どうぞ涙をお拭ふきください。余計汚れてしまうかもわかりませんが」


    　音子は、ラビイのその気が利いているんだか利いていないんだかわからない提案に「うううー」と答えて白衣を手に取ると思い切り洟はなをかんだ。洟をかめ、とまでは言ってなかったけどいいのか。


    「音子さん、その、まあ、なんだ、泣くな。こっちこそ、長い間、ラビイを借りっぱなしで悪かった。たくさん助けてもらったよ。すごい役に立つじゃんそいつ。さすが、お前の相棒だよな」


    　音子は涙を白衣の裾すそで拭きながら、ラビイの顔を両手で抱え、正面から向き合っていた。


    「……私は、こんな顔、嫌だったっす」


    　洟を啜すすりながら音子はそう言った。


    「まあ、そう言うな。そいつだってなかなか可愛いところがあるじゃないか。どこが鼻かわかんないところとか。口が見つからないとか。目が四つあるとか……すまん、ラビイ」


    「いえ」


    「眉まゆ毛げだって薄いし、鼻だってぺちゃんこだし、口だって小さいし」


    「まあな、鼻もぺちゃんこっていうか、ないしな。口もそれ、口なんだかんだか……え？」


    「そのくせ、髪の毛と肌はだの色はそっくりなんす。おまけに私は背もちんちくりんでいつまでたっても胴体にカーブが生まれなくて」


    　違う。音子はラビイのことを言ってるんじゃない。自分のことを話しているんだ。姉の十と四よさんの隣に立って、頭のてっぺんから爪つま先さきまで、一つ一つをいちいち比べていってしまう、そんな自分について喋しやべっているんだ。


    「どこに行っても並んで立たされた。お下がりを着せられて笑われた。写真を別々に撮られた。大人はそれが楽しくて仕方なかったみたいで。私も、いつかお姉ちゃんみたいになれるんだって信じてた。お姉ちゃんみたいな動き方やお姉ちゃんみたいな言葉遣い、お姉ちゃんみたいな笑い方を練習した。でも、じっくりとわかっていった。自分は、お姉ちゃんみたいには絶対なれないってことが。だから髪の毛も伸ばさなかった。だからあんなふうに笑わなかった。だから友達だっていらないって思った」


    　音ね子この声は再び涙声になっていた。


    「だから、世界なんて壊れてしまって、私とお姉ちゃん以外、みんな消えてしまえばいいって思った」


    　あーあ。報告します。十と四よさん。ウチのクラスに、いじめなんてこれっぽっちもありませんでしたよ。殺しあってはいるけれど。


    　つまりこいつは、なんのことはない、ただの甘えん坊でわがままなガキだ。


    　勝手にいじけて外面だけを十四さんと比べて、自分はあんなに可愛くないからすべてうまくいかないのだ、生きているのが辛つらいのだ、私以外はみんな幸せだなどと、聞かされるこっちがうんざりして、飯も喉のどを通らなくなるようなつまらない恨み言を並べているだけの泣き虫以外の何者でもない。


    　そりゃー、俺おれだって膝ひざを壊したとき、似たようなことを思った。


    　自分なんてもう生きてる価値もないんじゃないかって本気で悩んだこともあった。


    　だけど俺はそこから、音楽やら映画やらのおかげで部屋を出ることはできたし、そのあとなんだかんだあって怒られたりなじられたり呆あきれられたりした結果、こうやって他人のお前にまで首を突っ込めるようになったんだ。


    　三み月け音子。お前だって何も本気で世界を壊したいとかみんな消えてしまえばいいなんて思ってるわけじゃないはずだ。


    　もし本気でそう思ってるならノートの切れ端なんかに書いたりせず、クラスメイトに捨て台詞ぜりふ吐いたりせず、一人どっかで寂しく首括くくるか、爆弾をせっせとこさえるかしてるはずだろ、きっと。


    　だからお前はそんなふうに考えてしまうお前自身が嫌いなだけなんだ。


    　眉まゆ根ねを寄せて口を強く結んだ仏ぶつ頂ちよう面づらは要するに、自分自身がとにかく気に入らないっていう意思表示だ。


    　はっきり言って俺はもう呆れているし、死にたきゃ勝手に死ねばいいとさえ考えているけれど、一度首を突っ込んだんだ。責任もって最後まで関わるってタンカ切った手前、ここでハイサヨウナラというわけにもいくまいよ。


    「ようしわかった！」


    　俺おれは音ね子こに叫ぶ。


    「歯を食いしばれ！」


    　左手を上げてそう言うなり、手術台の上の音子の頰ほおめがけ、思い切り平ひら手てを振り下ろす。その瞬間、ラビイの口から勢いよく雲が吐き出され、会心のビンタは空くうを切り、勢い余ってバランスを崩した俺は脇わき腹ばらをしたたかに手術台の角へぶつけた。


    「ジェネラルへの攻撃はいかなるものでもワタシは赦ゆるしません」


    「おおおおおお」


    「だ、大丈夫っすか」


    　心配そうに声をかける音子に俺は親指を立てる。


    「大丈夫じゃないけど、大丈夫ってことでいい。この俺の脇腹の痛みは、お前の痛みの分だ」


    「……理解しがたいっす」


    　音子は眼鏡めがねを外して目め頭がしらを押さえた。


    「今俺がお前を殴ったのは」


    「殴られてないっす」


    「心のビンタだ」


    「……理解しがたいっす」


    「今俺が心でお前をビンタしたのは、お前が噓うそをついていたからだ」


    「噓？」


    　音子は眉まゆ根ねを寄せたへの字口でこちらを睨にらみつける。その瞳ひとみからもう涙は流れていなかった。


    「そう。俺は知ってる。お前が本当は、世界なんか壊れてほしくないと思ってることも、みんな消えればいいなんて思ってもいないことも」


    「噓じゃ、ないっす」


    「いいや噓だ。なぜなら三み月け音子。お前は、可愛いものが大好きだからだ！」


    「なっ……」


    　音子は空中に目の焦点を合わせたまま、動きを止めた。


    「お前がお姉さんである十と四よさんのことが好きで好きでたまらないのも、理由は明白！　十四さんがとっても可愛いからだ！」


    「す、好きじゃないっす。憎んでるっす。恨んでるっす！」


    「それも噓だ、三月音子。本当に憎んでたり恨んでたりしたら、気にすらしないはずだから！」


    　俺のその言葉と同時に、フロア全体を揺らすような凄すさまじい轟ごう音おんが鳴り響く。


    「なぜそれがわかるかというと、かつての俺がその通りの無気力人間だったからだ！」


    　再び轟音。今度はさっきよりも近い。


    　天井からパラパラと埃ほこりが舞い落ちる。


    「だが可愛いものを目にしているときのお前は無気力からはよほど遠い目をしていた！　さっきだって十と四よさんのことを話すとき、涙があふれて止まらなかっただろ！　それは、好きで好きで守りたくて守りたくて仕方がないからなんだ！」


    　俺おれのその言葉が終わるやいなや、俺と音ね子この隣の壁に一斉に骨の楔くさびが貫かん通つうする。後に衝撃。手術室全体が大きく揺れた。


    「三み月け音子！　お前は世界を壊したいんじゃない！　世界の中で、自分の居場所がほしいだけなんだ！」


    　今までの中で最大の衝撃音とともに、楔の突き出た壁がゆっくりと大きくこちらへ盛り上がり、やがて弾はじけて崩れる。


    　俺と音子の間を、赤あか糸しとボンが床ゆかに手をついた状態のまま後ろ向きに滑り込んできた。


    「時間がかかりすぎだわ、歩あゆ」


    「心配ない。今終わったよ」


    　もうもうと舞う粉ふん塵じんの中、手術室の壁に大きく開けられた穴の向こうの手術準備室の壁にも大きな穴が開いておりその隣の薬品庫、器具室、と順番に穴が開けられていた。


    「な。ななななな」


    　音子は手術台の上でラビイを両手で強く抱きしめたまま、ゆっくりと首を穴の方向へ向ける。


    　突然、穴の奥が金色に光り輝かがやいたかと思うと、赤糸がボンのマントを体の前に広げた。


    　幾百もの火花が飛び散り、ボンの骨でできたマントが金色に光り輝かがやく。


    　やがてすぐに光を失うと、床にパラパラと長い毛が落ちていく。赤糸とボンはマントを背中に戻し、腕を組んで穴の遠く向こうを睨にらみつけた。


    「おいおいおいおいおい。また一人ちんちくりんなのが増えてるぜ。どんどん増えるなまったくよー。どうせあのちんちくりんも勇ゆう気き、おめーらのクラスメイトってやつなんだろー？　どうなってんだよここはいったいよー。ひょっとしておめーら専用の裏庭なんじゃねーのかー？」


    　穴の奥から、ぐるるる、とくぐもった低い唸うなり声が聞こえ、力強く野太い声がこちらへ近づきながらそう言った。


    　その足音はゆっくりと、ガラス片やコンクリート片などを踏み潰つぶしながら近づく。


    「まーいいけどよー。ちんちくりんが増えたところでちんちくりんだしよー。それにあいつ、歩と一緒でまだ着てやがらねーみてーだぜ？　ついてるな。こいつはベリーラッキーについてるってやつだぜ、勇気よー？」


    　ぐるるる、というくぐもった低い唸り声はゆっくりと近づいていた。


    「これ……さっきの、ザリガニと……イワモトくん？」


    「いいえ、違うわ。あんな二人──」


    　赤糸はそう言った瞬間再びボンのマントを全面に回し、シャッターのように閉じた。


    　ほぼ同時に穴の奥から何やら青い大きな物体が水平に飛んできて、ボンのマントに当たるとそのカーブに跳ね上げられ、天井へぶつかり、「ぐえっ」という鈍にぶい声を上げ、そのまま床ゆかへ落下し、「がふっ」という水気の混じった声を出した。


    　赤あか糸しはボンのマントのシャッターを開き、視線を穴の奥から外さずに続ける。


    「──とっくに、郷ごう田だ勇ゆう気きとアロにやられていたわ」


    　音ね子こは床に転がる青い大きな物体へ視線を落とす。


    　それは、先ほど自分を襲おそい、サイクを奪っていった、イワモトナオヤと彼に着られたザリだった。彼らは床に転がったままもう微動だにしなかった。


    「敵。敵。敵。敵。そのまた敵、だ。あーあーあー。勇気、ここはくっせーよなあ。くっせー怒りだとか敵意だとかの匂においがぷんぷんしてくるぜ。鼻が曲がりそうだ」


    　ぐるるる、と低い唸り声を出しながらそいつは、穴の縁ふちに手をかけ、その巨体をぬっ、と手術室の中へくぐらせた。


    　郷田勇気と、そのキグルミのアロだった。


    「あああ！」


    　音子が手術台の上で声を上げた。


    　その視線の先、アロの長く前へ突き出された口には、サイクの体がくわえられ、力なくぶら下がっていた。


    「……やあ、久しぶり。そのなんだ、そろそろ助けてもらえると、大変助かるんだけど」


    「わかってるよサイク。でもそれは俺おれの役目じゃない」


    　俺はサイクにそう言うと、手術台の上の音子に視線を飛ばす。


    「お前の出番だ三み月け音子！　過酷な世界から、可愛いものを守れ！」


    「うわああああああああああ！」


    　その小さい体のいったいどこからそんな大声が出せるのかはわからなかったが、三月音子は空気を震わせるほどの咆ほう哮こうを上げた。


    　手術台の上に立ち上がると白衣を翻ひるがえして背中に纏まといラビイの顔を自分の頭の上に、今度はまっすぐに翳かざした。


    　途端、ラビイの四つの目は一斉に黄色い光を放ち、頭の中から次々と鉄の部品が飛び出し、自動で組み立てられながら下へ下へと伸びていく。


    　ちょうど左右の手のあたりに伸びてきた、ブレーキのついたバイクのハンドルによく似た部品を音子が強く握りこむと、レバーの中からやはり新たな部品が飛び出し見る見るうちに音子の肘ひじまでを金属製の部品で覆おおっていく。


    　両足のふくらはぎの辺りにはやはり金属製の巨大な腕が二本組み立てられ、音子の動きに合わせて何度か拳こぶしを握りなおした。


    　巨大な白衣の長なが袖そでの下からは、細めだがよく尖とがった何本もの金属製の爪つめがチラチラと見え隠れした。大だい蛇じやの背骨のように金属片を組み合わされてできた何本もの尻しつ尾ぽが一斉にとぐろを巻きながら白衣の下へ隠れていった。ラビイの口の両端から二本の白い水すい蒸じよう気きが出された。


    「おい……なんだそりゃ……キグルミなのか、それ」


    　アロが呆ぼう然ぜんとそう言った。


    　確かにそれは異い形ぎようだった。


    　生き物にすら見えなかった。


    　音ね子この全身を金属ですっぽりと覆おおった後も、全身が休む間もなく細かな音を立てながら組そ成せいと分解を繰り返している。


    　音子とラビイの顔と白衣だけが形を変えないといってもいいくらいだった。


    　音子は膝ひざを曲げて足を床ゆかに思い切り踏ん張った。


    　同時に、脛すねから下を金属片が一瞬で組み立てられながら覆っていき、足首と足の甲から伸びた金属片が床に設置し、同時にボルトで床に固定される。


    「があああああんんちゃあああんんんをおおおおおおおおおおお」


    　地面を這うような低い声でそう言いながら、音子は上半身を思い切り後ろへ捻ひねる。


    　全身を覆っていた金属片は組み替えられながら一斉に移動し、音子の腰から上をサポートしつつ、地面スレスレまで落とし込まれた右手の周りに集まっていく。


    　上半身と腰のサポート部分がギチギチギチという歯車のような音を断続的に立て、音子の右手は見る見るうちに巨大な拳になっていった。


    「逃げろ、アロ。これは力比べなんてレベルのもんじゃない！」


    　アロの口の中で郷ごう田だの緊迫した声が聞こえる。


    「ビビッてんじゃねーぞ勇ゆう気き！　こんなちんちくりんが打つパンチなんざ、この俺おれ様に利くわけがねえ！」


    　アロはそう言って自分の中の人物の意見を無視すると、音子に真正面から向かい、腰を落として腹筋を大きく反らせた。


    　一度、二度、三度と腹筋を反らせるたびにその筋肉と硬度は増していくように見える。


    「ちょっと歩あゆ。赤あか糸し、ボン。ねえ、これ、僕も大丈夫なんだろうね？　これ、僕を助けるためにやるんだよね？　ねえ？　ねえって！」


    　アロの口の先でぷらんぷらんと揺れながら焦あせった声を出すサイクに俺は呼びかける。


    「サイク！」


    「うん！」


    「どうなるかもう、わからん！」


    「ちょっと待ってよ！」


    「うるせえ！　だまってろおめーも！」


    　アロはそう言うなり大きく口を開き、サイクの全身をすっぽりと口の中に閉じ込めた。


    「かああああああああええええええええええせええええええええええええっっっ[image: ]」


    　音ね子こがそう叫ぶと同時に、右手の肘ひじに開いた噴射口から轟ごう音おんとともに炎が噴き出す。


    　だが、上半身は微動だにしなかった。右肘のジェットの音だけが途切れない。


    　掛け声とともにパンチがくると思っていたアロは、完全に腹筋に力を入れるタイミングをずらされた。


    「ちょ、ま」


    　アロがそう言った瞬間、ラビイの腰から上をすべて抑えていた装置が一気に回転し、目にも止まらぬ速さでパンチが繰り出された。


    　金属片が肉にめり込む低い音と、何本もの骨が同時に砕ける音がして、アロは一瞬で充血させた目を見開き、大きく口を開けた。中からサイクがずるりと押し出されてくると、床ゆかにどさり、と落ちる。それとほぼ同時にアロの目はぐるり、とひっくり返って白目になり、ゆっくりと両膝ひざを折って床につけた。


    「郷ごう田だ！」


    　俺おれはサイクを拾い上げると、アロの口の中に見えるクラスメイトの顔に呼びかける。


    　郷田もまた、キグルミのアロと同じく意識を失ったまま、俺の呼びかけに応じない。


    「しっかりしろ郷田！　目を覚ませ！」


    　からん、と乾いた音を一つ立てて赤あか糸しが俺の後ろに立つ。郷田とアロを見下ろしていた。


    「歩あゆ。そこをどいてちょうだい。今のうちに郷田くんとアロの命を刈り取るわ」
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    　そう言いながら巨大な白い鎌かまを振りかざした。


    「ちょ、ちょっと待ってくれ」


    「どうしたのかしら」


    「その、命を刈り取るのは、ちょっと待っててほしい」


    「意味がわからないのだけれど」


    　赤あか糸しは表情を変えずにそう言った。


    「話がしたいんだ」


    「どうしよう、ボン。また歩あゆが馬ば鹿かなこと言い出す。私許可したくないわ」


    「許可しないからと言って素直に命を刈り取らせてくれるような男でもないだろう」


    「むーん」


    「ありがとう、ボン」


    　俺おれは郷ごう田だの頰ほおを何回か叩たたいたが、抵抗なく左右に首が振られるだけだった。


    「キグルミの中から引っ張り出しましょう」


    　そう言いながら赤糸はボンの手を使ってアロの口を大きく広げた。


    　俺はその中に両手を突っ込むと、郷田を勢いよく引っ張り出す。下半身はまだアロの口の中だったが、ボンがマントの骨を数本同時に伸ばし、アロと郷田の胸のあたりを軽く押していった。


    「さすがにあの冗談みたいなパンチを迎え撃つ自信があっただけある。アロのアバラはほとんど折れてしまっているが、郷田勇ゆう気きの体はほぼ無傷だ。恐らく失神しているだけだろう」


    「よかった」


    　俺は全身の力が一気に抜けていくのがわかった。思わず床ゆかに座り込む。


    「ああああ、ひどい目にあった」


    　俺は床で文句を言うサイクを拾い上げると、その冗談みたいなパンチを撃った張本人の姿を捜した。


    「いたたたたた。腰が。腰が。腰が。痛くて立てないよう」


    　音ね子ことラビイは手術台の上で体を丸めて横になっていた。


    「すみませんジェネラル。上体のサポートが足りなかったようです」


    「とりあえず、アロ以外は大した怪け我が人にんもいないってわけね」


    　赤糸は郷田を見下ろしながらそう言うと、俺のほうへ視線を飛ばす。


    「それじゃあ歩。出番よ」


    「え、何が」


    「郷田くんに。人工呼吸してあげないと」


    「……俺が？」


    「それじゃあ誰がやるの？　私？　それともあそこのぎっくり腰子さん？」


    　俺おれは赤あか糸しの剣幕に押された。仕方ない。そもそも郷ごう田だと話がしたいと言い出したのは俺なんだから。


    「やり方がわからない」


    「教えてあげるわよ。言うとおりにしてちょうだい」


    「心臓へのマッサージは私が担当しよう」


    



    　──やがて郷田は激しく咳せき込むと、意識を取り戻した。


    「郷田！　大丈夫か」


    　郷田は苦しそうに上半身を起こす。


    「くそ……アロの馬ば鹿かが……逃げろって言ったのに……」


    　そう言うと腹部に手を当てて、また辛つらそうに呻うめく。


    「まだ無理するな」


    　そう言って差し出した俺の手を郷田は軽く払った。


    「……アロは、どこだ」


    「お前の下半身にまだいる」


    　そう言われて郷田は足下のアロの姿を見る。


    　アロは白目を剥むいたまま、四し肢しをだらしなく床に広げていた。


    「……死んだのか」


    「いや、意識を失っているだけだ。ただ、骨はほとんど折れてしまっているらしいけど」


    「だがもはや時間の問題かもしれん。折れたアバラが臓器に突き刺さっているかもしれんからな」


    　郷田は壁際に立つ赤糸とボンの姿を見る。


    「──逆さか木き原ばら赤糸。どうした？　どうして俺なんか助けたんだ。早めにそのでっかい鎌かまで俺なんか殺してしまえばよかったんじゃないのか」


    「もちろんそのつもりだったわ。だけど、歩あゆの馬ば鹿かが、また馬鹿なことやりたいって言い出したから、それに付き合ってあげてるのよ」


    　郷田はその言葉を聞いて俺を睨にらみつけた。


    「何考えてんだ歩。俺とお前は敵だぞ。それともお前、俺を笑うつもりなのか」


    「そんなつもりはない。ただ、一言伝えたいことがあって」


    「……聞きたくないな」


    「松まつ本もとくんは。赤糸に殺されたりなんかしていない」


    　俺は郷田の目を見ながらはっきりと、そう言った。壁際から、赤糸が細くため息をついた音が聞こえた。


    　松本くん。今はもう行方ゆくえ不明扱いになってしまっているクラスメイトの名前。あの日の帰り道、郷ごう田だは、松まつ本もとくんは赤あか糸しと付き合っていた、と言った。


    　そして、その松本くんは郷田の見ている目の前で赤糸に殺された、と。だから郷田は、逆さか木き原ばら赤糸は信用してはいけない、と俺おれに言ったのだ。


    　逆木原赤糸の仲間にならず、自分の仲間になってほしいと言われ、俺は約束した。そして俺はその約束を破ってしまい、結果、俺と郷田は敵同士の関係にある。


    　だが俺は松本くんが赤糸に殺されたのではないことを知っていた。


    　彼は、ボンの特性である『命の刈り取り』によって一本の白い骨の状態にされ、彼のマントの中で、今もまだ生きている。赤糸と俺の目的は、この『時間の外』での殺し合いという命のやり取りを、なるべく犠ぎ牲せい者しやを少なくして終えることだった。敵はできるだけ『命の刈り取り』によって白い骨のまま生かし、ゲームから強制退場させる。やがて戦う相手がいなくなるその日まで。


    「……お前、本気でそんな話信じるのか」


    　俺の話を聞き終えた郷田は、沈んだ声でそう言った。


    「骨になったまま生きているからまた生き返らせるだって？　歩あゆ、実際にお前、誰かが生き返るのを見たのか？」


    「それは──」


    　見ていなかった。ボンがまだ、生き返らせる方法を探している最中だと言ったからだ。


    「あの骨野や郎ろうの特性は、命のストックなんだろう？　あいつがただ単純に自分の命を増やしたいがためだけにお前に噓うそついてるかもしれないって、どうして考えないんだ？　お前は馬ば鹿かなのか？」


    「そのとおり。歩は馬鹿なのよ」


    　壁際で赤糸が静かにそう言った。


    「だけどその馬鹿は、郷田勇ゆう気きくんみたいな、人を疑う馬鹿じゃなくて、疑わない馬鹿だから素敵なのよ。あなた、そもそも私とボンに命を一つ奪われずにすんで、今こうやって話ができていることをまず、歩に感謝したらどうなのかしら？」


    　その言葉を聞いて郷田は黙ってしまった。


    　しばらく口を閉じたまま胸や腹を押さえ、やがて髪の毛を指の間に滑り込ませると、アロの顔を見つめて、小さく舌打ちをした。


    「なあ、郷田」


    　声をかけた俺おれを左手で制すると、郷田は俺の目を見た。


    「まずはお礼からだ。ありがとうな、歩」


    「いや、いいんだ、そんなの別に」


    「そんで……すまなかった」


    「……いや、いいんだ」


    　そう言って郷ごう田だは床ゆかに転がる破壊された壁のコンクリート片を拾うと、穴の向こうへ軽く投げる。穴の向こう、遠くのほうで転がる音が小さく聞こえた。


    「だけどやっぱり、赤あか糸しの話を、すぐに信じることはできない。その、時間をくれ。俺おれには、時間が必要だ」


    「あなた、一人じゃないのだしね」


    「ああ……そうだな、巴ともえのこともある。あいつは、卵に操あやつられていたとはいえ、やっぱりまだ、お前らに一度殺されたって怒りが大きい。そのことも含めて……時間が欲しい」


    　穴の奥で、コンクリート片が転がっている音が小さく聞こえた。


    「わかった。郷田、また、時間ができたら話をさせてくれ」


    「そうだな」


    　郷田はそう言って再び床に転がっているコンクリート片を摑つかむ。


    「学校ヘは、まだ来れないのか？」


    「それは、また別の問題なんだ。悪いな。これも……考えがまとまったら必ず話をする」


    「ねえ、ちょっとおかしいのじゃないかしら」


    　赤糸が突然大きな声を出した。


    「何が？」


    　穴の向こうでコンクリート片が転がる音がした。


    「絶対変だわ。こんなの、確実におかしいわ。二人とも、すぐに穴のそばから離れてちょうだい」


    　赤糸は声を鋭するどくしながら巨大な鎌かまを構えた。


    「何がおかしいんだよ赤糸」


    「郷田勇ゆう気きくんが今、摑んでいるそれよ！　ねえ、どうしてまだ壊れたコンクリート片が転がってるの？　いつになったらその穴は、自動修復が始まるの？」


    　俺と郷田はゆっくりと、いつまでも開いたままの穴の向こう側を覗のぞき込んだ。


    　何枚もの壁に連続して開かれた──空洞。


    「穴から離れるんだ歩あゆ！」


    　サイクが腕の中で叫んだ。俺は郷田とアロの体を引きずって壁から離れる。


    「あのー、ちょといいすか」


    　手術台の上で丸まっていた音ね子こが、姿勢を変えず、辛つらそうな表情で言った。


    「どうしたのかしら？　関係ないことだったら後回しにしてほしいものだわ」


    「いやー、関係あるかはわかんないすけど、たぶんあると思うんすけど」


    　音子は手術台の上から手をひらひらとさせる。


    「それじゃあ早く言ってちょうだい」


    「いないんすよ。いつの間にか」


    　誰が？　俺おれは部屋の中を見回す。赤あか糸し。ボン。音ね子こ。ラビイ。郷ごう田だ。アロ。サイク。


    「全員いるぞ」


    「いやー、イワモトくんと、ザリガニっす。さっきまで床ゆかに転がってたと思ったんすけど、今はどこにも」


    　俺は床を見渡す。転がったままのコンクリート片とタイル片以外、何も見つからなかった。


    「いつの間に出ていったんすかね？」


    「あなた見張ってたんじゃなくて？」


    「ジェネラルは腰を労いたわっていたもので」


    　ラビイが申し訳なさそうな声を出す。


    「ふむ、心臓マッサージを施ほどこしてるとき以外考えられないな」


    「ってことは歩あゆが郷田くんに人工呼吸してるときだね」


    「人工呼吸だと!?　誰が俺に？」


    「いいから落ち着こうみんな！」


    　穴の向こうで小さくコンクリート片が転がる音がする。


    「取りあえず、ほかにおかしなところはない？」


    「なあ、歩。あれは、いつからあそこに浮いてるんだ？」


    　郷田の指さす方向を全員が一斉に見る。


    　手術室の天井に一つ、風船が浮いたままぶつかって止まっていた。


    「手術室に風船なんか入れるんすかね」


    「紛まぎれ込んだけかもしれん」


    「気にしすぎなのかも。俺たちが気がつかなかっただけで、ずっとあったものなのかもしれないし──う」


    　天井に向けていた視線を下ろした俺が発した一言で、全員の視線も下りてきた。


    　手術室の入り口に、車くるま椅い子すが一台入り込んでいた。ぐったりとしたまま動かない、ザリのキグルミを着たイワモトが座っている。


    「……いたっすね」


    「……車椅子を取りに行ってたのね」


    　ザリとイワモトを乗せたままの車椅子は、誰も動かしていないのに、一人でバックすると、方向を転換させ、廊下の向こうを進んで、手術室の入り口から消えた。


    「どうする？」


    「まるでついて来いって言ってるみたいだわ」


    「よし追いかけよう」


    「あのー」


    　音子が手術台の上で情けない声を出す。


    「私動けないんすけど」


    「申し訳ございません」


    「仕方ない。私とボンで運ぶわ。歩あゆ、もしまだ話が終わってないって言うなら、郷ごう田だ勇ゆう気きくんとアロはあなたが運ぶのよ」


    　そう言って赤あか糸しとボンはラビイと音ね子この体を持ち上げる。


    「痛い痛い痛い痛い。そーっと。ゆっくり運んで欲しいっす」


    「難しいこというのね」


    「全身を貫つらぬくこの痛み。耐えがたいものがあるっす」


    「これに懲りて、あんなマンガみたいな技二度と使うのよしたほうがいいのだわ」


    「咄とつ嗟さに思いついたのです、すみません」


    　俺おれはサイクを持ち直すと、その口を大きく開け、足を滑り込ませた。


    　あっという間に全身がフィットする。


    「ただいま」


    「おかえり」


    　何度かサイクの中で拳こぶしを握り、感覚を確かめる。


    「よし、行こう」


    　俺は郷田の背中と膝ひざの裏に腕を差し込み、二人の体を持ち上げた。


    「置いて行ってくれて構わないんだ」


    「あんな気持ち悪い部屋に置いとけない」


    　そう言いながら俺は手術室を出ると、前を歩いていた赤糸とボンの背中にぶつかった。


    「いた。なんだよ、どうして廊下で止まってるんだ」


    「──ピエロがいるのだわ」


    　俺は、赤糸とボンの背中からずれて廊下の先を見た。


    　奥へ奥へと続いていく廊下の上、派手な柄をしたオレンジ色の丸い背中がゆっくりと車くるま椅い子すを押していくのを見た。大きな帽子の先は二つに分かれ、ゆらゆらと歩調に合わせて揺れ動いていた。


    「さっき車椅子が動いたときは、誰もいなかった」


    「その通りよ。廊下に出たら、あいつがいたのだわ」


    　ピエロ。俺は記憶が蘇よみがえる。俺たちに襲おそいかかってきたクラスメイト。林はやし。そして柄え州す巴ともえ。そのどちらからも、倒した後、体の中から一つの卵が転がり落ちた。ただの卵ではない。中身を抜き取り、殻からの表面にピエロの顔のペイントが施ほどこしてある卵だ。


    　赤糸は以前、ピエロの顔がペイントされた卵の殻には、「ピエロの誓い」を立てた証あかしの意味があると教えてくれた。そして、誓いを立てる「相手」がいるはずだ、とも。


    　あいつが、その「相手」だ。間違いない。


    「おい、待てよお前」


    　俺おれはピエロの背中に声をかける。


    　ピエロは、押していた車くるま椅い子すごと、ぴたり、と止まった。


    「お前もクラスメイトなんだろ？　イワモトとザリをどこ連れてくんだ？」


    　ピエロはぴくりとも動かない。


    「お前がクラスメイトたちに、卵を埋め込んでるんだろ？　目的はなんだ？　ていうかお前誰だ？　こっち向けよ」


    　俺のその声にピエロはゆっくりとこちらへ顔を向ける。


    　だが、その口はぴったりと閉じられていたために、中に誰が入っているのはわからない。


    　ピエロの顔は白く塗られ、右目と左目、口の右半分と左半分、すべてが違うデザインのメイクだった。その顔は、怒ってるようにも笑ってるようにも泣いているようにも死んでいるようにも見えた。


    　空洞だ。こいつの顔は、何も語っていない。こいつの顔にはどんな表情でもあった。だが同時にそれは、どんな表情もないことと同じだった。憐れん憫びんも。[image: ]ちよう笑しようも。侮ぶ[image: ]べつも。優越も。悦楽も。楽観も。失望も。落胆も。嫌悪も。


    　俺は思わず一歩後ずさる。


    　ピエロは再びゆっくりと正面へ向き直ると、車椅子を押して廊下を進み出した。


    　やがてロビーまで出ると、不意に左へ曲がってその姿は見えなくなってしまった。


    「待ちなさい」


    　赤あか糸しとボンが音ね子ことラビイの体を持ったまま走り出す。


    「痛い。走らないでくださいっす」


    「早速足手まといじゃないあなた」


    　俺たちはロビーへ出て、左の空間を確認する。そこには誰の姿も見えなかった。


    「いくらなんでもそんなに距離が離れてたとは思わないわ」


    「どこかの部屋に入ったのかもしれない」


    　とりあえず俺と赤糸はそれぞれ運んでいる二人をロビーのベンチへ下ろした。


    　そのとき、短く軽い電子音がロビーに響いた。


    「──何」


    「エレベーターだ」


    　俺と赤糸はエレベーターへ体を向け、構える。


    　赤糸とボンはマントを上へ広げ、巨大な鎌かまを低く持つ。


    　俺はサイクの左手の三本の黒い爪つめを出し、顔の前に掲かかげる。


    　薄暗いロビーに、エレベーターのドアがゆっくりと開いて中の明かりがこちら側へ差し込んだ。中には、車椅子に乗ったままぐったりと動かないザリとイワモトの姿があった。


    「いつの間にエレベーターに乗せたんだろう」


    「わからないわ。油断しては駄目よ、歩あゆ」


    　だが、車くるま椅い子すはいっこうにエレベーターから降りてはこない。


    　いつまでこの睨にらめっこが続くのかと思われた瞬間、ワイヤーが切れたかのように車椅子を乗せたままのエレベーターは高速で落下し、一瞬で何も見えなくなった。


    「きゃっ」


    　赤あか糸しは小さく叫んだが、すぐに鎌かまを持ち直して構えを直した。


    　俺おれは、エレベーターの箱がなくなったまま、ドアを閉じずにこちらへぽっかりと口を開けたままの空洞を見つめる。上へも下へも長く長く延びる、空洞。


    「使えないんだよ。あいつは。というよりもだね、ウチのクラスの奴やつらは全員使えないんだよね。なんとも困ったもんだよ。実に。実にさ」


    　突然背後で、高くも低くもない、笑いをかみ殺したような声が聞こえた。


    　俺と赤糸は驚き振り返る。


    　ナースステーションのカウンターの向こうで、ピエロが座ったままこちらを見ていた。


    「使えないなら使えないなりにだよ、せめてオレの役に立って死んでってほしいとかオレは思うんだ。ねえ、大おお垣がい内と歩。オマエもそう思うだろう？」


    　そう言うと、ピエロは自分の口に手を突っ込み、ゆっくりと上下にこじ開けていった。


    　その口の中には、仁に科しな永えい樹きの顔があった。


    　俺の席の斜め前の巨体。眼鏡めがねのつるをいつも触り、舌打ちをやめようとしない男。俺に、「死ね」と吐き捨てた男。


    「やあ、逆さか木き原ばら赤糸クラス委員長。相変わらず綺き麗れいだよね。そんなおっかないキグルミ着てても綺麗なんだから、それはもうすごいって思うよ。使える。使えるなあ、クラス委員長は本当に」


    　仁科は白い両手を忙せわしなくひらひらと動かしながら、笑いをかみ殺すように言う。


    「何にかは知らないけれど、勝手に私を使わないでほしいものだわ」


    「まあ、それは無理だよ。止められないよ。オレは使えるものはなんでも使うんだ。とりわけ、こいつを使ってね」


    　仁科の掌てのひらの上には、いつの間にか卵が三つずつ乗せられていた。卵の表面にはそれぞればらばらの顔がペイントされていた。


    「兵隊をさ。兵隊をね。作ってるんだよオレは。使える兵隊をさ。電話で毎晩毎晩一人ずつ呼び出して、卵を一個一個埋めていってさ。オレにとって使える兵隊を作ってるんだ、今。いろいろ考えてるんだ、これでも」


    　仁科はナースステーションのカウンターの下へひょい、と引っ込んだ。


    　俺は額ひたいのサイクの目を使ってナースステーションの中を見た。


    「誰もいない」


    「何ですって？」


    「うん。もういないんだ、そこには」


    　突然今度はロビーの窓際で声がする。


    「オマエたちはさ、結構邪魔なんだよ？　自覚もってほしいな。オレの兵隊になってないってのがもう、邪魔じゃないか。柄え州す巴ともえなんか自慢の美人コレクションだったのにさ」


    　音ね子ことラビイ、郷ごう田だとアロが寝かされているベンチの一番後ろに、仁に科しなはいた。隣には、仁科のピエロの肩にぐったりともたれかかったまま動かないイワモトとザリの姿が再び見える。


    「仁科。お前ふざけてんのか？」


    　郷田が上半身だけ起こしてベンチの後ろの仁科を睨にらみつけた。


    「ふざけてるんだよ、オレは。普段学校じゃとてもふざけられないからね。冗談だって言わないし、オマエらが騒いでたって静かにしてるだろ？　だからここでは思いっきり、ふざけてるんだ、オレは」


    　仁科は突然すっくとベンチの上に立ち上がった。


    　支えをなくしたイワモトとザリは力なくベンチの上に倒れこむ。


    「なあ永えい樹き、自分ばっか喋しやべってないでオレにも喋らせてくれよ」


    　仁科の頭の上にあるピエロの顔が、目をグルグルと動かして言った。だが、その声は仁科の声と全く同じだった。
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    「いいよ、喋しやべりな、好きなだけ」


    「まあ、特に喋ることもないんだけど」


    「なんだよそれ」


    　仁に科しなは口を閉じたまま、すべて同じ声でそう言って、宙に浮いた。


    「空を……飛んでる？」


    　赤あか糸しがロビーの真ん中を浮遊する仁科とピエロのキグルミを見て言った。


    「あの少女と同じですね」


    　ベンチの上でラビイが言った。


    「ああ、だけどあれは──」


    「少女？　ああ、あれか、オマエらも、『彼女』を見たのか」


    　空中で静止したままゆっくりと回りながら、仁科は口を開けずに笑いをかみ殺したような声を出す。


    「彼女って？　歩あゆ、誰を見たの」


    「俺おれとラビイが、隠れてるときに、『翼』が出たんだ」


    「──合図もなしに？」


    「だけど、『翼』だけど、『翼』じゃない、みたいな、おかしな感じだった」


    「だろうな。なぜなら、そこに『彼女』がいたからだ」


    　仁科は口を開かずそう言うと、再びナースステーションのカウンターの上へ音もなく降り立った。


    「歩。何のことだかわからないのだわ。もう少しわかるように説明してほしいものだわ」


    　赤糸は声を尖とがらせ、鎌かまを何度も握りなおしながら言う。


    「うまく説明できないんだけど、『翼』に、今まで一度もいなかった、本体がいたんだ」


    「本体？　『翼』の真ん中にキグルミがいたの？」


    「キグルミじゃなくて、女の子が」


    　そこまで言って俺は、先ほど宙に浮いた少女の周りを囲んで飛ぶたくさんの小さな『翼』のことを思い出した。


    　たくさんの小さな『翼』は少女の周りで一つに交わりあい、やがて大きな八枚の『翼』になる。少女の全身を包み込むように、彼女の体をすべて守るように──


    「まさか、つまりあれは──」


    「気づいたのか、オマエ」


    　仁科は笑いをかみ殺したような声で言った。


    「何、どうしたの歩」


    「──あの『翼』は、彼女のキグルミなんだ」


    「何ですって？」


    「御ご明めい察さつ」


    　カウンターの上で仁に科しなは音を立てずに拍手をした。


    「ちょっと歩あゆ、彼女って誰なの、ねえ」


    「おい大おお垣がい内と歩」


    　カウンターの上に腰をかけた仁科が、閉じたままの口でそう言った。


    「何だ」


    「オマエ正解したから教えてやる。あの女は、もうオレが手に入れた」


    「……手に入れただと？」


    「そうだ」


    「わかりました。あなたがゼム、なのですね」


    　ラビイはベンチから仁科へ言った。


    「御明察。うーん、やるな、結構使えるじゃん。だけどオマエらさ」


    　仁科とゼム、はカウンターからピョン、と飛び降りると赤あか糸しの近くへ歩いていった。


    「オレが爆弾だってことまでは、わかんなかったでしょ」


    　そう言いながら仁科とゼムは白く塗られた顔を一瞬で黒白に点滅させた。


    　同時に、赤糸とボンはマントを前に回し、シャッターのように閉める。


    　同時に、音ね子ことラビイはベンチの上で何かを大声で叫ぶ。


    　同時に、ラビイの白衣の中から黒い軍服に身を包んだ生き物が飛び出し、一直線にピエロの形をした爆弾へ突っ込んでいく。


    　同時に、郷ごう田だの上半身が、後ろのベンチから突然起き上がったイワモトとザリの巨大なハサミで貫かん通つうされる。


    　同時に俺おれはサイクの中で左手を開いて爪つめを一度引っ込め、郷田の後ろのイワモトの顔目掛けて再び拳こぶしを握り締めて突き出す。


    　ラビイの体から飛び出した[image: ]の黒い生き物は、ピエロの形をした爆弾を一気に押して、そのままエレベーターの奈落へ諸共に落下して行った。


    　俺の突き出したサイクの左手の三本の黒い爪はイワモトとザリの喉のどを貫通した。


    　轟ごう音おんとともに下の階から吹き上げてきた炎と熱風が一瞬、エレベーターの開いたままのドアからロビーに流れ出した。


    「勇ゆう気きを俺の口の中へ戻せ！　急げ！　早くだ！」


    　ベンチの上では血ち塗まみれになって動かなくなった郷田と入れ代わりに、意識を取り戻したアロが叫んでいた。


    「勇気の体を全身押し込むんだ！　うまくいきゃ、俺たちの命を使って一回は生き返る！　だけど、このままだと死んじまう！　急げ！　早く押し込んでくれ！　頼む！　勇気を戻してくれ！」


    　暴れるアロの全身をマントから伸びる楔くさびで押さえ込み、赤あか糸しとボンがアロの口を目いっぱい開く。俺おれとサイクがぐったりと動かず、それでもどんどんと血があふれ出て止まらない郷ごう田だの体をアロの口の中へグイグイと押し込んでいく。


    「ほんとにこれでうまくいくのか？　郷田は生き返るのか？」


    「わからないが、やってみるしかあるまい」


    　俺とサイク、赤糸とボンはようやくアロの口の中に郷田の体を無理やり押し込んだ。


    



    「なにかと引っ張り出したり押し込んだり大変だわね」


    　赤糸はそう言って巨大で白い鎌かまを握りなおす。


    　ベンチの上には先ほど俺とサイクに殺されたイワモトとザリが寝かされ、見る見るうちにその傷を塞ふさいでいっているところだった。


    「もうすぐ生き返るわ」


    「わかっている」


    　仰あお向むけに寝かされたイワモトとザリは鼻から思い切り息を吸い込み、少し大げさにむせてから、唐突に両目を開いた。


    「おはよう。二人とも、死んだ振り、うまいのね。皆騙だまされてしまったのだわ。では、おやすみなさい」


    　赤糸は、イワモトの後頭部へそう言うと、鎌を勢いよく水平に薙ないだ。


    



    「あの黒い服を着たやつは、なんだ？」


    　俺は寝っ転がったままの音ね子ことラビイに尋ねる。


    　先ほど、ラビイの白衣の中から飛び出し、俺たちを救ってくれた軍服のようなものを着たアレは、いったいなんだったのか。


    「彼は、カーターです。歩あゆ──これがワタシの特性です。この体の中には、彼のような兵隊が、無数に入っているのです」


    「特性……巨大パンチじゃなかったのか」


    「やっぱり駄目だ！」


    　もう一つのベンチではアロが目を開けていった。


    「俺の体に戻ったときにはもう、勇ゆう気きと『出会い』ができなかった。遅かった。勇気はもう死んじまった！」


    「いや、それは違うんじゃないのか」


    　嘆き悲しんでいるアロに俺は言った。


    「何も違わねーよ！　俺の中に戻すのがあと少しでも早かったら、勇気は俺と『出会』えて命を分かち合うことができたはずなんだ！　俺おれだけ生き残っちまって、どうすりゃいいんだ！」


    「だから、それじゃないのかな」


    「ああ？」


    「アロ。お前も郷ごう田だと一緒に死なないと、命の配分ができないんじゃないかな」


    　アロは目を閉じてしばし沈黙。


    「……ひと思いにやってくれ」


    



    　アロは手足を投げ出して仰あお向むけに寝転ぶ。


    「……もし生き返らなくても恨むなよ」


    「恨むに決まってんだろコラ」


    　俺は、サイクの左手を握って爪つめを伸ばし、仰向けのアロの胸の真ん中目がけてまっすぐに突き下ろした。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　目を開けると、ベッドの上だった。


    　枕まくら元に手を伸ばし、スマートフォンを摑つかむと、ホームボタンを押してディスプレイを点灯させる。
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    　二十二時八分。今夜もまた、あの巨大病院の中で行方ゆくえ不明扱いになることなく、戻ってこられた。


    　赤あか糸しとボンによって骨としてストックされたイワモトナオヤって名前のクラスメイトは、明日はきっと学校へ来ないだろう。そしてたぶん、俺おれの斜め前の席の巨漢の男、仁に科しな永えい樹きも。


    　ピエロのキグルミ──ナオヤたちにはゼムと呼ばれていた──を着ていたあいつは、俺たちにはっきりと、宣戦布告をしてきた。自分の形の爆弾を送り込んでくる、という最悪な方法で、だ。


    　あいつが現れる前から次々と俺たちの身近に起きた、いくつもの不ふ可か思し議ぎな現象はなんだったんだろうか。幻げん覚かくか。それとも現実だったのか。仁科とゼムは、いつから爆弾だったのか。はじめからか、途中からか。仁科の特性は卵じゃなかったのだろうか。


    　ボンは以前、キグルミが特性を二つ以上持つことは不可能だ、と言っていた。だとするならば。仁科とゼムの周りにいる、まだ姿を見せていないクラスメイトがいる。そいつらの特性を組み合わせて、あの頭の痛くなるような空間を作り上げたに違いない。


    　いったい何人のクラスメイトが既に『時間の外』に送られ、仁科のいう「軍隊」に組み込まれてしまっているのだろう。


    　イワモトナオヤはそのうちの一人だった。


    　彼のように普段の学校や家庭では人じん畜ちく無む害がいを装よそおって生活し、いざ『時間の外』へ送り込まれてからは、嬉き々きとしてクラスメイトを騙だまし、あまつさえ殺すことも厭いとわないような生徒が仁科以外に、まだ何人もいるのだ。


    　そう考えれば考えるほど、自主的に登校しなくなった郷ごう田だと巴ともえのほうがよほど正しいように思えてくる。いざとなればクラスメイトを殺さなくていけない状況で、どの面つら下げて挨あい拶さつできるのか。


    「──負けねえぞ」


    　枕まくらに顎あごをのせて、そう呟つぶやいた。


    　なにしろ俺とサイク、赤糸とボンは、殺すために『時間の外』へ行くのではない。殺さないために行くのだ。


    　そのとき、視界の端に明るい光が飛び込む。スマートフォンのディスプレイが点灯していた。


    　寝転がったまま手に取ると、『着信中』の文字と、登録されていない電話番号だった。


    　いったい誰だろう。


    　──逆さか木き原ばら赤糸か？　今までかたくなに『非通知』でかけてきた彼女が、ついうっかりか、それともわざとか、歩あゆにだけこっそりよ、なのか。ともかく、番号を表示させて俺に電話をかけてきたということではないのか。


    　もしくは、音ね子こかもしれない。竜りん胆どうという線もある。


    　大変だ。待たせてはいけない！


    　俺おれは急いでロックを解除し、耳に当てた。


    「はいもしもし？」


    「あ、オレだけど」


    　聞きなれない男の声だった。


    「……どなたですか？」


    「だから、オレだけど」


    　腹が立った。赤あか糸しか、音ね子こか、竜りん胆どう以外の電話にはっきり言って用はない。そのうえ名乗りもしないなんてのは言ごん語ご道どう断だんだ。


    「オレさんなんて名前の人は知りあいにはいないんですけど、もうめんどくさいから切っていいよね？」


    「まあそんな、つれないこというなよ。せっかく名簿見てかけたんだから」


    　受話器の奥で、笑いをかみ殺したような声が聞こえてきた。全身が粟あわ立つ。


    「お前、仁に科しなか？」


    「そうそう。オレ仁科だよ、今日きようは遊んでくれてありがとうね」


    「──切るぞ」


    「待て。用件だけ聞けよ」


    「用件だけ言えよ」


    「オレ、明日あしたも明後日あさつても変わらずに学校行くから。よろしく」


    「……本気か」


    「本気に決まってるだろ。オレは、『時間の外』でしかふざけないんだから」


    「人を爆弾でふっ飛ばそうとして、よくそんなこと言えるなお前」


    「うっせえな。死ななかったくせにがたがた言ってんじゃねーよ。ま、そう言うわけだから。オレ学校では優等生でいきたいから、オマエ、馬ば鹿かみたいに絡んでくるんじゃねえぞ」


    「あ？」


    「それそれ。そういうの。絶対にやめてくれよな。普段どおり頼むぜ歩あゆくん」


    「……お前」


    「代わりに情報やるからよ。嬉うれしいだろ？　──『翼』の情報だ」


    「いらねえよ、別に」


    「いるんだよ。まあ聞け。俺たちの軍隊は、すでに、『翼』を持つ少女を手に入れた。それは今日言ったよな？　で、情報ってのはこっからだ。『翼』の彼女の名前、教えてやるよ」


    「……なんだ」


    「ほら、聞きたくなっただろ。最初から素直にそう言っとけ、ばーか」


    「早く言え」


    「アスカ」


    「あすか？」


    「じゃーな、また明日あしたねー。おやすみ」


    



    　スマートフォンのディスプレイは真っ暗になり、俺おれの顔が反射して映る。


    『翼』を持つ少女。つまらなそうに宙に浮いていた、金色の『翼』を持つ少女。


    　アスカ。


    　その名前を──どこかで聞いた気がするが、はっきりとは思い出せなかった。ひどく胸騒ぎがする。


    　そもそも、俺はあの少女の顔を見たとき、なぜ、知ってはいないのに見たことはある、というような感覚に陥おちいったんだろう？


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    　その建物の最上階の個室で、少女はベッドに座って窓ガラスの外を見ていた。


    　既に大きなガラスの半分には厚手のカーテンが引かれている。そのもう半分に自分の顔が映る。


    　部屋の中はあたたかさを感じさせるオレンジの照明が灯ともっていた。だが、窓の外はこんなにも暗い。


    　暗くら闇やみの中へ視線を飛ばすと、やがて、遠くからゆっくりと、金色に輝かがやく翼が飛んできた。


    　翼に持ち主はいない。


    　少女は翼を見つけると、持ち主のいない翼なら、自分がもらってしまってもいいのではないか、と考える。


    　そうだ。自分はずっとこの部屋から出られないのだ。恐らく、この先もずっと。


    　それならば。闇やみ夜よに浮かぶ翼の一つや二つ、自分がもらう権利はあるはずだ。


    　少女は窓ガラスを少し開ける。強い風が入り込み、彼女のベッドサイドやテーブルや本棚に載っていた紙や写真やカードが後ろへ一斉に飛んでいく。


    　少女は細い隙すき間まから懸けん命めいに手を伸ばし、翼に触れようとする。


    　やがて翼は、上空からゆっくりと、少女のいる部屋へ近づいてきた。


    



    　ああ、きっとあの翼が。


    



    　少女の心は喜びに満ちあふれた。


    



    　私を、しっかりと、殺してくれるんだ。


    



    　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊


    



    「あ」


    　今夜の闘争が終わり、彼らが家に戻されるまでの少し空いた時間。ロビーのベンチで丸まって、窓ガラスの外の暗闇を眺めながら寝転んでいた少女が、ふと声を上げた。


    「どうした？」


    「あ、いや、何か今」


    　少女は寝転がったまま、窓の外、上空を指さし、「いたたたた」と哀かなしそうな声を出して腰をさする。


    「何かしら」


    　少年ともう一人の少女も近くへ寄ってきて、少女が寝転がりながら指さす角度の夜空を見た。


    「……何も見えないじゃない」


    「え？　そんな」


    「真っ暗だな。俺おれたちの顔しか映ってなかった」


    「……ああ、そうか」


    「何よ」


    「夜空に何か、浮かんでるなあ、と思ったら、それ、ガラスに映った私のおでこだったんすね、あれ」


    「なによ、それ」


    「いやいいんす。失礼しました」


    　少年ともう一人の少女は離れていった。


    　少女は横になって寝転がりながら、もう一度窓ガラスを見る。


    　暗くら闇やみの向こう、はるか上空で光ったのは、一瞬翼のように見えたが、それはたぶん見間違いで、自分のおでこだ。


    　そういうことでいい。


    　少女はつい先ほど、窓ガラスの中に四角く切り取られた、自分ともう二人の顔を、思い出す。


    　大きな目を持ち、抱きしめたくなるほどに、綺き麗れいな緑色のキグルミを着た少年。


    　少し怖いけれど、よく見ると優しく、落ち着いた目の骸がい骨こつのキグルミを着た少女。


    　あの四角の中。確かに自分はいた。


    　自分のいる場所は、あった。


    



    　私は、世界の中、私が立つ場所をしっかりと見つけたんだ。

  



  
    あとがき


    



    　こんにちは。もしくはこんばんは。竹たけ内うち佑ゆうです。


    　さて、あとがきです。


    　お陰様で『キルぐみ』の二巻を出すことができました。本当にありがとうございます。


    　あとがきに何を書いていいか毎回わからないので、創作秘話的なことを今回も書きます。


    　三み月け音ね子こというアホみたいな名前のキャラは、元々考えてなくって、姉の三月十と四よだけが企画書の段階で登場人物にいました。逆さか木き原ばら赤あか糸し、竜りん胆どう凜りん、姉、と乳ひかえめキャラが多いこの作品の中では希少な乳盛りだくさんキャラだということで、かなり気合の入ったキャラだったんですが、気合が入りすぎて設定を凝りすぎてしまい、主人公の仲間というよりは、主人公に試練を運んでくるゲストキャラになってしまいました。で、そのプロポーション抜ばつ群ぐんの姉が運んでくる試練というものを姉と容姿が真反対である妹の悩み、にしたところ、結局三月音子も乳ひかえめキャラになってしまい、主人公の身近には乳ひかえめしかいない事態に今、なっております。今気づいたけど姉の容姿を一切描写してなかった。あいつも乳ひかえめなんですよ。あとがきで言うことじゃないけど。


    　ちなみに個人的にはおっぱいは大きくても小さくても、どっちでも良いです、見せてくれさえすれば。おっぱいに貴き賎せんなし。


    　もうひとつ元ネタ書いときます。キグルミたちの名前ですが、主人公のキグルミがサイクってのは、主人公が一巻で『シンドバット七回目の冒険』という映画から名づけたと言ってるのですが、他のキグルミも映画が元ネタで、柄え州す巴ともえのキャロル・アンは『ポルターガイスト』の主役の女の子の名前です。あと、ピエロのキグルミのゼム、って名前はジョン・カーペンター監督の『ゼイリブ』とフランスのサスペンスホラー映画『ゼム』からいただきました。当初はスティーブン・キング原作の『イット』から取ってペニーワイズだったんですが、この作品の章のタイトルがいろんなバンドの曲名からとってることもあり、ややこしいんでやめました。


    　さて、次の巻ではいよいよ竜胆凜が参戦してきて『翼』とも対決してキグルミの[image: ]もしっかり解明するはずです。よろしくどうぞ。


    　では謝辞を。担当の江え橋ばしさん。深夜でも二時間ごとのＬＩＮＥでの「今どんな感じですか？」メッセージありがとうございました。こちらの返事に対する「まだそんだけですか？」は、申し訳ない気持ちで腹を切り裂きたくなりました。イラストの出で水みずぽすかさん。毎度遅い原稿に素晴らしいイラストを描いて下さり本当に感謝です。今回のラビイのデザインがなければ半分以上筆が進みませんでした。あと、家族。睡眠も食事も滅茶苦茶なのに文句も言わずに付き合ってくれて本当にありがとうございます。


    　最後になりましたが読者の皆様。あなた方のお陰で彼らの物語の続きを書くことが出来ました。できればもう少し書きたいので、お付き合い願えたらと思います。それでは。
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